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秋 季 大 舎 翠 行 取 止 め の 件

今回の大風水害は近畿地方に未曾有 の惨害を奥へ多数の人命

財産を失ひました事は痛恨 に 堵へませ ぬ此際本協曾に於ても

秋季大舎は遠慮するを安富三認め取止めるこごに致しました

協曾員諸君の御諒承を願ひます

御 膿
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(絶 版 ) 関 東 震 火 災 視 察 記 定 慣 3.50国〈送料 12)

震災直後本協舎員の視察報告集

(絶 版) 住 宅 懸 賞 固 案 集 定 債 1.00園( 廷料 10)

サン マー ハウス 、貸長屋の懸賞闘案集

( 絶 版) 婦 人 の 住 宅 知 識 定 債 1.00国 〈迭料 10)

婦人 に必要なる住宅の諸設を蒐集せるもの

( 絶 版) 世 界 最 近 建 築 園 集 定 偵 0.50固 ( 送料 8)

駄米尖端の新建築の寓真集

(絶 版) E手 校 建 築 国 集 定 憤 1.00国 ( 送料 18)

皐幼校稚園を網、羅小皐す校より大串校に到る迄の諸種の
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記 念 出 版

( 絶 版 ) 住
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国 案 集 定 憤 1. 00闘 〈 送 料10)

工費 2500 闘以内建珂、30坪以内の小住宅懸賞闘集

( 新 刊) 最 近 建 築 懸 賞 闘 集 定 憤 0.70園 〈 送 料 10)

東京子行室博東物洋倒趣 ・東京美術館 ・軍人舎館 。日本

生命館等 ｮￂｾ＠ ｾ基調 とせる 大建築懸賞幽築

(四 版 ) 市 街 地 建 築 物 法 令 定 債 0.50闇 ( 送料 6)

六大都市施行細則其他闘i系命令を? 蒐め たも の
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記 念 出 版
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上の華所国集
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(新 刊 ) 績 考 委 校 建 築 園 集 定 偵 1. 00闇 〈送料14)

最近二三年間に竣工しに大 ・中・ 小製校建築

ＴＰ 徐校ｾ蒐めにもの

日 本 建 築 協 曾 護 行 大 阪 国 朝 日
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x  12 日 本 赤 十 字 社 静 岡 支 部 病 院
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3 階 日 産 接 室
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病 院 建 築 の 近 代 的 傾 向

工皐博士 武
田五

近代的建築の一般的傾向は著るし〈その種類が大衆的要求を満7こす ものに るものである

E である。もは やー箇人の矯めの もの或は 或 る特殊階級のみの矯めの建築は殆んど共新築

さる〉ものなき情態である。例へば社合的民衆の最 も熱望する公舎堂 、大衆劇場或は枇舎

舎館或は民衆の教育をな すべき 特種製校等の如きものは日に夜に益々共建築の教を増して

居 るc 共内 に於て泊極的に著るし〈近代人の要求して居る施設に病院、感化院等の如きも

のがあ る。近年我邦に於ても 赤十字病院、済生舎病院等の主fIき最t舎救護の意味を持って居

る病院を初めとし、 大接附属の病院或は専門的の特科病院、或は純管利的の病院に至るま

で其新築 され、 或はj 主計釜 石?程表 されて居る ものの共敢は全 〈宰前の盛況と云ふても敢へ

て過言 ではなし、。其矯めに近時我邦の病院建築の設計設備等に至るま で嘗て前に見ない進

歩をして来?こ。

近 代建 築の 著 るしい傾向は、機能ｾ主主 重し経桝 の 許る す範 囲 に 於 て 共最大効果を護衛 す

る 事ｾ旨 とすることである。 特に病院建築は其内容が純科接的方面 を主として 居るが其一

面に於いては、患者叉は共近親者の精紳的慰安の方面 舎も 考慮 しな〈てはならない。共上

に病院 として の能率 をよりよ〈 瑳揮 しようとする には 、患者枚容1肢をも出来得る限り多〈

しな〈てはなら ないことは云ふまでもない。

×  ×  ×  

病院が建てら るべ き敷地は其病院の持つ使命によって自ら異って来るが. 一般 には都市

の附近に建てらる べ きが普通であ る。患者は人口 の統集す る部分に最 も多〈稜生するも の

で、共 れを治療する E が目的であ る以上之亦自然の結果であらねばならぬ。然れども都市

の中央部は地慣も不廉ではあるし、庚 き地域を必要 とす る病院よりは尚一居必要にして、狭

き地域 にてすむ建物を建築する方が都市の土地利用償値が大 きい。 其の矯め に病院建築は

種 k の翠，校 と同様 に都市 より 速から さ' る近郊に敷地を選定せらる 〉ことになる のである。

病院の近接地は何れの例を見ても、 共開設問 もな〈 種 k の建物にて充満され日ならすし

て立派なる 繁華地になり、 病院は初め は郊外の単調なる建物なりしも のが人家の建て並ぶ

中 央ー に建 築 せられたようになるも の マある。然 る に 一方病院は常 に鎖 張旗築ｾ必要 とする

時期が来る もので. その時には既に地僚が数依若 〈は数十倍に暴騰 して如何 ともする E が

出来す¥止むを得予して狭き敷地内に殆んど宰地な〈建てぎるを得ぎるようになる。か〈

して病院建築としては止むを得十 して移縛す るか 、或以時代遅れの病院 として取り残され

てしまう のであ るつ斯〈 の如害 事情なるにより、 病院建築は其敷地の宇ぱ或は其 3 分の l

17 .x 



:K. 18 

の建坪として最初より高居建築と して建てる傾向が多〈なった。自然か〈する篤めには構

造は耐火、耐震 、耐風として置かな 〈てはならぬことは、近代の病院建築常識として必須

欠〈べからぎる注意で める。極めて小規模なる 家庭的病院ならぎる限り 病院建築は木i査を

避け るべきことは云 ふまでもない 。

×  ×  ×  

建築の内部的設備 として病院は最も 近代的の機械の完備を 期せなくてはならない。経費

の鈷 より見て建築資の少〈とも 5 割以上は設備費に見込んで世〈べきで 、最近の完備せる

病院にては建築費と約同制の経費をか けて居るものも め ると云ふ ことである。試みに本年

10月に竣工する京都赤十字支部病院の例を翠げて見 ょ う。勿論此病院は共駄に於ては敢へ

て完全なり たは云 へな いものでめるが共れ にしても 次の主n< の制になって居るのである口

建築費 620，00(1倒 設備費 390，000民l

即 ち設備費は建築費の 6 割 3 分となって j去る。東京築地の聖路1J11病院などは恐らく ー居

高率の設備費 とな って居るであらう。

病院の敷地としては都市内に建てらる冶/ト病院は 、例外として 、少し〈目( ましき 病院は

何れも小高き地に選定さる〉ことが 自らなる原則 となり つ 〉めるようである 。 それは衛生

上の見地よ り するも勿論のことで あ るが 、 主 と して水災 、 風災等 ｢ｬ 出げるｾめでも あ り 、

病 院の外観と威般をそなふるｾめにも必要であるのである ｣

建物の外観も賞質的 に有意義の形と してその材料も手陣i: 的 に認識され7こる材料を使用し

来るようであ る。さ ほど必要 とも思 はれない 柱 型 或 は繰型 或 は ＱＡＡｾ 用 にして 寧 ろ 有害 とも思

はる、壁面装飾の如きは病院建築に於て最先き に披j努させ られてしまうて居 る。 自然の結以

として病院は所謂「インターナ ショナル」犠式の採用となり . しかも此様式は病院建築の矯

めに出来? こやの観があるのである。 色彩 も翠純となり純白色の壁画か然らするんぱクリーム

色の控色が多〈壁面の凸凹も之れをやめて滑らかな る簡の ものとなりつ〉ある のである 。

×  X  ×  

壁面に於げ る庇は病院としては必要欠〈べからさ'る ものとな り. しかも其の位置は単に

外壁の頂部のみ に止ま らす 、各窓の関 口部の上部に設げて日光の壁面に於ける直射を防ぎ

風雨の壁面に強 〈吹き付けることを緩和する役回全なし、共矯めに病院建築の外観は柿紛

多 〈窓面積多事ー棉特異の外観を呈 すること 〉なって来t: 。

災害避難接置は病院 として最 も注意すべき黙である。什1入口 、避難口 . 避難階段、 室内

階段及i E 面玄附等は充分の数 と容量とを持って居なくてはならな い。

科接的設 備と手 ［Ｑ 験的注意が第一義ではあるが 、一 面に於て忠者ならさＧる公衆のｾめ の設

備も 亦注意 を怠つてはならなし、。例へば公衆食堂、公衆待合室 、正面玄闘 . 講堂等は つ と

めて装飾を施して精神的慰安の迭を講する必要 が あ る。要するに 刷版見代の建築的要求は

極度の科皐のl態別でめり新しき 材料の使用である のである。



病 院 建 築 に 就 い て 考 へ る

斡皐博士 梶 原 Ns 

衛生・卑1に? こづきわってゐ るせいか病院建築について考へようとすると先づ私の思ひに浮

むで来る のは病院の本質如何である 。 H ospit aI e. 云ふ言葉は病院 を表はす言葉のうちで

最も -tlt 界的なのであるが 、その 出所はラテン語の hospit al i tas で表はさ れる行篤即ち 心よ

〈他 人を宿ら せることである。社合I f k 態がそんなに簡単に、互に好意善意 を分ち合へない

ようになって来る につれて、 hospi t 日Iit as は特定な人 k によって特定な建物のう ちで行は

れるようになって 、Hos pi t um と云は れる建物が出来? こ。この Hospi t um のうち特に病

人の潟に使用されるものが いつかしら hospi t a¥ と呼ぴ習はれて来? このである。病院と云

ふ文字のうち院は叉よ〈 この心 を表はしてゐるのであらう 。

次いで衣第チ; 第に好意や慈悲心ばかりでは病策は征服せられな いこと が経験さ れて、 病

院の活動は そこに理知をかl へ、ついに科撃的になって来? こ。そ して産業革命力; 惹起しに祉

舎 J伏態の大安化は 、1f61人の従ってJ i t l:舎の努働力、活動力の保持更新に闘興する事を病院の

重大使命となきしめる に至って . 病院は枇合経済に重大な役割 を演するるようになっ 1: 。こ

れが所謂 hospi taI の護達史であり従って本質 と云は れよう。

そこで病院の建物は心情的 には「院」である事を表現してほ しい、 理知的 には科書保の其

味を表現してほしい、そして叉共の時代の枇合経済活動にぴっ ? こり遁合しにと ころ所謂祉

合性をも表現してほ しい。

×  ×  ×  

西洋では病院は一般に二つ に区分して呼ぴ習はさ れて ゐ る。一つはホスピグ) 1 ，. . で他はク

リニ ツク ( Cl i ni c，Cl i nigue， Kl inik ) でーある ‘ ホスピグルは公共のものであ る ( ホス ピタ ル

が各科綜合である時その各科はク リュック主呼ばれるがこの名稿は古 〈はその主任の名を

附して呼ばれてゐ 1: ) クリニツクは個人経替のもので祉合奉仕でな〈 営業である。病気に

なって治療をク リュックで受けに:事はしゃべって もホス ピタル で受げ た事はか 〈すのが一

般の策風であ る。

1929年 にアメリカ合衆闘のアト ランテイ ツクシティで聞かれ?こ寓園病院協議舎の護表に

よれば、首時吾閣の病院が吾園民に供給 して ゐ1: 病床の総数の うち公共病院の病床は線、数

の 3 8 %である に劃して例 人経替の病床は 6 2 % の多数を しめてゐ仁、ドイツでは 87J j %

が公共病床であり倒人営業の病床は わづか に 12. 5%に過ぎ ない、新興園の フィンランド の
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如きもそうであり 、ヨー ロツパの古い問 k はいづれも公共病床が閤家の有する病床の大部

分 を占めてゐる。ベルギ ー とオランダは日本に似てゐる、即ちペルギ { では公共病床 45. 5

% オランダでは公共病床 3 2 %である。

このような事情はー閣の社合経済情勢の定むる所であって 、その可否は他固との比較に

よって定め られるも のではな い. しかしー園 として はその現献がは たして その園の時の位

舎経情情勢 に遁合せるか否かは1慎重に思ひめぐらせる必要はある。問時の社合化が要求せ

られ 、健鹿保険制度の鏑張が内務省祉舎局によ って 計書ーされてゐる吾閣の現I { } ¥から見ては、

公共病床 3 8 % は決して適切であるとは思は れない。

現在上述の比率に於てホスピグ; 1 . - e クリニツクによって吾問民に供給されてゐる病床の

数は これ叉著しく 小数である 、即ち人口 10. 000 に劃して 17.1 病床しかない 、一一これは

平均値であって現在この病床が吾園民に均等に割あてであるのではない、病院病床の地方

的分不fj は著し〈不均等である 一 一。

円本よりも病床分配のすくない園は文明園 に列する諸問中ブルガリヤのみである。他の

諸国は人口 1 寓に劃して 70 以上の病床を供給してゐる 、 しかもこのような園々の園民の

示す死亡率は吾閤のそれよりもいするれも低率であるの fごから、吾園民への現在の病床供給

量は いよいよ 不充分である事になる。

日本の時皐の進歩は fこい したものであ る、 菌感総合に集る人数は幾何、こ れはほ こるに

た りる とE筆者は白からほ こるし、他の職業の 人 もそう考へょうが 、こ の病床の教の貧弱さ

は一寸に が手であ る。

以上 の二難から将来吾閣の病床撤は檎加する べ きであ る事 . そして檎加する病床の大部

分は公共病床であろ うと云って もい い と思はれ る、 そこで建築ににづきわる方 k に、吾闘

の関紙に遁合し? こ公共病院の建築について考へを いっていに fごき? こいと云っ て い 、い ので

はないか t 考 へ る。

ホスピクルの方が多い園でもクリニツクが立って ゆ 〈のは人情のしからしむる所にから

吾闘でのク リェツクの殻逮は綿来ない とは云へない。が共の数は? こ い しに ものではなから

う、が出来 る ものは今あるク リニツクよりはす・っ と賛燥なものであり 、特種な施設を持つ

に もの となるであら う。

x  2 0  

衛生製 一一 そ れ は健康綬掛ｾＺであ る とぺツテン コー フヱ［ＱＮＭが定義 して ゐ る 一一的な見地

からＧＡｾＨ言め い に事を述べ す ぎまし ＱＺ 。 こ ん ど は皆島県を修め ｦ こ人 聞 と して 、 あるひはむ し ろ

私人と しての立場から病院建築につ いて考へてみます 。

×  ×  ×  

苦闘では病院に保養気分で入っ て行〈のは肺結核の初期の入信r. の もので、 あ とは意識不

鮮明でなりればせつばつまつ に気持で入って行 〈。 病院は生 と死の分 111支黙の ようなも の、



永い放でーある人生の最後の放宿叉はしみじみとo f } ぴとりかへきれ? こ生の菩ぴ . 時々はその

にがみを l床ふ似りの宿りである じ こんな 病人の心'fj !i ' を推して思へば、病院の建築は如何に

それの祉合性が重ったで- あるとしても絡' 美的にあじきないものであってほし〈はない。こと

にそ の ヱデフイスやホールの美は要;J くしにし、。その美はこの建物こそは、人聞がその最高

最善の努力と致して死に j支向ふ殿堂である事を表現してほしし、。

チくには廊下が目に浮ぶ。吾々にとっては廊 下は あまりに t l : : ひの一部fごと思はれ過ぎて ゐ

る。深山の他人が宿ってゐる病院の廊下は公道である G 比較が騒いけど都合住宅にあては

めればあれは路地T二路地はなるべくなら既〈てそ こに 構込みでもある方が好もしい主n< 、

病院の廊下も義酬につまされて通路fごとのみ解してほしくな い 大阪市民病院の小幡先生

の病院の廊下は庚〈て明るくないと いけないとの御意見は賓に適切で あるコ

きて廊下には病室の出入口が並ぶ。この位ぴ方が思ふ千慶一律で親切気が欠げてゐる。

冬は出入口は必要の時でしか聞かれなし、からま Tごしも . 夏の暑い時には出入口を開けはな

しとかないでは居ら れない らしし、。これは病院ぽかりではな い、りっぱな( ' t ) ホテル の廊

下にも笹戸のー列がばについてる次第。どこもかしこも室の出入口が律義に 廊下の雨面に

整列してゐる、節度心のある通行者は廊下の始まりで馬車馬の目か〈しでも借用 したい と

願ひ 上げそう ｴｾ 。

慈善事業が主轄で活動してゐ? こ頃の病院では、大きな室に津山の病人を牧容 して白い眼

でお慈悲をふりまわしてゐ? 二、いまだにヨーロツパの古い病院には こんな気分の老看1悲t哀

を見受けるが、こんな風はどこでも近来下火になって来て 、次第に病人心理の考慮された

様式が生れ出して. 小病室が選ばれて来てゐる、従って卒常群居してゐる闘轄のための病

院以外は次第に 1 人 1 室の適用される傾向だから、病室の出入口についての工夫公今更ら

求めるのも、あまりに情に流されたたわごとでもあるまい。

ヨえは病室 、漠然 ｦ こる要求 ｴｾ けど 先づ落着ける室であってほしい、その震にはもう一度同

入口の位置を考へ扉のメカニツクも考へてほしい、病室のディメンジョンは一般日本住宅

のそれが保持してほしい、みなれない高さの天井、住みなれな い様な庚い室はいりない.

ドイツの基準によれば 1 室 1 床の病室の庚さは 10 米平方、容積は 35 立方米、 となって ゐ

る、これは自然換気での事、人工換気のもとでは容積を低下出来るはする、地債の津川、都合

では長阿盤程の既さの 1 室 l 床の病室が流行するかも知れない。

此度は窓 、 ドイツでの基準は室の面積の 1/7't: 基準 としてゐる 、1 室 1 床には 2 卒方米を

最少 として ゐるが近来は窓をす・っと既〈する傾向である。

吾園の気候では窓は採光のみでなし換気否なそれ以上通風に火〈べからぎるもので あ

る、従ってドイツ の基準よりはす・っと大き い窓が必要であらう 、大 きい ばかりでない、ろ

いろ と地方的な 祭候風土に適合 して、 採光通風の雨機能を完全なら しめる よう 工夫が必要

である、窓につ いての工夫の例として フィンランドの Pai mi o の Al vartal t サ ナ ト リ ュ ウ ム
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の病室主? 奉げたい 、

近来吾園の病院からは 円光l UM商にさへ耳nがないのが流行してるようですが、貨は必要

なものなのではないでしょうか。吾問よりも日射の強 〈ないヨーロツパではいろいろと工

夫さ れてゐ ます。

採光商から 1<<IJ った室の奥行は相首大きい方がいい、方形の室より も長 方形の方が好もし

い、日射角度から考へてこの方が窓を旗 〈出来て、かつ室に議着を持 fこすこ とが li 1，来る、

窓は叉夜の人工 ＱＡｾｾ 明を思はせる、間接 ｬ 照明石＿ と は要求しなし、が 、 一般の現状であ る中央

に細いコ ードでつるされ? こ電燈はやめてほしし、。あれを見つめなカ: ら病苦になやめば 、自

分の生命も刺し、コードで航空につるされてるような気分になる fごらう。

吾園の現燃では病室は 1 室のアバル トマン の様なものであ る、 1 室 1 床の病室は貨は 1

室 2 床になる 病 人は先づペツド に世話する人は床に なやま しい夜を過す o 根強い家族心王'I!.

は今の所如何とも‘動か し難いも の とあき らめ ねばなら ない。 まして大阪では食事の自由が

要求されるから、 病 院は病 人家族のコロニーとなってゐる、 障者の方 でい〈ら ブJ Uでもし

ょうがない. 要はこんな妖f患が病院 4ζ 来の義務である 病気の治療に障害にならぬ程度でほ

しいと恩ムピけである 口即ち吾園での病室設計は 、西洋の 1 室アパ ートに その範を求めね

ばならぬ事になる 、 主主 所ｾそなへるならばそこには 完全な 排 気猿置が不可扶 であるのは諭

するまでもない。

X  ×  ×  

近来吾園大都市で の冷房接置の一般化は 1: し、しにものである、劇場では盛夏場内気瀧

23
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C をほこるものがある、理論的にはこの気 温で策持 よ〈槻摩I j するには羽織でも持参す

べ きである 、デノご{ トの食堂では感夏食事後熱 いコーヒーがほしいJWもあ る、 そして 一歩

外に出ると 1: まらぬ猛暑に足がふらつ〈程度に・冷房するからにはピンと来るまでとコム

プンツサーを働かしてゐる 。

気の附〈人から 病 院はなせ' 冷房 をや らない のか と聞かれる、気がきかないなとなじ られ

る、御尤もな事である。

さである病策の経過が 宰気 味干 ｬ ｯ ｾ コントロールしに事によって 、 ど の程度ま で有利に艶

へられ fこかに就いて吾々は確な賓設 を未 fごにもってゐない、叉そんな質強携をも持ってゐ

ない 、自然のまま の気候の鑓イじとい ろいろな病問で死亡する 人数 との閥係は. 内閣統計局

の稜表 によって 知 る事が ｾｈ 来る、 ＱＺＺ が こ まつ に 事 にそ の数偵は所謂死亡ｾー であって 頭 死事

( fatal i ty rate) でない、ま あ しかしその統計 を見て み ると . 病因が 人憶外 lこあって その病

祭にかかる事が請はば一つの突設事件である犠な病気では日月らかに季節によって死ぬ人 の

数に消長がある . 例へば急:性体巣病などでは。所が経過の永い停染病である肺結核の如き

死亡数は季節に聞係なけ・合んど一定である の叉統計の示すJ i J i ' 1ごから 云 ひ切る事は問来ない
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が. 人間そのものの背任質的疾忠による死亡事{ も季節 仁よ ってすぎ し〈左右されて ゐな い。む

しろ高視の季節に於て減少の傾向を示 してゐ る。こ の統計的事官からエヤ ーコン デ イシヨ

ニングは1丙策の経過に劃 して は無効である 色師納する のは早計ーであ る、 ，Ii : l :合Hi，象と して の

生物撃反射事自z の消長は . それを左右する因子が多数であ るから 、原なる数値のー列の比

較から俗資な結論はなかなか IHて来なし 、。

rf ｉ 楽室無欲作の研究は、人間の努｛動能 ｾ ｴＧ封ｉＡＨｴとして張 主主 して 長 ｫＱ こもの で あ る、従って

現布吾 k の有するこれに闘する知見を病人と結びつ りる震には 、掛働と抗iよ1とを先つ' 同化

せしめねばな らない 、こんな試みは営然不可併である 。要は梢出のヱ ヤーコンデイシヨ =

ングは現在の所在強的な時代 にあり 、主観にピンと米る気温のみでな く、も っ と院がしな考

慮のもとに行は れる質験を必要としてゐるのである。

他商病院は人間の段高官プ j の張揮を目 標と してゐる 貼からは 、冷房の試みは適切なもの

であるのは既決の ことで ある . こ主に 外科手術室の如きは、清河、な室気を要ぶす るは 0J 論

そこでは留者に著 しいnirt 経の緊張 と筋肉労働とを要求してゐるの? ごから、 完全なヱーヤコ

ンデイシヨエングは不可献である。

防音の問題も近時折 ｾ ｭ に 考 へ ら れて 来 てゐる 。病院機能の主 砲である部分 が何 の考 慮も

な〈騒音のなるべ〈停はるような位世に世かれがちである。微妙な聴売を必要とする内科

のt診察室の企f I きはことに防音の考慮を必要 とする。

要するに病院建築はその本質共の機能の上から習間的な建築であってはい けない。 L e

Corbusier， P. ｊ ･｡ ｮｮ ･ ｬ 巴 ｴ による モスコ ー のオ ーデイトリ ユム に 見る ような雌 Ｑ Ｑ ｾ が病院建

築にも要求 しにい。

相 } 民 病 院 附 j:;.(笥 ( 村野旅行 l¥: 設計〉
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第 1 圏

結 J占j島、者、特にI bfJ 節 lIZ骨#t rこIbfJ する結核! J ! .‘ 者の誕生及治療を

目的とする療養所の試案である。

との計 ｭ 案 ＱＱ 結核ＱＧ｜ＺＺ闘する椛戚者・である ｍｩｲｯｾｊ ，，ＧｩＧ DeJ i c 博

士 の 協 力 に 侯 つ [fr が非常に多い。

敷地一一日光ＲｩｬＮｾ然の ｾｲ キがこの租被援ｊｪｪＭｦこ泊 Ｇ｣ｩ なる地 ＷＯ

J必然の 大さ ーー 1 床 室 /i日口 12'- 01/ 

2 床宣言 11日口 18'-:: )11 

4 床 家 rm口 30ノ- 0"

10 床 祭 rm口 65' - 0ゲ

奥行は何れも 15' - 01/ 

;Jc_ 弁高は金て 10' - 6"  

rli 商は令部拍子の 2 主窓と L 、 各ms の鋭絡化と工郁の簡単と

材 料の経済とを旨 と，- 、 内)¥11の 組 級l土設備は密皐の溢t J ; ーに i*っ

て、簡Yわこ後更又は取換への 1I1 *る採に工夫されて居るのが特

徴 で あ る。

第 1 聞 は 外 視 の 模 型、書官 2 脳lは I 古市平面倒、第 3 聞は断面闘

でテラス l J < . 換気の欽般を示す。第 4 闘 の パ ース ペク チプはテラ

見を示したもので、日覆の位置が病床のi i A の部分の日光のみを

遮 P他の部分は日照を受〈る様に工夫せられ? とるに注意。

( Archi tectural  Record 誌 より 新名種夫〉

x  2 4  結 核 療 養 所 試 案

宮古 2  圏

第 4 園

建築iiJ. Ernest  Wei smanu 



個 室
ず¥、

の 傾 向

zzz 尾 九 ｎ ｾ＠

今 nの病院建築はその質 に於ても、置に於ても哲来の而目を一新 しつ』ある。見るから

に 陰惨不気味で病胞のお ｴ ｙｩｾとも感じ Ｗ こど ｩ の姿は明良 ｕ ｊ 端正な近代建築に挺ってゆく。 ｬ 謹 ￭ＡｐＺ の

進歩そのものを建築に移入して不安と焦燥の影 ｾｦＢｉ 蕗にも見出し得なくなっ ＱＺ 時、それが

病院建築本来の而目でなりればならぬ。然 しながら欲すると欲せき' るとに拘らす科思の偏

重、 9. f f i いらる〉と否とに拘らす' i ' J t l ' t の墨守、J ! f ' なる外形的な J模倣、或は更にその内部前i織

の検討から 、そこに多〈のIIIi I隙を蛮見し得ないであらうか。

H: 宅建築は家族本位でなげればならぬとは誰もが言ひ ながら、きて賞際の場合となると

何 ＱｾＧ 彼 ｦ ごと故障がＯＱ Ｇ ，て、我 ｫ の 思 ふ 十がーも遂せられない事があると同じようにＮ病院は

忠者の? こめのものであるとは靴もが主張し肯定し諒解しながらも設備に迫はれ工費に制せ

られてしまって忠ポの代対者は比較的弱レ主張に 絡 るのである 。勿論瞥療の ことの起源は

職業意識から生れ? こものではな仁人類愛と生存欲とに穫し7こものであれ今日と雄もそ

の精前111に何等の秘りはな い筈で あるりれども 、手;1皐的立場は位 k 人間愛の! 肢を公らし経営

的立場は時にＺＧｪ［ｾ者 ｬ こ不快 ｾＵ ＱｩＧ ｴ いる場合なしとしなし、。他康を失へる者 に とってｦｊ佐ーの安息

所であり. 更生への出張貼であり、若し〈は不幸にして死の床でもあり得ベき病院はに Y

科思. 1こY 経済のみの槻紘から律すべからさ' るものあるを信子る。その種類の如何、規模

の大小、経' 苦組織の公私を 問はすす恋、ては人本位でめって抜本位であっ てはならなし、。人の

内に技を活かす事によって、即ち線、ての監事的技能の: 精微を 人間愛 に包むことによって不

宰 なる病者へのプJ となり慰め となることが病院本来の責務である。然しながら今日の社合

機構から病院経営の事全考ふるとき 、 そこには自らなる限度を徐i誌な 〈され、 その許さる

べき限度に於てこれを鹿主11 して ゆかねばならな い事は . 調り病院建築に於 てのみ要求さ る

〉事ではない。

病院建築はその機能の複雑多岐に亙ること 他の諸建築の比で はな い。これ が一般を汚察

することは元よト近代樹皮星野のー特色? こる物理療法と建築との断l係を概設する ことす ら

僅少なる紙幅の能くするところではな い。従って悲には患者が日夜その病躯を托 して、 或

は快復への希望に光明を抱き 、或は高ーへの不安 lこ詞まる〉病室の新 しい傾向的な二三の

駄に燭れるに lトーめ る。

。
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盟主主{ 1 m呈病室は概して側室であることが望ましい o 元来線、室は古い寺院病院時代の

名残であるか. 臨床上の研究 を目的 とする場合か、施療病院若しくは同盟の，患者のみを牧

容する事力［ｦ，象想し得る野戦病院 、 ｾ病院等に於てのみ見らるべきものであるのが、病院制

織の複雑JJ ! t 脹につれてその不使不経済を病棟に於て抜手nせんとする歪みにる野ブJ の結以と

して 将来せられにものと見ねばならな し、。然しながら一方に考へねばならないこ とは 同加

の費財を以てして 、理想的なる 100 病床を提供するのと 、多少の不便 if 忍んで も200 の病

床を提供する の と、その何れが来して枇舎の要求に即し? こも のであるかといふ黙である。

こ〉で夏めて病院の保有す べき病床教の問題が研究の釘象と なり、更に i診療科別の病床按

分総室と例室との病床数の制令等が研究されねばならない。この研筑は各種の著書に散見

する から今言及せな いが、 要す るに患者の立場から見 ても瀦療の黙から見ても許さる〉な

らば{ 開室を撃なことに異論は有り得ないといふ言ひ古るさ. れ仁結論にしか迷せない。

縦、きを に於り る麗 k の不便不快を料減し、組、室の有する利黒li をそのま〉 利用するにめに研

究され? こものが今日多〈の病院に見る A l cove syst em 叉は Cubi cl e syst em であって 、

従来 3 ｉ 末以上にも及ん ｲｾ 総 宝 は遁 ｫ 無〈なるであら う。

。

Tagesraum {I同室の或数の集凶に針し、叉線、室毎に必するその病床蚊 に感じて一定度以上

の床商積を有する 1、agesr aum ( Da y-room) を設備す 〈き規定が欧洲の諸地方にあ る。そ

の面積は多〈の場合病室面積のずり前後に蛍るようである o 我闘に於てはか〉る規定は無

いげれども 、新しい病院にはこれに類するものが設備されてゐる。京都帝大附属臨院の産

h[ 11人科病院の休養室の如き或は叩南病院の Tages r aum のimｾこれである。専ら料ｻｩ ｉ 也者

叉は Ｇｉｾ 正Ｑｊ￯ ｊ 羽の ｪ 患者がその単調なる病 室長か ら逃れて こ 〉で揺れ、読 書や談話 に慰められ Ｎ 或は

家族 ｾ［ ＱＱ 人の見 舞を受り ＿ こり 、 叉はこ〉を食堂 と して 病 中の 一 時を愉快 に 過さしめようと い

ふのである。主として治療上の目的に使用さる、 Li egehal l e ( Ai ri ng bal cony) 叉は Sol -

ar i um とは自らその目的を異にするものである。( 第 1. 2 闘参) ! の

。

'1・erras! 淀 川y p ホテル ・サナトリウムに於りると同様に最近の病院建築の特色は多〈の

場合こ の，l ' errassentyp に依るも のが多い事である 。極力多量の外気 と山富な る太陽光線

を撤収せんとして試みられる型態であって 、近代住宅建築に見らる〉動向と同様なもので

ある。共の襟準的なものは各居勾・に壁画を後退す ることによって露台を設りる。

W aibl i ngen 及 Haar dhei m の潟耳石? 傘げ てお¥0  Ｈ第 ＳｾＸ 岡参照 〉

我問 に於て この各階毎に後退して露台を設〈 る型式の病室を持つものは極めて少し i主

RE義経大里浜病院の一部 にその例を見 ること が出来る。我閣では米聞 と同様に病院建築が漸

X '2 6'  



芸大高居化する傾向にある 1: めに

柿浩上及地積の利用上不使ーがf*

ふのでi後り多 〈の発達を期待し

得ないであらうが ‘ これに代る

もの主しでは壁| 師伝後退するこ

となしに各府に露子? を設〈る方

法と 、壁{ f を照に銃i幽l伏に h与野

し τｬ ［￮ ｬＱ Ｉ長の 効取を ｾ ｮ んとする方

法とが試みられて居 るが何れも

今後の完成 に侠つ べ き程度のも

のである。

ｂ｡ｬｫ ｯ ｮｾ と D osquet - fens ter  

欧洲に Ut げる病室の手法として

は大関三種類が考へられる。I ! fl

ち

l. Das  Zwi ckauer  Zi mmer  

mi t  Dosquet - f enstel  

2 ‘ 1) as Frei berger Zi mmer  

3.  Das  Hanauer  Zi mmer  

Zwi ckauer  Z  とい ふのは充

分に蹟い Bal kon とDosquet

Tagesraunl 

第 2 固 ｔｮ ｳ ｴ･ｲ｢ｵ ｊＧ ｧ 先 ｉ ｲ 人科 州ＡＨ Ｎ ｾ Li egchall e  

式上下窓を有する 室の意 であって、上記三種中の代表的のも の で我問に於ても充 分祁ｾｾ足 し

得ると思ふ。共の特徴は露台にあるといふよりは寧ろ窓の考案ーにある。ド式上下窓は Dr

Dosquet ，_  Berl in の提11日になるもので床上から殆ど天井迄の全面を窓に取扱ひ 、多〈はこ

れ を三段 にして、最上の一枚は蹴・殺 しと し、 中、下の二 i伎は これを最上部まで上げるよう

になっ てゐ る。叉最下の一枚は閉 ぢ7こま〉僅仁内側に傾刺させて通風を作るこ とも考忠に

入 れられておる 。 Ｈ第 ＹｾＱＱ 闘参 ｊｉ Ｈ り

Frei berg 式は上記ド式窓を使用せき' るもの' : : . RrJ で、Hanau 式は副室の外に浴室 、便所

洗面室等を附属せ し め＿こもので 、 これは極めて特別な場合に要求せらる ｾｴｴ しろ質 様の 部

に属す る もの である。以上何れの場合に して も Bal kon を有する ことは極めて望ましい所

である。但し重症病室 にあっては その必要は全〈無い。

Balkon は多 〈の場合撒室若 し〈は十1控室 に花j ; るからこ れを池宮の長さ に直切 る必要が

2 7  x  



あれこれにも種々の方法が試みられる。中には/ : I i 入口の扉をそのま〉結界 として利 用し

? こものも見られる。

/ : 1 ¥巾は少〈も病床をそ の ま〉引き出して且っそ の前後を通行し得 るTごけの 寸法を必要と

する から 2.5m 以下では不都合であらう。前掲 W ai bl ingen のものは 2.5m Potsdam 市

立病院の新館の ものは約 2. 8m じと って居 る。

共他、 手摺 とか床仕上材料と か或は庇の有無等に就 いても述ぶべきであ るが、これらは

何れも常識的に判断出来ること〉してこ〉に 言及しない。

。

隼壁盤塁線、室を減じて ｦ 間安ｻ･増加する傾向は看護の能率を甚 ｲｾＧ 低下せしむる結果とな

るので、これを援和する ートーからのみでも病室開係の信披装置は重要視せねばならない ふひ

とり病室 に限 らす・近代病院に於げ るー特色は有ら ゆる部局が極め て巧簡な る連絡猿置 によ

っ て、時間 t 努力の消費か ら救はれて居 ると 言へる a 外来患者 と診察室、薬局 、事務室と

の問、病室と看誰婦室 との問、或は臣室師の所在{ e 求むる方法等は組、て電話 、詮話機或は信

披 によって即座 に用を便す・る。病院の組織規模の携交によって生じに不便を総室 に多人数

牧容することによって緩和せんと試みたことは既述の如〈であるが、これが再び{ 同室の要

求に立ち師つに結果この信競装置が不可献のものとなっ? こと見ねばならなし今日の病院

からこれらの連絡接置を奪 ふたとすればその能率の何分のーかは減殺され、患者の不使不

安のみでも甚しいものがあらう。

病室に闘するものとしては凡そ次のものが要求される 。

1 . 電 話

2. ラヂオ及院内ア ナウンス

3.  看護婦呼出

此中で是非必要なのは看誰婦呼出しの信続である。共他のものは事情によっ ては欠〈 こ

とも出来ょう。

看護婦呼出信掠は英米ではこれを Nurses' Cal l  system と呼んで居 るが 、今詳し〈述

患 看 周 一一 看護婦用
『在建、乙

主ち 。
看護掃呼品

ラ 子 大 。
看護時1王室

看 護 時 呼 出

在主走義守帯日J<出

主 T金 。
主 ｾ Ｎ 登

13を 。
ｾＧ萱
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第 4 園 W aibli ll gen
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第 7 園 T-l aardhei m 病 院 平商

聖E

空E

第 Ｘ 固 ｈ｡｡ｲ､ ｢ ･ ｩｭ 約 Ａ ｾｾ

べる時聞を持fこなし 、から 、St. J osephskr ankenl uus， Neu-T emp巴Ihof の一等病室に装置 さ

れ?こ るも のを 中心として概略の記述に止め る。

同病室の接置は廊下出入口に 援 しに室内 側に 看護婦用の もの と、病床枕頭に患者用の も

の とこ面あ る。 看護婦周の分 はJ IP釦式で、患者用 の ものは差込式 となっ でゐる 。

x  3 0  



先づ患者が看護婦を呼ぶとこの信競は

4 ケ所に体主主される。即ち看続続室、病

室入口、その病室の凪する区域を示す色

魔. 五患者自身へ信蹴の体逮しにことを

知らせる賠燈である。新設的は信蹴と同

時に廊下に出ると病室の屈する区域を示

す色燈によって共の直域へ進めば室の前

の黙燈によ って容易にかl・用の室が判明す

る。( この直域を示す色燈の無い場合は

者謹M室の受信部にこれが現れる方式も

あり、或は金 k その接世をせぬ所もある

が、病室教が多〈なり 或は脚下が屈曲し

てゐるところではか「用室の環見に時間を

要するので是非必要とされる) 室に来1=

ら者謹献は第 2 の釦を押し第 3 の鍵穴に

第 9 圏i ¥' ai bl i ngcn 病1淀

鍵を差し込んで置〈。第 2 の釦を押すことによって上記 4 ケ所の表示は全部消える第 3 の

Ke y  はその室に者誰似- が居るとき更の他の主主から呼出信枕をしに場合に働〈ものであっ

て、この時には K e y の奥に仕込まれにブザ ーが| 鳴ると同時に前記の 4 ケ所へ信蹴が体へ

られるのである。この接世は後り多〈は見られないが甚1:' 有効なものであると思ふ。

これらの信披が極 k に組合せて装置される のであるが ‘ 宥護婦室の受信が紘燈であって

夜間のみフぜザ ーとする もの . 或 lま忠者への受信 k 蹴が黒I i 燈の代l ) Iこブザ ーであっ fこり、史

にその相互間で通話出来 る方法を採っておる所もある。要するに患者ーをして不安なく flJ を

第 11 園

Dosquet  ]:、山lsie l'

第 10 111 Dosq ueも F ensもer

31 'x  



{ 更せ' しめる一方に看護婦は無用に

注意力を集中しておることな〈誼

首に休息の出来 る仕組にしてお〈

事がこの接置の眼目であ る。

。

第 12 圏 Nurse，' audi bl e call 

病室に就いて考慮すべきこ とは

決して以上辿ベ 1::. 駐fごりではな〈

例へば方位、集積 . 光線量 、暖房

冷房俊策、夜間照明、防音、仕上材料、衛生設備、仕上色調、家具等から廊下13

1

1入口及窓

と病床と の醐係 . 廊下の限明器具の位置と病床と の附係、等に至るまで極めで注意深( f， I・

聾されねばならな いが. こ れは線、て省略して 、最後に故高絵政雄氏がぞの著者 『病院j ( 高

等建築事第 ＱＵ を ＲｾＭＲＹ 頁Ｉに於て述べて尉ら れ る「梢 ｬ 院の性質と病院の建築」を想起し

且つ病院建築の t71i J.式

E. F.  St evens 氏がその

幸子『二 十世紀に 於ける

1111米利加の病院』中の

次の一節を 引用して.

要する lこ病院建築は病

院のTこめの病院でも研

究の? こめの病院でもあ

ってはならないこ とを

再び強制して筆を捌〈

第 13 圏 1  nsterbuγ g 婦 人 科 病 院 一 等J必需

民ｾ

“ T he  ward lI nil  is  reall y  l hf' keynote  of the  hospit aJ ， sinc巴 it is h巴rじ

t山ha川t t山he己う p戸阿atle児削巴n川t 0ぱf w仙hコ川m t山he in山当山州tl tは山山tLω1I山l

p  巴nd 詰 hi s  weary hOll s  のぱf じonval escenc  巴.  

日、shollld never ceasc to  stll dy  th巴 b巴st met hods  0( 日 l l ing those  hours  

wi t h as ml l ch comf or t 証s possibl e ;  h:) w  lo  s巴rve hi ll1 wi l h pal at able  food ;  

how  to  provi de  hi ll1 wi t h 己止とr and 立学己乙 and how to gl l ard hi ll1 frol l1 

undl l e noise and f r om the  exci t ement  cal l sed by  the worki ngs of the hospi .  

tals." 



醤 院 建 築 の

大

l 序

諸

シャ ト ｊｾ 海港密民会長

J 色、

眉

問 題

夏B

病院れ、ふ言葉は商白〈ないと或人は云ふ。成程考八て見れば、病人の集まる家 とい ふ

より 、病策を治す ところ と言ひ? こいものである。即ち掠病院でで あるo K rankenhaus と

いふより むしろ英語の l nn フラン ス語の H otel- 一更 に Hospit al -ーと いつに方 が油切

の様である。日本語では陸院でよい と思ふ。

一概 iこ病気を治す とい って も病気は多種多様であり 、治 し方にも色 k ある 。同じ病気で

も棺 rrrJi の治 し方 に色 k ある 、一つの狭ひ例 k の専門内でも夫 k 鵠 (frjiのサジの取り様は謹ふ

様である。従って患者の、看護姉の 、瞥員の 、共他密院の蓮轄に必要 な るあ らゆる 機能の

取扱ひは 千差寓別である。異なつ7こ内容が各 k 異つに機能 となって要求せ られること は勿

論 、地方的相違環境の相違は言ふ まで もな し 更 に歯院経管の規模、方針 、相指等 も一様

では な し 夫 k 異つにポ リシイに よって 蓮輔 され、経営さ れ るo 之によって騒院 l二附風す

る各種の特種機隣 そ要 す るもの もあ る。皆院建築程多種多様の ものは ないと思 ふ。

この複雑な内容 、組織 lこ合致す るf こめには佃 k のl諸院建築は夫 k 異 なつに方針の下 i二、

3 3  x  



{問 k の研究を必要 とす るのであって普週一般的な計霊上の方式を樹立することは極めて困

難であ る。ー診察室の問題に就 て言つで も皆川の専門のヤ リ方に よってその配置なり 、設

備なり 、他の諸室 との捌係等は夫 k 異つ7こものが多し、 o 1ごから一人の皆川iの要求 に緩めて

よく合致し7こ診察室 、手術室等の配置 、設備 も、 ぞの要求が一瞥rrrl iの例人的要求 に合致 し

て ゐ れ ばゐる程 Ｎそ のにめ に却 って他の皆川 に は 不ｻ更 であり 、 勝手逗ひの非主 ｉ Ｆｾ 受げねば

ならな いこともあ る。之は一つの部局 に就ても、 一金問¥? 1 院に就ても同じであ る。

之等に共通の普遍的な、標準的なものを規定するといふこ とはイI! Ll( ま難な事である と思

ふ3 何の建築でもこ のW.1ま同じか もしれないが、 随院に於て は特に難しい様に思はれる。

以下述べる土ころのものは 、7ごから異つ1=種 々相の 中から極め て少数の普通的な ものを

断片的にピックアップする に過ぎ ないことを了とせられにし、。

一概に臨院主 いつでも之を大別すれば

1. 一般陸院、

2. 専門分科開院、

3.  特 殊曹院( 精神病 、停染病等)

4.  特殊療養院( キl; 接 、摘病等)

5.  養老院、

6. 産院、乳児院、保護院、

其他分類すればきりがないが 、主 として一般皆院に就 ての記述は他の瞥院に針して その

必要の程度こそ異にこそすれ . 大関閥れ得る と思ふ。

2  醤院建築の内容

近代間接の進歩は目畏 ましし、。そして主主 々進歩の歩度 を速めつ〉ある。之を森れ る建築

は同様に進歩せねば な らなし、。背の陸院の建物は全部卒家建の所謂ハヴイリオン 、タイプ

( Pa  vili on  t ype 一一伽1. 1<に調立 し仁分病煉を渡廊下で辿緋せ る型式) で、大部分は木造の

バラック 風に 建てら れに とい ふ。之は呉つ?二病疾の患者は夫 k 別棟に I炊容 し、 病毒の停賂

を防ぐ の に は 唯各患者 ￭ｾ 隔離するより 外に方法がな かっ ｔ こ翁で 、 ｅ つ数年を経 Ｗ こ建物 は大

11之を焼 き掛; って消毒を し?こ 主い ふことである。 l謹思の進歩によって. 特 に細菌に闘する

研究の 葉遣 によってこ うゅう 幼稚な 方法は一越 して、 病毒の 体播ｾ防 ｩ ＼ＺＱ こめ に建物を別棟

に分割する必要はな くなれ ー建 防内 に集合的 に各種の機闘が各 k その最 も利i更な位置を

r"iめ 、 その機能を最高度に登輝する様になって来? このである。そして今日の一般皆院建築

は特殊の ものを除き大部分所謂プロック 、タイプ ( Bl ock t ype - 例型多居式) となっ1=

のである が 、之には建築材科 、構造、施工法の進歩 . 昇降機の瑳達等近代建築技術上の可

能性の抜大が興って力める こと はし、ふまでもないところである。かく して建物は随院建築

として最 も必要なる耐援耐火的 とな れ す べ ての機能は近代皆感・冶療上 の 要 求 に よ れ 最

x  3 4  
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第 Z 薗 ウィー y 市病段 、' 結核病院

も能率的な施設を得る様になり、

一方7k卒距離の短縮は能率を上げ

敷地の縮小と同時に建築費、機械

的諸設備の経消化となれ管制卜‘

叉利黙が多〈なつに。之が近伏時

院建築の一般相である。そして皆

様卜. の張逮は各々潤立の専門方而

に微に入札細を分: ち、研究施設

は益 k 蛾大され 、一方社合的施設

としての内容は益 k 複 雑 化に向

ひ、経営上、管理上そ の加織は叉愈々科取，的精符さをカ11へ 、而も 各々その機能を最高度に

能率化せんとするのが近代皆院建築の傾向であしその中に多衆の集閥的生活力: 何等の停

滞なし秩序を以て維持されねばならないのである。あらゆるものが科態的疋確さ と総符

さを以て廃現され、各種の機能は最短時間を以て最も能率よ〈稜揮されなければならなし、。

建築計撃の聡から云ってF寺院建築はその内容に於て多〈の建築の中で、その機鮮の最も

複雑多段なるもの〉 一つでめるといふことができる。住t肢を失った多〈の人 k が同様に家

庭を離れてー建物内に集間生活を管むことに於てはそれは一つのホテル建築である わ肉閥

的精利i的に傷い 1: 人k にとってその健康の同復を約取・するものは精 lfrrr l的爽快である、見る

もの ｉ ｉｾ くものに精耐 ｉＱ Ｑ 的所カを興へることの必要のみならす｜特郡の慰安娯紫設備が亦必昼さ

である。外来の診察 l二多〈の人 が々来集して 1-1' ，入 r) ーする黒li' 主一利ーのデノミー トであり、各種

の病疾に針 して科善事者 1: る関r : lli が夫 k 専門の紗断 、治111. 叉は手術を行ふ黙は一椅の工場で

ある。

更に持皐の研; 究 }j(!i 設としてラホ‘ ラ トリー が必要でめ 1). ;r; -乱品! ? 産婆等の養成所ーとしては

早校の講' 草' が必す附随ーしてくる。事務乃至管翌日の黙からぷへば之は一つの大 きな杭曾集圏

であり . そこにはあらゆる遁信設備、交通設備は勿論、郵便局. 賀町. 食常 . 娯楽場、舎

営等合含む有機関である。時塁手L校附属時院であれば早生のにめには者将校であ 1) 、数脅所で

ある。市井の時師にとっては専門時術の再教育所ともなり、公衆衛生の指導中心でもある。

戎者は この中にココの聾を製げ、 z究者はこの中に臨終の枕を横へる。それは人生の縮闘で

あれ枇合のパノラ? でもある。一片のメスによって郁j かれる手術は瞬時の飴俗も許され

ぬ事もあり、傷いに心の安息は春秋幾星和を ｦ ｬｊｾ影淋しく詮ることもある、あらゆる生活の

種々相がこの中に 篠ら れてゐるのである o fL をその環境を異にレ心境を異にする彩しし、若手

れの人々を収容し、夫々の悲喜: 愁紫の生前を{ _ Q 容し迭迎するこの建築は、その一面に於ては

似 1ill -せさ' る冷酷さ. 般市さを 、叉科要事的頼もしさを持しつ h 一雨に於てはやさしき愛撫 .

懇 ｊ ちなる 慰安、 ，ｻｪＧ ｩ 昼寝の笑顔を 見せ つ〉 、 時と庭に ｍｆ Ｚ じ Ｎ 人に肱 じてその相貌ｾ普陸軍 にも 使

x  3 6  



ひ分りねばならない黙に於て、まことにこ

れ梓多様的な複雑な表情内容をその機能上

窓匠計' i l _t : に要求せられる建築は外にない

と思はれる。

近代の科感文明とその産ー業中心機構、者11

市の人口 集中 と生活の不安化ば文明の装首[

に於て人の生活を主主々全; i t ! せしめっし心

身の不健康を助長せしめつ〉あると L、ふ も

過言ではあるまし 、。 そして人間の生活は抗

ｫ ￯ 仕合的集ｼ当 ｬ 的となりつ〉 、 調 り ＱＱ 同人の仏 ｾ

康の可否は ｻＱｾＱ 人に Ｑｉ てまらす、 ｨ ｴｦＺ合 一般 の健

否に従って枇合 金 問の活動力に重大な ｾＭＪ ｬ 係 第 3 圏 ロ ス ア Y ゼ )1- ^  ¥ サ マ リタ γE普段 百貨悩l

{ t > 有するに至りつ〉

あることは質言を侠

にない。そこに' . ? ] f 擦

の祉舎化、 大衆の健

康運動が叫ばれつ、

ある今臼、! 法院建築

の設立経営は祉合的

問家的事業であれ

使命であるとの聾さ

へ聞えつ〉ある。皆

院建築はもっとも っ

と建設 され . 大裁的

にもっともっと利用

同 1-- 半 面l回|

されねばならないと思ふ。試みにある地方又は都合の人円に針する病床数の闘係を調べて

見る色、 ( 近藤十郎氏講演による)

一般的 lこ M .…・・人口 1000 人に劃する死亡率 、

とすれば

P … … 死 亡 i 人に劃す る忠? j - 数、

S … … j占者 1 人の平均躍病 1:1 ｾ攻 、

R .…・・ 総出. 者数と入|児山.者数 との上七 .  

.11 … … 人 11 1UOO人に劃して必要なる病床数、

K … … 病床 1 Iこ劃する人口敏.

3 7  x  
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B  =  M P S押 36fi

K  =  1000f B.  

λｾ＠ 365 x  1000  

MP S R  

この 中 M =  20.3 ( 大i E 14 年我闘の統計)

P  =  34 (ウ イン のベツテンコ ーへル氏による)

S  =  20 ( 向上)

R  =  0.1 ( 紐育市の調10 と似定、

'食際に於てこの数値を そのま〉営てi絞めるのは 少し筒L告たかも しれな い、殊 に R は民衆

の文化程度 により 著 し〈 異って〈る から一概に決定で きない が大略の見営 を同して みると

B  =  20. 3 x 34 x 20 x O. 1+365=3.78 

K  =  1000+3.  7B =  264 

即ち約 264 人に劃 してー病! 択を必要 とする紡巣に なる。

大疋 14 年の統計に よる と日 本金問の病床教は 106，fl(j6 にして 、蛍時の全人口 59，73o; 82; !

人に割営てれば病床 1 に針 して人 n 5gB となる。大時の算出ではあるが前の 264 に比すれ

ばまピ日本の瞥ｼ涜設備は未 ｴ ＺＺ 未 ｴ ｾ Ｇ 足らないものであることが判る。 ＵＸＸ は卒均敷で あ るが

之を地方別にす ると病床の多いところで人円 3UO- 40U 人に謝して i 病床、少ないところ

では 1800ー1900 人に 劃 して I 病床しかないといふ数字になる。

3.  卒面計霊

一般陸院建築に於げる主要件部局 を列記すれば

1， 事務室 . 管理室、

2， ｾ終局 Ｎ 調fIl J室 、

3， 各科 外 *診祭室、

4， 各科入院病室、別に 体染病室等 、

日， 各科手術室 、産宣等.

H， 共通治療室、 レント ゲン宣告事、

7， 研究室. 誹堂等、

8， 炊事場.

洗濯場.

10， 汚物庭理場.

11 ， 汽健室 、機悦室 、製氷室等.

12， 食堂. 慰安設備等、

13， 
民障室、

11， 看護婦寄宿舎、



第 4 歯 医 院 各都 匂蓮 ，待烹純 国

J昔投世帯寄務令

一 ⑧一一

立D 互王E二工豆

その 中各科とは内科 . 外科、整形外科 、小児科 、婦人科 、産科、耳鼻咽喉科、眼科、皮

! 内科、泌尿器科 、精紳科 、歯科 、等で瞥院の規棋及その性質によって取捨ある可 きは言ふ

までもなし 、。各手術室等は各分科に一つ叉は二つ宛を要する外、外科では外来診察室にも

附属 して ゐる場合がある。レントゲン室も各分科に分れに場合もあり 、中央レン トゲンてー

ヲ財盈的施設をする場合もある。研究室、講堂 も同様に大規模の一般趨院では各分科に夫 k

猫立しに研究室 、質験室 、動物flii J育室、講議室主? 有する ものもある 。一般皆院は夫 k 大な

り小なり上 記の各部局ｾ備へ て ゐるが 、 各 分 科治療室の内部 に 於 ても大 開 上 記の 各部 をノ ｪ 、

規模にして夫 k の各室主? 必要 とする と見てよい。

卒 面計査に蛍つて は調立各部局の性質を究め て、 相互の闘係から 、各機能を充分に宮崎(

する 様全開を整然 とした系統の下に配置せなけ ればならな い0 ・各部局間相互の機能的関係

を動線 を以て示せば大韓第 4 闘の様になる。 圏中位置の遠近が問題ではな し 結ぶ線の闘

係が主である。

3 9  x  



ｾＵ 薗 モ〉トリアル・ロヤ ノレピク トリアE普段

各部局の詳細に就て

は説明を省略する t し

て、精神科の病室は他

の病室 と多少隔離 した

位置が望ま し し 特に

患者慰安、運動等のた

めの保養園の設備が慾

しいも のである。共通

治療室は電気治療室 .

物理脱法室、 7k治療法

室、機械情正室、 運動矯正室 . 泥浴室 、砂浴室、共他を総憎しにも ので各分科より共通に

之を使用する様、利便の位置に配置せねばならなし、。各部局相互間の親疎の程度により交

通辿絡の利便は元よりであるが、各種頼の配給闘係、特に炊事場、配膳室から及薬局から

各病室へ食事並に薬品の配給は最 も考慮せねばならなし、。炊事場は一つの工場 主考へれば

よい. 倉庫から各炊事室へ、各器具の整備とその配11答の闘係 、配給から食器並に残菜の集

散並に治志、牧納に至る動線I #J係は特に注意を要するのみならす. 出来得ればその配給の

通路は普通の一般山下を避げて別途の通路が望ましし、ものである。特に炊事場、抗濯場.

汚物底辺11場 、各戸[鱒及機械室等は敷地の闘係上出来れば別棟として、 病室 、診療室等から

隔離 しに位置を選ぴ、交通路は地下迫叉は地上にでも別イ1Mの渡脚下が必要である。屍開の

漣搬も亦同様、病室等から眺められない位置に於て底分したいものである。

今日の各種の大騒院建築はこうゅう意味に於て県なるプ ロック、タイプとせする ゾ ロッ ク

タイプを以て数棟を集合し、多肘のパピリオン、タイプとブロック 、タイプ主の混合し? こ

形式が多いのは各部局の配置、相万: の機能上の必然か ら; 1 < : てゐるものであるこ とが領カ・れ

るのである。

入院の 1 病床に針して全開の建物の面積が大| 時推定 し得ら れれば計葺上利便である 。国

より ｊ Ｎｩｾ院の性質設備の如何 に よっ て 大なる相違のあることは勿論である が、 統計 上の大時

の見常念出して見る t 各外米診察室、石ー護婦寄宿舎共他一切を包含して 100 J 'J 至 150 平方

米と いよ、のは少し蹟い方 で、高股建築になる e 50 - 80 平方米内外主なってゐる。向 1 f!'''i 

jぷに 射する病棟の I面積は 20- 30 卒方米、病室のI師肢はそのメ として約 10- 15 L j i 方米が

大憾の見蛍である。残り の メは更にそのメヵ qJj li 下、 メ ヵ: 附属諸室 と見て差支へなし 、。

J. i i } ' 院建築と しては計聾に営って衛生第ーである事は申すまでもなく 、平副計肇 に於て は

方位、採光、通! 瓜等の献を充分考慮すべきである。フロック 、タ イプの卒商を採る場合は

可成り採光の黙 に不備が伴ひ易い. 出来る限り病棟聞の距離は特に病室に於て高きの 1 1高

字以上、少 t とも高さにけのも のが必要である 。叉通風、換気、採光の貼からクローズ‘ し

x  4 0  



Tこl p : 耐ーは避りて、少〈とも一方を? 開

11放ち にい ものである。即ち第 6 岡

に示す如きである。尤もクロ ーズせ

ない型は交通連絡上多少の不便t ' 来

すこ とがあるが、之は配置上の工夫

を以て楠ふことが悶院建築に於ては

日 ｴｲｾ 二〈

日日ｾｾ
特に必要である。高止むを得十クロ 第 6 圏

ーズタイフ. t ' 採る時は下部の一面堂開げ放ち少 しでも通風を よ〈することが正しし、。

尤も以上は主として都市に於りる集合的皆院建築に闘してであるが、郊外又は山間等に

建てられる療養所、養老院な どは低居のパピ リオン ・タイプを採用 しに方が その目的に合

致するであろう 。

4. 意 匠 計 壷

醤院建築は元来その護生上の嗣係から守院建築に特殊の繋がりをもってゐる fこめか. よ

〈之を :t って数合風の細部が佐 川こして見 られ るが、少くとも 今後の臨院建築には、特

殊のものを除いて、金〈その必要はなし、。外観は叉過去の所謂洋風建築式に捉へられるこ

とも考へものであると思ふ。今日の腎院なる劃象は全〈近代の新しい産物であり. その機

能力; 最高度に登輝され. 合目的的 に蓮輔されることを先づ要求され るところ の有機組織

である。

ぞこには近代科書降の産物がその震園祭 l二階す理智的な簡素 、明朗さの気分が第一に望ま

しいと思ふ。しかしそこに建築家的 33 失与をこらして無理な外観上の形態を会予十上げ

ることはよろし〈な L 、。闘商の上で最小限度につりに皐なる装飾的工夫も. 出来上ってか

ら告余計なものであ っ? こことに気が付〈ロす ぺて機能上の必然か らきに無理のな い、 素直な

形態、清楚、簡潔きが皇室 ましし、口然もその中に偽情趣ある ー沫の温かさが欲しいものでめ

る。 それは色によっ

て、形によって出来

得ペ〈んば傷ける心

の慰安 と休息の温い

t1T.yとしての祭分が骨

院にほしいと思ふ。

その意味に於て病室

などは住宅の延長 と

して近令き易い親し

ムの気持ち 縦れにも

第 7 圃 ペ ノι γ 市 ロ リ 欝 院

41 x  



のがめってよい。

近代の 盤院建築は大部分 ＱＺＺｾ Ｇ 仕叉は 餓 筋コンク リｻト

迭を以て建築されるが、衛生的に見てコンクリート金

主な る構造材料とした建物の場合 、夏の防暑、温風、

防i然、- 音響等には特にその市111音sの構造に出m，L.、の・注意が

欲 しし 、と 思ふ。而も病院建築は一般に祉曾施設的建築

であり 、叉非生産的なものであるためか 、組": /<'に して

Tli チIc一般 に建てられるものは、飴協な く極度に建築貨

を切りつめられ . 充分な地設の出来ない ことが起りめ

いのは遺憾である が、この黙は一般の騎院建築のレ ベ

ルを ｾ ｉ き上 げ るにめにー唐 の ｦ ｻｪ意が必 要と思ふ ｯ 窓は
.  r.- ....... ｾ・園田司阻 ｲ ａ 圃 園田園 田 踊ＮＮＰＺＱ

第 8 困 ド ν ス デ y 小見| 淀病棟 充分に大きし採光をよくし 、非衛生的な 11昔い部分は

4 2  

主主げ ること 、但しこの時互の所間カツキが俳ひ易い 、/J 、窓を採用する場合には換気に充分

の沌意を要する 。各窓の上部に遡営な庇をつり ることはよいと思ふ。夏は日光の直射が世

に首らぬ様に 、雨露が直接ガラスを打1: ぬ様に . 外部と室内との中間地帯として縁側風の

効果があ って よ し そ の 上は叉露誌 として使用出来る 。

時院建築には各階 を通じて各種の配管が非常に多〈なるのが常であるから計霊 に営つ て

は此等の1 - 1 : 末を汲め充分に考慮する必要がある 、各所に配管用のパイプホール . シャフト

などを配置するこ 色、7 k 卒配管と 他の諸施設との聞係等充分 に計 需を紳; って世 〈ことが肝

要である コ

5 病 室

病室は外来診察室 と共に開院建築の中核をなす重要部令である。病室は診察室、手術室

治療室友研究室等との連絡、各種配給の便宜 を考慮 し、 E つ通風、採光等に最 も良好なる

位世を占め . :1:、者の慰安 と快適を主眼として配置すべきであ って、尚之れに附屈の入口 は

他の部分とは )}I J注 に出入し得る桜にな れば申分ない。

我問に於げる病室のｾ分は臨床各分科 によって分 りられ 、 更 に 数種の階級 に 分げられる

のが普通である外、特に 薫1Ir=.叉は隔離を要するも の' > 1: めに別に. f f I _ 満室を要する。この賓

症、隔離の ための単調室は z ユーヨー クの調斉によれば大n豊平均

般 内 科 13. 5，% 

同 外 科 10.8  I! 

産 婦 人 科 25. 0 l '  

精 示rl' 科 31. 0  11 

の害IJ 合であ ると 報背 されて ゐる。



隔離の Tこめの原翻病室は別

として. 我問に於ては Ifl . 潤病

室を欲する者が比較的多い fこ

めに相官多数の箪m安を設げ

ねばならないのが一般の傾向

第 9 圏 ペ ノ'/，. : y ホ 乳 児 院

Erdgeschos 1  :  4 0 0  Querschni tt  

である。最近諸外闘に於ても I臨時この傾向を辿りつ〉あって、一病室にJ j X 容病床数は次第

に減少し、 30床 . 20床 . 更 lこ18床 、16床となり. 更にこの16床を 4 床づ〉アルコ ープにて

分割する のが よいといふ様 に. 犬病室 に数十床を牧容する往時のやり方はー饗しつ〉ある。

治療 J: 、清認;婦の作業上、汚物庭理その他の閥係から病床を一つのグル ープに分けて配

置する方法は、之を病床単位 t 名付けて. 30床乃至24床を最も経済的な' 411立主見てゐ? この

であるが、最近殺闘の賭院 に見らる〉各分科 、各階級等に分割し、更に建物の形封犬、室の

配置等の複雑な関係から、 1i 1なる病床. 1すを基準として害1) 出されたものは極めて少ない。

その 1: めに附届諸室のl倒係、 治的設備其他 lこ主主 k 規準的なものを定めることが難し〈なっ

てう1<: 1: 。

軍調病室 Pri vat e rm. の大きは有効床面積最小 9sq. m から最大 15s q. m あればよい、

普通 2.8 x 3. 6  m が最小で. 2目8 x4. 5 m. 叉は 3.6 x  3.6 m ｾ手頃とし 、 ＳＮＶ x  4. 5 m あれば

充分後俗のある大きである白主主の樟積は 28. 3 c ub. m 以上 . 34 乃至 42 c ub. m ｾ望ましい

標準としてゐるから 、天井高は之れから定めると極めて低 〈てすむが、先づ 3 m以上 3.3

m 似はほしいものである、特に 高 〈する必要はない。 室の鰐績は 2 人を牧容の場合は l 人

iこ付て 22. 7- 28. 3 c ub.m 密接! 準主して考へればよいから、普通の軍調病室の場合でも非

常時には 2 人を牧容し得る様に計型: して置 〈ことも必要と思ふ。叉小児に封しては以上の

数値を幾分減じてもよし、。現在我闘の病院取締規則 iこ規定されてゐるものは前記の数字よ

り遁かに ノj 、きいものである。

共同病室 Wa r d の大きは前記に準じて誼宜に決定し得るが. 2 床乃至 4 床程度のものは

よいとして大関 8 床乃至 10) .末以上の場合は昔のパビ リオ ン ・タイ プ式の南側に窓を開げて

4 3  x  



第 10 園 A ピ ツ ツ プ ル グ E普段 l 階 Zji 而加i 大牛 i土入口 、玄関、事務所得で rLj めてゐる

第 10 園 B 同 2 階卒而1; ，司 ク ト Ｔ ミ診療術 、 試験策 、 其他共 ｪ 泊純正ｾ 乃 階

x  4 4  



第 111罰A ピ ッツ プ ;. ｾ・ ｾｮｾ Ｕ ・ Ｖ 階ＲｪｩＮ， ￼ ｩｬ ｩＢ ｪ 2- 18 J，'i床 心作#，'j'=京/え l>f，J，I毘;f; で111 め られ て ん @

仁コ

Eコ

第 " 園 B 悶 Ｙ 階 よ ｾ 13階まで各車剣病手: を配置す

雨側に病床を配置し中間廊下式とするがよし、。こ の場合建物のスパンが共催室の巾となる

のであっ て、その巾r t ' 8 m とすれば. 壁より 0. 9 m 離れて長き1 . 8 m の病! 択を両側に置

くと、中間の通路は rtJ 2. 60 m となり. 辛ふじて j出系: 専 を阿縛することができる 3 普通 8

m は最小限度で. ! J m は欲しい . 多/レの徐怖をみて 1U m あれば定分の大きである。

共同病室の中で児に各病床一つ宛. 又は三 ノ) Ｚ，，Ｇ ｉｩ ， 有 ｾｾＡ ＼ ￟ｬ 、スク ｉｊ ンで仕切ることが今日よ〈

行はれてゐる。

病床の間隔は病床の大きを約 0. 9 m x  1. 80  m として最小限度 1. UO m 以上は要る. 騒印li

の診察等の作業に要するスペ ースを考へるしその側は1 . 20 m は要る、 2 床の場合は之

を左右雨床の共通 スペースとしてよい。即 ち多少のi徐怖 をみて i 床宛仕切る場合は最小限

度 2. 20 m 以上、 2 床宛仕切る : 場合は 3. 50 . J ; J . 、上は要る。

"45
X  
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第 13 圏 B

共同病室の場合は特に患者の慰安 、空気浴等の

矯 めにその一隅に露華叉は日光浴室 などを設け る

こと が出来ればよ い。 草燭病室の場合も同援であ

る。

古iJ述の単調病室は普通一般の もの で、 我閣の大

抵の例は之を乙宮、共同病室 を丙手! といふ様に階

第 12 園 甲乙 総'辛各術家ヰ王国 li，'，iJ の 一例 級を試り てゐる、こ の外 に特日 IJ の室副償 、調度.

設備等 を設 げた車猫病室 を申 室 れ、 ふ階級 に阪分 してゐる 。

病棟 の配置は我園では大開東西に 長 し 南幽. に叉は南こIt 雨刷ーに開 liXの:害、列 を? 受け にωか

よい様である . 病棟の廊下は成可〈片側廊下 とする に如〈はな いが、 1t:. むを得- t . 雨側室の

中央邸下 となる場合が多い。何れの場合 も病室の廊下に 面す る壁画は充分に窓を聞き 、通

風 に供する こと、 叉出入口附近には小窓 口を設 ける t 使利であ る。病室は通常食器 、便器、

バケツ 、足並芥な ど雑物が生じ易いから此等を不潔に散乱 しない様 、出入口附近に 多少の除

スf4 6



ＱＱ 千 の スペ ー スがあるとよし、。所泊 ｾ ｬ ｪｉ 入

や戸側もぜモク の巣加になり易いから

あまり大きなものは考へものである .

すべて小部分で・ちクロ ーズし1: もの〉

出合l Hこ時には必十換策口を開げてお〈

事が肝要であるの外壁の窓の下にも悦

気 口を設り床上の通風を付るがよ L 、。

病者への出入口は広三与: 車の 1-1'，入 のTこめ

に1 . 00 m 以上は要る。 - -，fXの片開き

とする場合もある が 、むしろ七三の雨

聞きとし? こ方がよい様に思ふ。扉はパ

ネル、モルデイング等のないフラツシ

ドアを 'n[ とする。待問は出張共他の輸

送車の 1: めに jぷ上に突起するのはし、げ

ない、 ｊｾ ミ ｬ 白ーと凶 ｩ ー でよいと JE、ふ 3 この

時扉下の空隙から不快なドラフトが入

ることは あ るが 、 さまで気 にする 梓. の

ことはない様で ある、 反日下 も共 通 に暖

房を するから。

病室附近は. 手術室 、治療室共他の

部 分 も同様に、 JI話芸其他の輸送車が壁

又は出入口枠. 額像等に摺れて傷をつ

け易い ためその高さの一部 分を金物又

は丈夫な 材料で保護してお〈注意は j [

しい。

病室及廊下共一般にモルデイングや

:汚: 木 、111 木等の突 起 . 咲のつき易し、小

孔、斜泊j などを避け 、すべて 11¥* る映

りソラ ッシユ となす可きである 。各人

胸部は丸出をとっておべ 、特にほ l色j と

IIJ 木部主の入隅は大丸商主? とるか、隅

切り とするこ とが必要である 。 これは

木製彫込 もの . 部 j享の金属板などを持

人 しfこり. リノ リウムl凶込みなど もあ

，Ｔ Ｂ， Ｈｬｾ ｴＭｓ＠ ｗ ｦ ｬｄｦｾ＠ U  f /t4 ，11i 
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るが、 j米の壁際の一部と巾木部をテラゾー砂f，I-Hしとしても i. ，i J 躍に終世を得る。 IH入 11の部

は更に額縁や、戸賞りの突起を ｊ 米自ーまで延長することなく、 ｪ 未 ｬ 自Ｈから ＲＰｾｩｬｕ ｃ ｉ 首位 のおｾ

で 1トめて、床の丸商を入口の抱きから室内へと通じてお〈とよい、宣伝内外で仕上の異なる

; 場合 にもその部分はフラッ シユで繋がれて ゆ 〈が宜 しL、。

宗内の 仕上は成可〈スムースに Ｎ ｩｉＮつ簡ｩｐ Ｎー な消毒仰は出来る様Ｎ ｾふべ きで あ る ｯ * の!除

制目などは用ひぬがよく、腰はモルタ J]... にペンキ塗、上部は天井共フ・ラスタ { に7k続性の

塗料仕上など がよい 防音の ためにテックスなどを使用する も必 〈はな いが. 目地や表l創

の凹突が不潔 にならぬ様 、濫用 は瀧 〈可きである 。床材料が一訴難物である、リノリウム

が一帯ょいと思はれるが. 手入を上手に後程注意しないと永持ちしない例が多い. コムポ

ジシヨ ンフロ アも夫々の 長短があ る、木製は竪木を? 用ひて縫子 i : ' 充分早野に すればよいが、

同地や|出聞が生じ易〈不術生 に陥り易い . 体染病室などの泊ぷ第一の室ではテラゾ ー もよ

いが硬くて足閥りが必し、。リノリウム の類か . ラパ ータイル、木製などがまづ不難かと j t

はれる、要は皆院の性質、方針等によって撰揮するより外はなし、。特殊の室では磯品にu

きれない材料といふ事も 考慮すべき であ る。

室内の色彩は純白を避けて多少着色しにものがほしい. ＱＱ 民に ｾ Ｉ ｊ｛ｾ与を感じ させない 様 、治

活 い?こ 、爽快味のある 中間色を撰ぶ ことである 。

病室の)1( ¥明は一般 .I!H明として天井又は壁陶ーに間後般を設げ . 別に ! . ! ; ¥者の枕頭に局tir¥!!(( 1リj

ｩＺＧ 備へ る 口天井燈 、 特 に直 接燈は患者のＱｉｬｾに肢 向 ￭ ｩＺＧ生じ 禁物である 。 その外 に庭 置期の燈

百五;1_ 扇風機などの コンセントをllit 付 ける o 廊ー下の電燈は深夜這断念低下して光度を暗〈す

るか、叉は巾木の上端溢に脚燈を接世するか一一之は病室内にもあれば妙であ るーーの設

備が必要である。

共 他 看護婦呼出装置 、忠 者信蹴装置Ｎ電鈴 Ｎ ラヂォ聴取器用配約 ｩ￭ｾ 、 管理 側としては ｬ 謹 ｲＺ ｩｬｩ

信蹴装置等の施設あれば申分ない。

格日絡夜使用する病室の媛房は他の事務室 と異なり、極 k の結で温水式 とするがよいと

思はれる. 但しこの場合他に蒸気を使用す る部分も必十必姿であ るから二重叉は三重の配

管をするこ とを畳悟せねばならない. 尤も全極陸院の給蒸 . 給湯は部分 によって使用i J X 態

が典な るにめ敢部 分に分削 して配給する方が 経常貨の型 ｬｩ で利便であるから 、 ｈＧ ， う ｾ得れば別 ｬ

i主υ) 向日管を以て淑ノk 式と する がよし、。 ラヂエ ーターは持活りをも って暗掛けとし J 和白l に

込台下さなし、。 病室には単猟の場 合. ｾ ｉ ｩ 日宛批由ー絡を設備するＮ淡吐 付き が よい い モ ω 外 ｉ ｾ＠

廊下康問等の要所に水苓務 、12E吐器の設備が必要である 、何でもそうで あ るが噴水式水容

絡は特に 7kIMi:' 一定に保つ様タンク共他の設備 を要する 。イ|川々 の病室に浴室を設りる こと

は理想、であるが、創設費、経常費の膨脹を考慮せねばならなし、。
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備付げの家具は病床の外に築主主去、小卓子. 椅子、時には長精子等である。我園の習慣

として込者の家族が附添ふ場合が多いから . 長椅子 を?折昼み式 として夜間附添人の臨益栄



用とするのが便利である。甲階級の病宗で は刷室を設けることがある . 一段高〈して盤敷

き又はコJ l . ク敷に上敷を敷くのが一般に撒迎される様である。附添人の仕末は我閣の陣院

では充分考へて世かねばならない一つの問題である。建築に闘係のない ことではあるが 、

ｬ 境内を崎県にし 、 不潔にし、器物ｾ損傷し、秩序を筒 ｌ し、堅苦擦の邪魔をするのは大部分室長

旅的附添人であると言つでも過言 でない . 附添ふその事はよいが附帯 して色 k の故障が起

り易し、。今日英断的に重 ｾￚｾ 患者以外の附添人は夜間宿泊せしめないところもあり 、 之 に 代

ふる に院外から附添看護婦を入れきすことを考へてゐるところもある、この場合は附添若

TItl 婦のための休息所. 食堂、附添人用の炊事室、おU1l 場などを設りることも必要となって

くる。何れにしろ附添人の問題は今後向経管管理上から考慮す べ き駄が多 0 :をされてゐる

様である。

病僚に 附属の諸 俸 としては、忠者用としては洗商所 Ｎ 便所、浴室、氷剖妥ｾＮ簡単な炊事

常、洗ー擢室などで、サ { ピス用としては持員室、看護婦主主( 作業安) 、配膳室 ‘ { 更探置場、

険有室、汚室、倉庫等である。此等のサ ーピスクオ { ター と病室との蹴係は、病練配置の

中棋をなすもので之が使不便は全開に影響してＮ其能ｾｾ左右するものであれ叉 皆院の

管到上、陸療 J 各 k 異つ? こ事情により持殊の機能を要求せられる場合が多し伺 k に就て

充令の研究が必要で- ある 。即もこのサ ーピスクオ{ ターを病棟の一部に集中してその雨側

叉は片側に病空去を配するもよし J患者用の都営一端に . 他の部分を病室を隔て〉 他端に配

しでもよ い、 この時病棟の大小により異なるが汚物室、徐被室等は患者用の側に一群とし

て遡抗の作.置を占めてもよい。各室の機能と、作業能率の上から 、叉各種配管、配棋の系統

上から最も fi!I J' t : . F l . つ経情的な配置を工夫す可きである。患者叉は附孫入力; 病室部以外の手

術宅、研賓室長等に狭り lこ近接しな 第 15 圃

い様配置上の注意も必要である 。

我岡の騎院で特に注意すべき事

は汚物、屑、鹿芥等の跡仕末であ

る、ぞれは各瞥院の例を聞くにー

床営りに就て何れも議想以上の多

景の汚物や屑に悩まされてゐるか

らである。諸外闘の設備をそのま

〉流用 し1: のでは必十失敗する。

更に従来の習慣と して放の恥はか

き捨て式 . 汚ないもの には荒をし

ろ式で底分せられるこ とが第一の

痛手である。各排除管類は一時に

多最ものが入らない様にして置い

49 x  
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第 16 園 京大聖書11i 隔離州合 l 附入口附近卒宙開

第 17 圏 京都帝 国大暴11付属際! 淀陥雌州合廊下側[ 1 i ・
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て . E l つ充分 に通 し得る fごりの大 きと 設

備を? 俄へることである 、向有n助として汚

物類の森総を準備して置〈こ とも 必要で

める o fl!! JiJ[ にはパ イプスペ ース、ベン ト

シャ フト 、掃除道具置場等充分i徐裕を以

て接備さし、汚物室には使持棚 . 汚水流

し、汚物シユ { ト、 f必然洗滋消ヲ在日持 、手

洗流し等向れも 告余裕ある場所に喜整然 と配

備されるこ とが必要である。各パイピ ン

グ.ト ラップ 、一時tmり場主宰は何 れも充分

のスペ ースを取って置 〈こ と 二震の設

備をして切り換へ得る様にするのもー }J

法である。 汚物の底分は普通流動物と問

M物と に分つ装置を施 して 、前者は 呼化

u. 



? 内議開へ . 後者は焼却するがよい n

れ2佐共常に不潔にな り. M< 、不快な臭気自? 設し易 い力、 ら、iJli刊菜 、消毒等を阻;n寺に行ひ作

る椋に考慮する外、換寄託筒による自然換気 、/"1 11予| それば機械的 .決策装置を設へ る とよ し、 。

普通病棟では各併ともさ まで鑓りはな いが. Ｑｾｾ 染病被で は室 の 配置に清潔不慌の区分公

明確にして 創n菌¢体擦に備へねばならない、即ち入院入r I は退院出円並に外米者の 出入 11

とは別途に切 離 し、 情不潔の境界には 一つの蹴}W{ f 設りて職員以外の 出入に 注意せねばな

らない. 第 1 6闘の刷所は中央に ( 丸印 ) 何時相を設りて清より不潔に入 る場令は自由 に動

〈が逝 l二不潔から清潔に出 る場合は若託L婦室 にある電策室1 I { f 押さないと悶帥しな い僚にな

ってゐる . 即ち l判る場令は者硯者に 省: へて要すれば治I : I / { f 受り なりれば tl1 られない諜で

ある。この外に/ 1 11 口として退院患者更衣、i谷去などの通路がある 、闘 によ って判断を? を乞

ふ。

病室内に於ても亦入院中の忠、者 が他 の忠者の病気 に感染する の を防ぐ 1=fb に各百[ の隔離

法を施さねばならない。之には侮染の必ひめ る も のを特 に 仕 切るか Ｎ 又 は 速 さＧりる か時 ｾ ，

上各極の設がある。 叉侮染病室の汚物庭却に 就 ては各法規にも規定 され. 特に 腕重 な る取

1J. 史ひめ るこ とは申す まで もない。

この外精榊科、結核、共他特殊の病室長は夫 異々っ た施設 を必要 とするが. こ〉にはやl愛

する。

6. 手術室関係

手術室は普通病室に附属するが .

外科なとでは特に外来診察室にも設

りら れこと がある。病室 との連絡は

第ーであるが外来診察室 、レント ゲ

ン室. 研究室等の部分に も連絡が必

要である。しかし叉一面何れの部分

から も隔雑 しに ー ブロ ックを形成 さ

す必要がある。即ち一翼の一端を占

め他の部局と切離す こと がよい、し

かし厳重な消毒 を要しない小手術室

にあってはこの限りでなし適宜の

位置を占めるもよし、。

手術室部に必要 な諸隻は

手 術 室 .

U;li 昨 室 、手術? ?:備安にも営て

第 18 圃
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られる

消 7 5 E F--

時的i手洗室 、消毒室 と殺ね

るこ ともある

ギブス室、

器 械 室、

材 料 室 、

開師更衣室、浴室便所を附

屈せしめる

者 謹 綜 室 、使}iJf を附属せ

しめる

忠者ll 守護袋 、家族仲令室 、

等で 、大手術室の場合は普通

熔急: 的小手術室 を附属せしめ

る。大手術主主には摩市交附属の

骨院の場合は勿論. 一般的に

も犬なり小なり見壊 事 ・ｾ 設り

て概寛さすこと がある 。手 術

室の中 に階段式に枕置 を設げ

る場合、叉ギャラリ ーを設け

て高所から{ 府敵せしめる場合

等 、各分科の手術の要領 によ

って、叉間質せしなる目的に

よって各異なる。何れに して

も観覧者の出入円は手術号dljlJ

とは全然別にしなければな ら

なし、。

各 室 連 絡 闘 係 を 闘にすれ

ば、第 18闘の如〈で ある。

手術室の大 きは鴎師、看護

婦等が手術革の周園で復刻t、

敏速なる而も整然 、的確な活

動を締り、その周聞には各随

器械宮、者器具棚、消毒探京、



争ーｾｾ

. 1 

第 20 圏 = ユ ー ヨ - 11 市 :J "r. J，kl 院手 術 鋭 部

イルリガートル革、手洗V fE し等の営商必要なものにげでも i置く絵地を? とり、更に 壱、部組織

の倹俗、共他の作業の絵地をみると、最小限度 5 mx 6 m位は要る様である。大手術室で

は: 2 ) ぷ乃至 3 床並べて同時叉は )1阪に手術念行ふこともある. この;場合手術事聞の間隔は約

2.8 m 以上として相営大なる室を要する 3 尤も手術の性質によって外科 、師人科な どは厳

重なる大手術を行ふが 、眼科 耳 鼻 咽 喉 科 等 のノ] 、手術室はすっと軒戒してよし、。天井の高

さは最小 3.5 m 位か ら大手術室にな れば 4 m 以上相嘗高〈なる . 之は採光が必十しも ]買

光を妥せ子、最近の傾向は上部側壁からの斜光線{ f とる? こめに . この射角 に臨じて天井高

も定まって〈る. 不必要に高〈する要はない。採光は北光線全迎! 想、とする? こめ相堂大なる

窓面積を北に 向って開りる 、但し近来は 人工! 照明 が進歩する に伴って賓際の手術用の照明

は始んど之に依るぺしとの設もあり、少くとも之を併用する様になっTこから 、天然光棋に

fNする陥i心は徐科蔀らぎつ L ある 包然し完全に人工空気、人工光棋を途らない限り、手術

|待以外の換気の ためにも. ヲピ分窓の開 11 は必要である. 原則として一様不鑓の且つ陰彩の

ない柔かい光線がよい。窓、は何れも二重建具とし中閉じ宰集活を置き. 外部の防昔、温i#h

度の逃逸防止、且つ気密とする。窓は非常に多〈 の面積を 開放する必要はない 、日佐硝子の

清帰上叉中間策暦部の掃除に利便に? ごりはして置きにいものである。叉開政する部分には

防虫網を耳元付げることが必要である。概覧叢との境には大型の厚ガラスを入れて隔離する

方法も近来行はれてゐる。

手術室は清潔第ーである 床面は普通俊質タイル姑 、又はテラゾ ー等の仕上 とし. 壁画

5 3  x  



も相営高さまで同

犠材料叉 lよガラス

板等を貼十J- け、洗

j依. 清姉、泊ぷ.

且つ薬品に泣きれ

ない決怠が姿る.

床面は後り表面j村・

かなものはとる危

険がある。天井は

普通フ. ラスター fl:

第目 21 I軍 ドイ ツ・ ワイ 7 ・9 y ゲ y ｳＮｧ ｩ ｴ ど手術 Ｚ 去と手洗ｾ
上としてゐるが.

時として水で洗機し得られることが望ましい. 部l手の金j鴻板 を集結に貼って ペ ンキ塗等主

しアーチ形に構成すれば妙である。惚度の闘係から時として天井に水摘が凝結 して落下の

危険があるから . 成可〈天井はヴオ ールト形又は傾斜形とし . 時には 壁面に紐l をつげるこ

ともあ る。清潔、衛 生上の貼は病室 に鐙ら ない がそ れ以、上の注窓を要す る。色彩は純白を

避げ反射のない落着し 、?こ 中間色{ t >) I f i ぷ がよし、 . 持に床面ーは施術者の限を疲ら さない様. 51. . .

ｊ 削 ＧＱｾ 等の目立 たない 様 ｬ 惜 し、色 が よい 。Ａ不自 ー は排水の Ｑ こめに相嘗の勾配合附し Ｎ 問問又は一

方 に講を設げ て排水す る. 手術去の 下に各種の吸引抜世の配管、突出物などの袋置な きl時

lま手術基 下 に排水口を設りてもよい。排水は トラップ に故障の生ぜぬ篠特に任意が要る。

手 術用の集中! ! ({，明はその方式 、器具等色々 あるが 、反射鏡{ t > 有する 大形の精巧な無影 燈

{ t > 天井から懸垂するのが最も簡単で、ノj、反射燈数{ 闘を各 方向から 照射さす式もよ〈用ひら

第 22 圏 次 大盤 l従耳鼻咽喉科船主 、手術保内部 れ る。その外局部照明用とし

て特極の スタンド! ! 日明日器具を

安ーす る。手術中伴電に備へる

Ｑｾ め橡備燈 及電師 、の 切換接世

は是非必要である。

x  5 4  

手術室の温度及i絃度は施 術

上長大なる附係がある 1: め .

共 調 整には料仁備へねばな ら

なし、。温f然皮 を充分 に保もつ

、. .El つ絶 えす清 係なる 2主主託

金供給し換策全計 らねばな ら

ないのであるから 、機械的に

洗 紙上! . つ温i熱度調整の人工主



第 23 圏 ライ プ ツイヒ 、 小 ｾ ｾ Ａ徒 計 覧 ｬｩ ヰ ｼ

気{ t > 送るのが最も完全であるが費用の閥係から一般の場合容易でなく、普通はラデエタ ー

を用ひ 、自然換気に依ってゐる。この場合 ラヂエタ ー を! 日蔽するのは よレ カ> 姑息にやる

e . 却って不潔な部分が，'H来易いから 、やるなら徹底的に壁 中に挿入してし まう がよい。

手術家の換気が不充分の場合 Ｎ 各種の ｾ ［Ｚｩ 酔古里のれ ｉＨ 設分子を皆川 ｩ や看護陥が ｬ 呼吸する こ と に

よって . 永年の聞には中毒症; 伏を起し 、心臓を itH ( す る長あ りと[l: f! < 。今後の手術 室 計 量

上最も注産すぺき賠で ある 。

手術室は磐仰にと って戦場であり、 患 者亦生命を托して f6. -険協を初出する。 すべては最

も機敏に正確に最高度に 作業能較を 上げ得 る様 、各部の機能謝係を? 考へて 青器具 、首; 手械類等

の配置を定めねばならない。

大消ぷ健は普通手術室と消毒室ω中間 1: 置 くとよい 、消 d首長の多量の蒸策を放出するに

めに部の上部にフード を設りシャフ トに連絡して排気 せ しめ る、ファン を111ひれば 向 よい 、

何 れ も充分な大さを姿 す る。手洗流 しは前面に大銃 を有し少くとも 4 結! 以上同時に使用し

得る設備が要る 、何れも手に蹴 る〉事な < btW燥し得るもの 1こること。滅菌水 、給 湯等 の 設

備は言 ふまでもなし、。 腕醇室と も!t: J二は手術主主に IFi 十。 鶴自i!i更衣室には又は衣服戸初j を言交

付 、安楽情子{ t > 備へる 、手 術中の緊娠し7二身心全休める ためで ある 。又浴室内 には シャワ

ーが要る 。

応、者の静喪主主も手術後一11守安 l!がせしむるにめの室で 、特に 注芯Lすべきは; 暖房である。手

術室の蒸し送ーい '-IJ カ' ら急: に外へ 1-1¥ると飴病を併設 し幼いカ' ら、温度を徐々に鐙化せしめる

工夫がゐる。すべて手術室部の媛民 !日蒸気は他と 切 離して })IJ 系統とせねばな らない。

手術室には観覧者に示す 1こめに、掲示板を? 設り病名 、病欣経過 、::-It 他施術に闘す るこ と

を?通知す る ものが要 る。小手術室 も大関以上に持 ζ す' るとおA へればよし、。

結 語

時院建築ω制 部に於ては 首然加へな ければならな い問題 力、 t: くさんめ るか . fJ. t数山除i1糸

で以上の二項に 11-_める。! 法院建築はそ の絞椛多様な! 人l存を具開化すためには 、ゾミ々専門の

予iyi 域 t: る経替営事者 、韓f : ni父は従業員等 との聞に 充分の協議を遂げに k で 、オキ k その要求

の具開化に就て研究せねばならない ので詳細仁就ては - - k の場合に望んで計持 する よ り外

はなし 、。設計に賞って建築家のなすべき事は 、必十しも賓例を蒐集して、共等{ t > 部分的に

組合 すこ とにあるのではなくして 、先つ嘗凶Iの盤院の性質と 方針を刻li fJIl，し、各植の要求 iこ
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劃して営局者には間々菟れ

総し、習慣上の固定観念に捕

はれる事な し 之を是正し 、

Ｚ 符底 し 、 必要なる要求の ｩｬ “ Ｍ ￭ｾ

重性を了解 し. 更に納l部の

問題を金憶の機構に照し合

せて 、金悼の中の一部とし

て、判断し、解決せねばなら

時

なL、。更に作業上の要求 は

ー

国 より 、然し維持と管理上

経常費の嵩まぬ様に、一方

患者の便宜と慰安を考へ .

十1: む入 、見る人に快レ親し

h {t>輿へる様 l 二、建築の各

部に此等{ t > 具現しなりれば

ならないのである。それは

やがてその盤院を要求する

l時吐舎の期待 と希望に泊ふこ

とにな るであらう 。( 終 り)

i  [二コ i  

! 仁コ!

! 仁ゴ j
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自 然 療 法 を 中
，c、

と す る

結 核 療 養 所 の 計 量

新 名 種 夫

×  ×  ×  

キ11;核 . 主として肺結核の療法 lこ就いて借家の設を聞くに、直接結綴そのものに効力ある

ものとしては 1 種のワグチンあるのみで、薬品の殆んど大部分は消化探lこ作用してその働

きを I圧盛ならしめ、ヲ lいては呼吸探に劃する替差を精進して、 I}Ji 媛にH乎吸格結核の治療を

言十るもの にi MI ぎない t 言ふ。

従って 、肺結核患者 lこ劃して現在官際に用 ひら れて居 る治時法 l立、主 として自然療法に

属す るもので あっ て、所謂円光療法 . 大気療法、抵抗療法、食餌療法誌に長期に沙る此極

忠者が陥り易き珪1 t i 厭世等の精紳的苦情の除去、所謂精神時法がその 中心をなすと 言は れ

る。

キ11; 核療養所はキl; 接忠者を l炊容する 1 つの病院である以上 、病院としての一般的設備の完

全及建築としての構造的安全を期すべきは勿論であるが、更に療養所を療養所として特徴

附げる1 R 要なる要素は 、結核に劃してこれ等の療法を行ふに適する、大田告衣の如 H 条件を

その施設の中に具備するこ とに 外ならな い、即 ち

1  日光療法の震に豊富なる日光

2 .  大祭療法の矯 に新鮮なる宰策

3 .  祇抗療法の震に蓮度の外的刺戦

4  食餌療法の震に新鮮にして替養償値多き食物

5 .  精神療法の需に慰安と軒快なる動勢

これ等のものに充分恵まれる様に含! 重要することが結核療養所計撃の根本であり 、如何に

新しし、野療設備の 完備も 、これ等恭本僚件が欠如l して居ては 、法事将来は知らす¥現在騎

手持の状態に於ては結核療養所と しての存在意義を失ふ ものと 言っ ても過言ではない。

以下これ等の伐件を基礎として、結核療養所計聾 lこ到する具鴨的1保件を犠げて見ゃう。

X  ×  X  

完結 l は敷地の選定で、ある。療養所をして上に重告げた 5 つの僚件金支分に満足せしめ得る

か否かは 、敷地がそれ等の依件に適するか否かに依っ て定まる a

結核療養所設世 に首っ て、 敷地の選定 に時日を要するのは、 ーは過度に結核を恐怖する

5 7  x  
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附近作民の反劉 ｬ 二型 Ｑｾ 宮令多きにも依るが 、 ーはこ計ｾのｻ削 Ｇ Ｑ をヨヲ ｪ ｉ こ満足する強 ｪＱｾ の作

難いのにも起因する 。

それ故 、先づ敷地に就し、て述べゃう η

豊富なる 日光、 新鮮なる昼策 、 そ れに 過度の 外部刺枝、これ等 の僚 ＱＯ Ｑ Ｍ ｾ 満足する敷地と

して、普通海潰及高山の二つが星雲げられる。

雨者の得失に就いて論者は言ふ。

「結板療養地として高 山 より海演の優れ? こる理由は 、一一

1  海演では寝ながら に して病生内に紫外線が得られる。勿論高山 にも 海市に劣ら十豊

寓なる 紫外棋が あるが . 高 山では日光に直射せられる必要がみるのに反し、 1杯出で

は栴商の波動に反射せられて院ながらに紫外紘を受 り得る。

2 .  海演は高 山に比 してW: Iタの溜度の強化が少なし IIi Ii 結杉"山、者 lこ禁物の感同 に拘Hる辺

が少ない 0

3  溶岸の空気はオゾンに干甘み呼吸器に好結果ｾｾＩＨし叉食欲を地迭する。叉クロールを

多量に含むことは l惇淡の減少に効* ーがある。

4 ， 泊e 度の風力が4皮! 同i尚可守. を佐?刺3;波変して その抵J抗J克'cjプ力J ;ををE狛強b凶1め、新E臥隙4点{代訪謝Jをを「信袋芸にして防

る』。

これ lこ劃して高山論者は 、高山の結核療養 l二通ーする翠n. 111 として 次の如〈主張する。

r  1.  紫外続中殺菌ブ ｊ の強い部分 ｦ 波長 Ｒ Ｑ ＰＰ ｾＲｾ 60 A の問) は 、殆んど大祭に吸牧せられ

。

て卒地に達しない が 、高山では 2912 A 位の紫外線が到達し1': 言昨年があ り、 紫外線

が卒地 lこ比して遣に県干; ? なことは明かである。

2 .  高 山 は卒地に比して一般に線、度が低い。低1M度カ:車，'i W披 誌土非常に有効なこと は言

ふ迄もない。

3  朝夕の調度の奈が甚 ｦ ごしいことは 、 ｩｍ 度の高 レ 複合 に は感 ｮ の危険ｾＣふが Ｎ i熟度

の低い高 山に 於てはその憂が少な〈 、却ってそれが忠者の祇抗力を誌ひ 、品J; 杉: 病問

に釘影響を興へる。

4 .  冬季の寒さも同じ理由で決して恐れるに足りない、却 って高 山の冬季が夏季よりも

tF . / i 、度の低いことは 、積雪に反射する 日光の利用 と共に 、高 山の冬季をして率ろ治棟

上過営な時期? こら しめて居る 』。

以上は夫々梅街及高 山 を支持する論者の主張であるが 、結板療養所として第一 に必要な

るは 、清浮なる空気と豊富なる日光とであり、これ等の二つに恵まれにる駄 に於ては. 梅

街 、高山共に決して遜色はない。 E 冬季の方が結縁擁護に j薗営な時期であることも雨者共

通であるから . 療養上に於りる海部及高山の得失は 、寧ろ雨者の持つ他 の要素にあるので

あら う。

例へば 、高原の 、特 に冬季は 、海績に比して非常' に刺岐が強〈 、青年の中期以前の j占有・

に は祇抗力の養成 と なり 、 治療上可成り大きな引 ｾ Ｊｾ犠げ得るのであるが Ｎ 中期以 後の止Ｚ



者叉は老人には刺股が強過ぎて. 却って病勢を進めることが多い古川、討I'骸患者全般に封

する遡不適ではな〈て . 本 ろ忠者の年齢 . ｾ， Ｇ ｉ Ｚ 猷等 に依 っ て、一方は務部に誼し 、他 方は高

ＱＱＱ に 過すると言ふ各 ＱＱ Ｑ ｾ の患者に劃する得失に分＿これるの ＿ごと思 ふ。

或は叉、 U手術の安気に於げるクロ ー; 1. - 含有や 、高山の空気の低滋 l主等の古川、一方の有

する長所を他方が持って居な いと 言ふ程度の得失 に過ぎないのであると思ふo

njff . 何れにもせよ、敷地主して選定するに首って注意す べ きことは 、梅街にしても高山

にしても . 日光浴を? 行ふのは主主して寒い宇期であ り、 E 大気療法の翁に 一年中安 を開放

することが必要であるから 、敷地は冬季風力の強過ぎない . 凡 そ秋風続度以下である稼な

地勢であることを必要とする。地方の季節風のえた態にも 依るが大関に於て我問では冬季西

北風が多〈 、従ってその方向に 山叉は森林等の陣硫物を持つ敷地主? 選定す べきである。特

に高山では一年を通じて強風が多いと見るべきである から 、高山の療養所は寒風の吹〈方

向に山を負ふと言ふことは是非とも必要なる僚干l'である。

この場合、 敷地が山叉 は丘陵地なら ば東南 lこ向っ て何軒し7こる乾燥の地. 海部なら ば 東

南に術を特へ1: /J 、高い土地が得られれば更 lこ理想的である。

但、我園で は夏季はi舷度温度共非常に 高 し 従って充分な る通風が必要であるから、冬

季寒風の遮断と 同時に夏季の通風 lこ就いても充分に考慮し、夏季涼風の遁らない械な地勢

手r地や森林に固まれ1: 土地等は断じて泣くべきである。

我問の地勢は西南か ら東北に 長 〈延びて居る主義に、 裏側の 日本海岸は大開に於て西北に

海 、東南に山と言ふ地勢で、療養所敷地として不適営であるが . 表 日本即 ち瀬戸内海、大

卒if引いは東南に海、西北に山の、略上記の係件に誼する地勢を表は して照るから . この長

し、海 岸線 に沿 ふ て、 療養所 に 麹営 Ｑｾ る敷地はい 〈ら でも得られるわ りで ある。

寺l ( 関初期の療養所が 、何れも海部療養所であるのはーは交通の使の震でもあるが 、ーは

潟;衡に於て遁営なる 敷地を容易〈求め得? こ震である o 須磨浦療病院( 兵庫聯須燐海岸入鈴

木療養所 ( 紳奈川勝.七盟部海岸) 等はその例である。

高山に就いては、我問では大儒海抜 800 米から 1，500 米 位 までの聞に地勢及気象上高原

と芳へ得る所が多〈、それ以上は高山と考ふべきであるが 、我問の高 山は島問である附係

から、Ｍ ＭｾｆＭ { f 通じ て霧が懸 り 易 し 日 光の不 足、潟、気の多量等の駄で気象的 に療養所敷地

として不通営である放に . 療養所設置 には先づ高原を取るべ きであらう。 高山療養所主し

て- j I l : 界で有名なるものに 、海抜 1，560 米 . 冬季の混度零下 15-C に下ると 言は れるスイス・

ダボスの療養所があるが 、輯恩師士疋木不如f 王氏の経管する京士見高原 日光療養所は、海

抜 950 米の高原にあり、我問011;-- の高原療養所として、経営者の文名と共に借りにも有名

である 。

大疋 8 年結核被防法の稜布以来、公共同轄に依って療養所が設置せられる様になってか

ら、都合に隣接 した丘陵叉は卒澗の地が その敷地として利用せ られる様になっ 1: 。

これは主と して その都合 と療養所主の交通の便に重黙を置< 1 誌であるが、 高 山や府演の
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主fI < 紫外線に寓む日光は得られすとするふ新鮮なる空気共他の必楯僚件は、療養所敷地

として伺〈まで具備しなりればならないのは言ふ迄もな L 、。 何 れも 敷地に多少の祇結はあ

るが、大阪市立万根山病院、東京市立江古凶療養所、京都市立宇多野療養所、 面'1' 戸市立長

問療養所はこの麗療養所の例である。

敷地に就いて次 に考ふべきは営養の問題. 食餌の問題であるが . これ は経済問題に閥聯

して、新鮮にして符養慣値多事食併を受・慣 にE 迅速に供給するこ とに寵きる。第一の要件

は交通の便利な所に 敷地を選定すると 言ふ ことである。交通の使なることは、ーは法、者の

入院 、見舞客の来訪. 郵便物の集配等の便利の震にも必要であるが 、結核療養所として は

何よりもこの食餌の問題がこれを要求する のである。

我問 の布告養所が最初主と して梅 j ドに稜建 したの は、一つは この交通の使の震で あっ 1: 。

高原裟冷の気候 j) ;結核被養ートー特殊な 効果を持つこと が認め られな がら 、山士見僚主主Ni .以外

未 L' t 筒所の開設 をも見ない のは 、主として高原の交通の不便に恭〈 。

交通のf更は即 ち都il i 1: の近擬 を意味し. 一般都市民の求める療養所隔離の婆求と相等れ

ない射が あるが、 療養所の完全なる消毒設備 に 依 札 今 日では外部への感染の亙' は絶割に

なL、か ら. この勲 、一般の人k の了解が深 まるに従って、隔離と 言 ふことはやが て療養所

敷地の問題の中から取除からるであらう。

食 ｾ ｲｦ e 幾分断l係があるのでこ〉て' 述べておくが、敷地避定に? ; ; ; っ て是非念頭に置かねば

ならないことは水質である、都合隣接地でー水道の供給を仰ぎ得る場所ならば問題はないが

療養所敷地は多〈は孤立した場所に決定せら れる 場合が多し 、から 、敷地決定に営っ て充分

地下水の検脊を行ふことが必要である。

次 lま精nill '療法即ち慰安及却j努であるが、こ の馬11か ら敷地主? 選定すれば、イIIJ れか と言へば

先づ海泌を取るべき か も知れぬ。海T宙論者は海岸の明良) J 清爽 な天候 と. 打ち ImVi 1:  IHE吹と

を穆げ 、高山の艶 り易い、和もすれば曇り勝な 、幾分物淋しい天候に比較 して 、患者のW，

｢ 易い愛情を救ひ Ｎ 精榊ｾ 爽 快 にし、 病 苦ｾ忘れ し むるは海 岸 に映ることを 主 仮する。

ＱｾＧ が、 眺 望の世絵大が大自然に ｾｈ する患者の信仰を養ひ 、 人間への執着を灘れて、 安 じて

肉然のt : iiUこ抱かれるの心構へを生せ' しむ効果ありとすれば、目前にアルプスの霊峰を眺め

る高原療養所亦、 精神療法の恥から も決して排斥すべき ではな い。

卒地に農闘の勤努あ りとすれば高原に牧羊の仕事i I ? 1) . 作業療法に闘しで も海演高原共

夫々の特色を有し、その何れをｾぶかは，手ろ牧零すべき患者の年齢、打 ｕｉ 犬等に依るこ と

は前 にも述べ1: 通である。

×  X  ×  

以上に依って、 療養所 として天然的 にも 人属的 にも .t( まれに敷地が得ら れたと して 、似

次に来るものは第ーに療養所の建築及種々なる設備の問題である。これに就いて療養所 と

して極めて基本的なもののみ順を迫ふ て述べることにしゃ う。



11 光療法に就いて第一 に問題 となる のは気象及 H Ａ ｉＡｾ の閥 係 である。 こ の 閥係に就いては

大 -IE 7 年近江療養院設立に際して、 宮永時易保士/ J ; 詳しし、研究を遂げ 、我園の療養所建築に

つの方針を輿へたものであるが. wi にも述べ t: 如I < 、結縁療養所としては先づその敷地

に円光が盟富であり 、且日照時間の長い土地を選定すべきは勿論、建築の方法及配置 にti-:

意して、冬季なるべ〈多量の日光を長時間取入れると同時に . 各の季節風の浸入を防止 す

ることを考へる必要がある。

ｾｲｩｬ も 一般 の約合建築の基本形式としてＭ�ｉｦ通係問せ ら れて居るものに次の 三 つがある。

1. 一戸建式病合

2 .  並列式病合

3  集合式病合

言ふ迄もな し 結桜擁護所としては各病室内に背遜的に、なるべく多量の 11 光を受 〈る

のを: 1;111怨 とす るが . 病室に設付得ぺき窓の数と方向とは . 病合の形式に依って制限せら れ

各病室毎に任意の方向に 窓を設けると言ふことは貨際上不可能の事に属 する 。

上の三つの形式の中で採光上最も都合のよいものは一戸建式病合であり . ヨたが並列式、

足- 後が集合式の病棟である 。

一戸建式では三方又は少〈とも二方( 中央に燈{ t > 有し二室相憐れる場合) に窓伝説げる

ことを得、市 も件室に少数の，也者を牧寺与するのを蛍ー通とするから 、:11;，.者一入賞の 日光の量

は此列式及集合式に比して遁に大である。療養所建築に一戸建が喜ば れる のは 、日夜清j手

な る外気を取入れ易い鮎もあ るが、ーはこの日間制係の良好な るに依 る。

各室 ｩ 手 に 三 方に窓ｾ設げ て おげば ， ｾ さ策及日光射入が容易であり 、 且 必 要 に 牒じ て その

一 部は閉ぢ Ｎ他 の部分は問自主してお 〈こ とが ｾＱＱ Ｊ る 故に 、 結核病合 として 迎想 に 近い も の

と言ふ こ とが出来 る。

然れど も、 一刷多〈の一戸建病合を敷地の各所に散在せしめ ると 言ふことは 、各種の設

備に甚Tごし き不経世与を1'1'ひ. 経営上多大の不便を感す・る ものであるから 、多人数を? 牧容 す

る病院に於ては . 普通、泣列式か集合式、或は雨者を? 組合せに形式の病棟{ t > 採用して居る 。

これ等の形式の病合に於ては、 病室は普通Il tt I - 方に窓を有するのみであるから 、病棟の

向ふべき方法は敷地に舷じて充分にこれを研究しなげればならぬ。

則l ち、病械は 11 ¥* る限片廊下とし、病棟のiEI 印ー を、冬互に於りる共土地の 日H'，の方枕f句

以内の角度fごり、南より束に偏するを?i 薗営とする。これはその煽位に依って 、冬季建築の

受りる日ｊＡＨｻに何等の影響を受付ること無 仁 問北の寒風ｻｴ＾ Ｇｦｦ 岡山 ｩ 下側にて遮ることが ， Ｂｈｾ 返

る1誌である。

日むを得す ・ 中廊下にしなげればならな い 場合には Ｎ 病安と反 ｾｩ の側にはなるべし階段

便所 、 洗面所Ｎ炊事場 、 洗機場Ｎ配隣室等日 ｊｈｾ { e 要せぬ諸室を配置すればよい。

次に方位と同時に考ふべ きは建物の配置、就中病棟聞の距離である。大| 時冬至に於り る

共土地一 日中 の太陽の高度 を計算 し、 一 日中で日 光の最 も効巣的 であ る午前 ¥) 1時より守二後
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3 時位まで日燃を得る様 . 病棟の高 きにf!fti. じて距維を定め る。建物のみならする主主物前商の

土地にも日 ｊＡ｜ ｬ Ｎｾ 得る＿ごりの官余裕があれば向結構でめる。

この場合 、建物の配列を前後ジグザグにするか、又は南方に傾斜しTこ地 I副主? 敷地に選定

することが出来れば 、病棟聞の距離を或程度短縮 し得て好都合であ る。

病合の構治 としては、日光ｾ充 分室内に導 〈詩に窓、はなる べ〈高 ＼ . 出 米れば天.:} iニ迄一

本f に取り 、l隔も亦構造の許す限庚〈取るべきである。

但 、夏季日光の直射を避り. 叉冬季と雌も! 度妥の頭の部分に日光の直射せぬ様、凶 3えは

カーテン等にて油嘗の 設備を施すことを忘れてはならぬ。 ｣ 司 ｾＧｦ ミ結核廃養所試案第 Ｔ 闘参

!!明)

大抵の結核療養所には 、特に円 光浴の目 的を以て作られた日光浴室がある。

我聞に於て日光浴に 過す る時期は一年の中では大関 10 j'J 初より 全会年の 4 j 'J  ｾ Ｎく に ｾる年

箇年の間であり . 一 日の中では午前 9 時より午後 3 時過位までを適嘗とする。

この時期、こ の時間の聞 に太陽の熱を受け る量が最大に達する窓の方向は. 南及東市¥又

は阿南) であるから、日光浴室は主 としてこ の方 l自(を硝子張 とし、他の方面は壁 として我

間冬季の西北原 ｜ ｾ防ぐ犠にすれば好都合である。

室の一方に肢房設備を設げ ることも あるが、闘同地方でば冬季 C1  j'J 及 2 月) の無風快

晴の日の平均温度、午前 ] 0 時には 15.1
0

C 午後 2 時には 17_2
0

C であり . 脳懇の候でもそ

の必要なき ことが分る。

特に積雪のめる日は更に緩いものでめる。従って、 l晴天の日のみをi謹んで日光浴を行は

しめるも の とすれば. 制問地方では特に暖房の必袋はないわり である。

一 戸建式病合を採用する場合 、 日光浴室は別に調立して設りられるがＮ益列式では Ｑｬￅ￭ｦｾｩ

の東端部に、集合式では普通屋上に設げられる。

日光浴室の屋根は硝子張とし、南叉は東南に 向って傾斜するを司. とするが 、1U )=J より 4

月に 至る 期間に於ては、 太陽の高度低 し 疋午の最も高い時 でも 31

0

乃至 65

0

であるか

ら、少人数を容れる日光浴室では屋似を硝子張にしなくても充分日光浴の 目的を達するわ

りである。

屋根及前面の鳴子には紫外? 燥 を透過する硝子力: 使用さ れるが. 碕子の紫 外線透過葬ミは
j

年 に約 5 %の割合で減少 する から 、最近では硝子を刑ひ子、 背 I商及側 I創の寒風を受 〈る fHIJ

にのみ壁隠を設 け、屋根の一部及前 I断の全部を開放 して一種の露葺の主fI きも の を作って日

光浴に利用 して料る 例が相蛍 に多い c

空気の潔不潔が如何に結核治療上に影響するかをI諸家は芸大の如き賞験を以て誰擁立てて

居る。 一一ー二百のモルモ ツトに菌を注射して、結核庄妖を起きしめ . 一方は普通の空中に、

他 方はファンにて絶えすサ盛撲を送り込んで居る箱の中に之を伺育す るに、 前者は後者に比

して数週間長 〈詩命を保っと言ふ。

大気療法はこ の意味で結核療養上大きな意義を持つもので 、抵抗療法と l倣闘して自然退
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花 療法と併せられるものである。清符 ｩ 、なる空気を呼吸して血液ｻｴＧ呼化し、ｾ営なる外気の

車 ｉｈ 伐 に依って 皮 肉の抵抗力、肉慢 の ｉ ｾｽｪ 病 力を養ひ 、 以 て結核 ｩ ｊｩ 養の 目的を 主主 するのである

海岸 及高山がこの療法を行ふに通話な場所であること、及ｾも病室を闘政してこの療法

{t'行ム震に 、病棟の方{l[ { t ' 正南商より幾分偏東して、冬季西北の寒風を防ぐ様建築すべき

であること等は前に述べ? こ通である。

敷地内に誼首なる庚さの. 風通しよき林があることも 、夏季屋外に静臥して大気に踊れ

しむる震に必要である。林聞に油首な卒地があり芝生になって居れば結構である。

大祭療法では夜間でも外気を病室内に取入れる場合が多いから病室の窓の上部には必十

引違ひ叉はと出しの欄聞を設り 、虫類の飛込まない様に金網戸を附けてお〈 。

日光線法に 日光浴室があ る如， < 、大気療法には静臥所がある o U季樹聞の日 l告で行ふ大

気浴 営、 冬季は 日光浴 を殺ねてこの静臥所で行ふのである。 日首りのよい. ｍｾ 首り の少 な

い場所に . 病掠 とは禍立に極めて開放的に作られる。

替安の問題、食倒の問題について療養所として建築的に必要なるは. 完備しにる凶房 と、

清潔な る食堂とである 。経営上から言 へば ｾ ｬ ｾ 者を して 自 由 に食 倒を選ばしめることなし

絶封的に給食主義を取るべき? ごと思ふ。

最後に休息、慰安. 娯紫、勤努等の目的を有する施設に就いて述べゃう。

敷地内に花壇や散歩道や釣池等を設けることもこの施設の一つであるが. 療養所の建築

の中にこ の種の施設 として設計せら れるも のに 、休憩室 、妙{ 努控室 、集合室 、作業室等があ

るo 何れも iMHJ f . ! J ; " 者から病苦を忘れしめ、 精神的に治療を早からしめ るを目的とする 。

休憩室、娯楽室は並列式では各病院に. 集合式では各病階に各 k ー箇Ji J f ! 立設りられ、集

舎室は金病室から集合 し易き中央部に設げら れるを 普通とする。

休憩室 、娯紫室にはラヂオの設備 、国主手 、将AF等の娯楽をはじめ 、書畜 . 手工 、潟県等

に至るまで、凡て患者の趣味に感じて適嘗な設備が施される。

大集合室は療養上の市 Ｑ Ｑ 話 Ｎ 宗数講話 ‘叉は ｾｾ柴 とし て落語Ｎ時談、高歳等 を催す爺 の設

備であっ て、 純 i;，'. : ' ，心者のほかに職員、附添人等も参加する場合があるので 、ぞれ等の全て

を牧寄与し得る康さし簡単な舞輩、控主等の準備が必要であ る。

結核の iiD伏は極めて長期に渉るを普通とする故に、市幅広患者は毎日伝無1[9! 1に苦 しみ. 去I l

つて精神を病症の方に集中せ しめる場合が少〈ない。

これを防ヤ誌に一日の中若干時聞を、粧し、作業に従事せしめ、それに精榊ぞ集中して病

苦を忘れしめる所謂作業療法がある。

作業は手細工を主とし、普通報症41者病棟の一部に康い一室を設けてこれに蛍てて居る

が. 時には花盟、説菜園等を設け て園惑を管ましめ ることもある。

専らこの作業療法を中 心とする療養所に. rハイム」の名 に依って呼ばれる職業療芸院

がある。我聞には未fごこ の例を見ないが、オラ ンダ ・ヒ ルベルス ムの太陽光紛療養所 、ス

イスの国際職業棋院等はこの例ではなし、かと ｽｾＮｬ 、。
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病 院 建 築 乞 其 の 機 械 的 設 備

特に其の設計上の二三の問題lニ就て

大 淳 N{S 

1 序

此庭では病院建築の各部に闘しての意見と云ふより設計上の柿々の闘係事項の内、会な

る二三に就て簡単に ｊ Ｇ￦ｾ 見を述べて見＿こいと思ふ ｯ 由来病院は小にしては住宅に近し大な

るものは ホテル、 アパ ートメントに近い性質のものであるから 、之を一括して述べる事は 、

勿論不可能であ るから、此鹿では相営「機械的設備を必要 とする 病院J と云 ふ事に範間金

限る事とする。

2  建築設計上考慮されたい事

之れは必す' しも病院建築とは限らな いかもしれないが‘ 特に 病院に 於て必要 を感する事

は、共の配管ダクト及チャンネルである。多〈の場合に地下室の天井を配管ス ペースとし

てゐるのであるが. 殆ん ど九分過り 迄は天井が低〈すぎる、つまり配管が複雑となり E つ

数 t ; 哨す矯めに、普通の天 )1 の高きでは充分でないのである。然し、電気の配線ダケでも

地下常廊下の天井な ど山めらる〉事があり. 従って他の配管は建物の廻りへやられる事 と

なり勝である。此の結は大病院に於て特に然りとする庭であるから、あらかじめ此の配管

スペースを充分考慮され1: 設計でありにい、自分の二三の経験から lわせばセント ラル 、チ

ャンネル式の配管 とサイドチャンネ ル式の配管の何れかを地下室の床下に設〈る事に依っ

て、此の鈷は官余程楽1J . 配管がW. 来る様に思ふ。

共他地下室の廊下は食事の運搬等として必要な fごり汚水管. 排水管等迄此の天井へ釣り

下げる事はあまり感心しに方法 U ま思はれ難い。

斯〈横の配管として地下室の更 lこ地下を利用する事は工事上相賞厄介であるかもしれな

いが. 地下手訟 を有効に使用する上からは是非か〈 めり Tこい事と思ふ。

次にダクトであるが、之れ3 ! . . . 時々 の故防或は. I i す改築等の矯めに相蛍の大さと 1伎とを必要

とする。浩し ，V. C などが津山連なる場合は共の後側をけJ 1米内外の有効ス ペースとして

上階超取る事がt t I 来? こら、配管上極めて喜子都千子である。小便器の行列せる如寺、之れを間

仕切の奥際に後して設〈る雨天の排水管の連結の悶難な事は結局 . 工事は出来ても故障を

生じ易 い結果となり は しないか。
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要之 、縦及横に射する配管スペースなるものは建築材1Ii 金上考慮され1: いものであって共

の場になって之が鐙更は付1. ' < 察易の業でない。

3  放熱器の設置

近年放熱器の設置は大分建築と辿絡をしにものが見受りられる様になっ f: 。錨鋭製欣熱

器を安内にE露写向する稼な直J接妄一媛房の減つ ?仁: 事は誠に品:J川1

苦然足をを? 壁の内八J抑I中Fし込んで外へ蛙飾的レデヂ. スタ{ をを? 設ける Tピごりでは甚fピご不充分千E禽高と 云 はな

りれぱならぬ、鵠裁と効苓率i 、此の雨者は必す・し も一致す るものではないかもしれないが .

之れを接近せしむる庭に近代娃築の特色がある様に考へる。既に隠蔽式放熱器を使用する

とせば何を苦しんでか 、tS餓製の放熱器を? 使ふ必要がめらうか。此の溢妹に病室などに於

て然りと思はざるを得ない。

要するに放熱持ーは隠蔽式とすべきである事は云ふ丈さもないが、 1: ，:>:ltJi < する事に依って

不潔とか. 不便とか、等のない様にする事は同時に叉考へなければならぬ、叉換気に到す

る考慮も之等 放熱総 と同時に 古 一 Ａ Ｇ ｾ ｊ して建築と同 時に ＱＫＧ ， 予 ｉｕ Ｍ ，る様 に す べきで あらう。

4  衛生陶器の配置

各宗内に洗面然、手洗総等ｾ設〈る事は病院としては最も紫ましい必須僚件の様に思は

れるも、共の配置が此鹿 に一つあちら にーっと 云ふ様に馬)111( の散兵の犠な配置では困る.

之れは成るべく 各階の ものが同一投象商上に合致し市も 壁を接 して 2 ケ宛似連絡する仰の

事は大した不便でない事と思ふ。

叉便所の如きも殊に然りとする底で上下成る べ 〈一致さす J憾な卒商上の 配置とする事

は、計おj営初より考慮されにc ; ，ノ三程困難な〈出来上る事と思はれる。

5  配管と掃除

各種首E管殊に排水管、汚水管には帰除口を多〈設け、 E つ通営な勾配を設〈る事力 ;nHn

の建物に特に必要を? 感す・る 彪である . 通気管の如き大して役にもた〉ない稼に考へる のか

完全にやっ てゐない場合が可成多い様である 、便所の臭いのは多くは此の遇策管の不完全

から来る トラツフ・の封lkの減少が原固となるのであらう 便所と限らす流し: 携でも炊事場

でも兎角病院に於ては汚物全此の排水口 へ投入し易い . 之れは外に其の投入場所を設げに

場合にも術起り易い事であるから排水管の掃除口、及共の掃除方法等をめらかじめ考慮し

でか 3 らなげればならぬ 事は 勿論 であら う。 ( 9. !1.  20)  



持 種 病 院 建 築 11乙 就 て

輯与さ博士 熊 谷 謙 ｎｾ＠

建築協合長片岡 tw:士 より 「病院建築に就て の意見」を書 〈様に t の御書而を頂 きましに

小生不明にして合長殿の御意志に添ひ御希望に n[ . ふ様な事は到底111来ません。而し初、共が

昭和 Ｓ 年以 来今 日まで約 ＲＰＰ 高Ａｲｵ の 工ｾ Ｍ ＧＨでー断制的に桃山病 院の改築工事 に参 興 して居力 、

現在も向ほ工事を盛に続行中で今後も工事を進める珠定 となって居 りますから. 素人の私

共が何んな考へで建築を御願申して居るかと 云ふ事を断片的に申し上げ多少なりとも建築

御専門家の御参考にもなれば望外の仕令せと存じ筆を執っ? こ様な次第であります。失叫! に

亘る黙あらば御容赦ｾ御願ひ申上ます。

1  ， 大 阪 市 立 桃 山 病 院

病院と申しでも種k あります。総合的の病院もあ れば草科専門の病院もあります コ亦特

析の病院 もあります、其の種類に従って計葺 も設備 も異って j舌り亦特徴もあります。大阪

市立桃山病院は大阪市内に護生しに法定急性体染病( チ フス、 パラチフス 、赤痢 、コレラ

ペス ト. 痘結. ヂフテ リー、 狸紅熱、流行性脳脊髄膜炎、登修チフス) 忠者を l政容して治

療する病院でありま す、而して共の使命は体染病忠者の治療と同時に停染病の体格を防止

するのが目的であります。従って此の二大 目的に H卜ふ様lこ設計をしなりればなりません、

之れに就ては後述致 します。

2 . 病 院 の 改 築

凡での病院は J患者の疾病を治療すると同時に、天災地質の不B宮、時に際しでも患者の生命

を安全に保護出来る様な建築でなりればなりません。斯様な王思想、の矯めには陸療設備の完

備しに不燃焼耐長耐火建築物である事が必要であります。桃山病院は明治20年以来大阪市

立中唯一の古寺括史を有する病院でありまし? こが 、最近までは( 一小部は現今 も) 全部木

造建築でありまし? こ而己ならす' 病院同国は全部木造人家を以て間続せられて腐 りますので

いつ何時火災に見舞はれるか知れぬ危険性が多分にありましに ので 、昭和 3 年の市舎で市

-:11桃山病院の改築が通過し 120 徐高闘の建築費で第 1 同病院改築計 霊の賓行に着手 しにの

であります。

3. 改 築 に 就 て の 意 見

61 x  
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九て世人は建築の名隅 に よりまし て 直観的に共物の善悪美醜ｾ連想します、例 へ ば歌舞

佐座 t 云へば華美な建物. 干i'i 閥ホテ J しと申せば高雅な建物、大銀行と申せば舵重堅固如何

なる天災地費ありても財産は格がぬ建物 t 云ふ感じが致します. 亦裁判所、刑務所: 病院等

と申せば何んにかあんまり晴やかな建物の様な感じを持? これません。 Ol; に特種病院fこる停

染病院の名栴を聞い 1: tごりでも世間 一般は何ん fごか陰管な危険性のある不快の感じを連，fR

させ ます。 以前は体染病院の前を通 る時には鼻や口を手で閉ぎ 、走り過ぎたと云ふ事を聞

いて居ります。 斯様な先天的不利径 を持つ病院を建築するに際して 、共の局に営るものが

其の建築の外貌外観がm;重陰管の策分を漢はす様に建築しにならば何うでありませうか、

不利主主に自乗三乗佐知lへ? こものと同様になると存じます c 私は桃山病院改築に際しまして

市の建築営局に丙三時四此の黙を御願ひしましに。外貌外槻共に簡素朗らかな様式を執ら

れん事ｾ，そうしてあまり曲折なき様に、金悼として 清楚な明るき感じを表現する様 に色

彩も外部とよ〈調和する様にしそうして出来上つにのは今の病院でめります。私には和

閣のアムステルダムで見 ＱＺ ダイヤモンド工場の建築に似 ＱＺ 様なＮ明るいＡｾじをして病院ら

しい策分にはなれません。

病院建築の外観は以上申しに綴な黙に主力を注ぎましたが . 内部の構造及策分も外概に

劣らぬ様な般しし、注文を出しまし1: 。的H白色云ふ鹿は他国〈でωl らかで愉快な時には少しも

用事のない底であります、自分か家族か知友の内に病ｾに裂はれ病苦に ＱＱＱ ド吟する際にのみ

利用せられ必要 とする 庇であ ります、従って内部に 居 る人も 決 してrVJ らかで撃かで、笑聾

ｾに躍ると云ぶ様な事は決 しで ありません。殊 に 重症体染 ｪ 心者のみ牧容す る私 共の病院で

は殊に共の感を深〈します. 斯様に陰惨な気分の漂う病院の内部が共の設備に於て多少で

も陰管の気分が建築の上に香は す時には何うで ありませう 、病人は兎も角 として附添ふて

居る人々の祭持は似一暦不愉快の策に躍ります、それで私は内部は Iり1¥清〈と云ふ棋語の

下に 設計 して頂きました、 長さ 92 米 ある廊下 . 而かも 両側病室 、此の長廊下を如何にし

て明るく、朗らかに、 ゆっ たりさすかに就ては建築技(:I! iの人にも大分'fi' 折らせましに。版

下幅員 は 3 米 64 としまし1: 。之れは他の病院では見られぬ腕巾です、彩光は柱以外は全

部裕子と 致 しました. そ して出来上つにのは現在の病院でありま す. 建築技師が私の気分

を充分取り入れて〈れた事を感謝致して居ります。

4 . 特 種 病 院 の 設 備

病院の設備と して病室の採光 、f臭気通風等に注意する のは勿論、外科手術室 、レントグ

ン安等共他f ; if 自の設備は一般病院 と何等蜜 る底はあり ません ，njt 体染病院であるが矯めに

特障の設備と考慮を桃ふ必要があります . 即ち停染直域( 病館) と前首長原域( 本館) とを般

絡にｾ別せなりればならぬ の で・す。従って雨 方面 に闘 係のあ る部 庭 例へば 薬局 、 事務室、

看誕姉長室、賄所、退院室等は此の雨者の境界間にあって仕事をせなりればなりません 、



此の黙は一般病院と匪別し多大の苦心を要する虞であります。

次 ぎに 患者の汚物( 停染危険物〉の仕末であります. 之れ こそ侮染病院の本営の重要な

部門でありまして、 其の完否如何は直に体染病院の良否の分れる庭となりま す、 従っ て此

の部分は他病院で見られぬ莫大の費用と苦心とを要しました、私の理想としては汚物の底

辺! 青島具山極めて強固簡草にし、消毒費用の至極低廉且つ完全なる滅菌の目的伝達する様に

と考へTこのであります. 幾等精巧な器械でも 破回し易 し し 修繕に費用 と困難とを来 fこす

棋なものは経憤的に病院を経営する上に最も不利であります コ亦幾等消毒の 目的が充分fご

と申しましでも、之れに要する費用莫大な る時は事問上完全かも知れませんが、質際問題

として経営甚t:' 困難であります、斯様な理由からして患者汚物は. 1 階より 5 階まで各階

にある汚物投入口より投入すれば同 一管を直降して 、地下汚物廃理室の汚物焼却道に入る

様 にし ましに. 勿論此の際流動韓も共に焼却する時には燃料に多大の費用を要する ので 、

途中液鴨は別の管に誘導せられてグンクに入 L 間形汚物のみ焼却逝に入 りて 一定の量を

得て焼却する様にしーて居ります 、タンクに溜つに汚物は一定量になれば蒸気消毒をする様

にして居ります。之れ ｴ こ 依って汚物 ｾｪ 運ぶ人件貨を＿省きＮ燃料を節約 して 理想通 ｨ 支障な

〈使用して居りま す、 病舘内に於りる健康者使月j 使月J f は自働洗様式「スロ { ンパルプJ ｾ＠

用ひ . 風呂水、使用水等凡ては抜口式呼化槽に導き、流出穴に於て之れより 臨素ii t i . 菌を施

し、共 の後簡単なる将 化槽を経て一般下水に 放流 する様にして ｪ 舌 ります、即ち ＡＮｴ ｾ者一般汚

物は全部焼却及煮沸滅菌を行ひ 、共他の一般病舘使用の全部水は三ケ虞 にて 完全消毒を施

し一般下水に放流さすのでありますから、誰れに見られでも誰れに聞かれでも恥し〈はな

いと考へて居ります。

5. 建 築 家 へ の 希 望

斯様な見出を出してはお叱 りを頂〈かも知れませんが . "佐自分が感じたーこを lドi &; させ

て頂きます。最近の不燃撞建築物殊に銀筋コンクリ ート 建は主として所謂 ビルデインクー式

とでも申しませうか、凡ては事務的様式になって居ります。従って建築技 fflli の方にも共の

方商には多大の経験と遊詩があります。而し病院建築となるとそう ."f・りではありません .

之れは病院建築が少いの し 病院に針す る充分の認識が扶げ て居 るからでないでせうか。

所謂ビルデイングは健康者の立ち働〈庭であり、知識階級の集合する露であり、主として

畳間利用せられる底であります。底力4病院にな ると殆んど凡ては病者及共の闘係者の人々

の集合する廃であ りますから 、全般の宰策が陰管に流れ 易〈なり 、日 夜共不安 と心配とに

満されて居ります。従って共の内部構造も極めて明かるし! t J j らかな気分の漂ふ様に する

のが第ーと存じます。亦 其の階級も貧富種 k の階級がありま すから、洋風の立i民な設備も

使用者の不心得により取返しのつかぬ故障が起り修繕に難儀をする事があります。例と十 ｉｾ

せば便所の排水管は普通のピルデイングであれば 7 c m 62 位でよろしいが、病院の もの

6 9  x  



になると少なく とも 12 c m 7 以上なりればなりません ， ぞ うしない と使用 する人は紙の

投入のみならば問題はありませんが 、往 )々 ! 要傘、猿股、或は寧衣等迄投入 し排水管を塞ぎ

大問題を起す事があります。此の黙に就ては特に御注意を御願ひ申し度いのであ ります .

ｴＮ｜ｊ ほ甚 Ｑｾ 失砲な申分ではありますが、屋上や風目場等の防水工事は是非共完全にし て 頂き

度 い、 鍛筋コンク リー ト建 に居って雨が沌 るとは冗談の様な話 しであ りますが-F 功後一

年位過ぎてから何虚からともな〈浸水、雨沌りして困る事がありま す‘ 勿論理論上完全防

水をしに のでせうが質際決って困 る事ーがあ ります 、之れは設計が悪いのか 、材料が悪いの

か叉は現場工事が患い のか知りませんが斯綾な事は自分の病院以外でも聞いて居ります 。

x  70 

御参考迄に嘗病院建築 の 建坪 Ｎ 延坪 Ｎ 金額等ｾ御披鵠致します

ｾＱ 期改築工 事Ｈ工費 ＱＲｩＷ ， モ Ｘ Ｐ 闘 〉

建築様式

構 造

近世式

約館二棟 淑 筋コ ンク リ ー ト 位 地 階 共 6 階話予

( - ) 部培庖及地.F遺〉

ヌド官fr 木 治 錦 鋼 板主主、 地 F 共3階 建 、地 下 室 は 煉 瓦 必 墜filj に銭 i訪 コ ンク りート、床版を架

す。

谷川合 木 治 錦 鋼板 主p 隣 ill 一部 燃1 L治 鐙i l l : 坪 JJ. 延 ;' 1'

病命:'f 2 線建上! ' 851: 坪 25

延主l' 4，389 J-1' 25 

本館 m.Tド 257 主ド375

延 1・|、 655 J:!， 75 

寄託i舎 建 坪 202 上|、

延 上F 335  J1・62

第 211Jl 攻 築 工 事 ( 工fi - 0 1，196 闘〉

一 郁子f工 、一 部設計' i
J

建築様式

機 笠i

近 i 1t式

病官If 1線、倣筋コン クリート匙 i也階共 6 ｾ骨造

別館 q 束、鍛fめコy クリート 括主地階共 5 階泣

附路建物一部

ill: .li l' 1え延]，1'

1ri- j釘11 椋i l l : 主l' 6) 0士l'

延上l' 2，568. 1' 1ζ 

月lJ官官 l 線 建 .r. 1' 311 :坪 60

延 坪 1，028 J:F  5コ



甲 南 病 院 の 特 色 三 特 種 設 備 に 就 て

木 下 盆 治 郎

新築甲南病院の特色及び特種設備を記述ナるに: 事務長告書正治の二氏共昔1・5 B: の街に岱り 、雨氏 は数

11¥って先づ本/ i i . . j 院設: J J . の趣意2えび設計の主旨を紹 。年|旬κとに淡頭して綿密周到なる研究を途げら れ、

介 し、而 して特色 と設備 の大要を略述せんとす。 J U出果が建築の上に現 はれたるも の にして、 病 院

ヌド病院 は現川崎治的所属上: 長卒生産八三郎 氏 が 人 類 i の技術、ま霊替、建築の設計と詩民生苧相互の協調1 M!

:i H r : の大義に !!I J り数十年の久しきに豆り 、或は守主! 和等J{: 宜J散を得て 、誌 に 建 築 の完成を 見たる もの

合の法泉 l亡、或は人才の養生 l亡、自ら物質紛糾雨 i にして 、此種の全科病院としては最 も合 理 化 し た

方而に針 し 多大の後牲を梯 っ て其 設立に努力せら ｩ るもの であり、恐 ら〈我図に於て は 未だ合てｾｴｴ［Ｎ ｊ［ ｊ￭

れたる 結 果1' 1 : 現在見たるものにして 、其 設 立 の 趣 i 例を見ざる理想的総合病院 と云ふも敢て過言に非

:窓 として滋表せられたる所を見れは大要下の如き

ものなり。

常に人類の生存 と幸幅を脅やかすもの は病 気 で

あ り、一度病気に i限れば貧震の月IJ な〈磁波に綴る

外はない。病気のI l UIどけは何人も 111米 るだけ合理

的な治療を受け得らる L 様になりた ν、。病気の際

限前に進歩 したる欝術と良薬を見なが らうt.t-J J 無き

銭めに其 ｊ 思惑に浴する τ ｬｾ ｴｊ［ 出来ないと云」、司王 ｬ 土 ｴｲ

に悲なの極て・あるから 、生活に官余裕 があ 人 人 生

の意義を Wf. する人 々が其告余裕の一部を割いて迎合

なる施設の下 ｬ 亡、多数の人ｉｬ ｕ に ［ｉｴｩｩｦｩ なが ｆｦｾｾ ｾＺ極減

して 、人知 共 存の紛糾 を具慢化せしめた いも ので

ある。

而して本術院の特色として。

(  1  ) 管手IJ を排し浪費なき 経 管 を な す 事、

診妻美料、里程償等の低減を言十れまを力 pff. き者に は

tl 撚を i趨くし安ん l' て治療を受けし む る事。

( 2 ) 各科専門惑の協力に依り 、綜 合 的診 祭1土び治

擦の伎を翠( " る事。

く3 ) 研究所を併設して1 t 験治療上必要なる研究を

鴛ナ事。

( 4 ) 看護惨を養成 して其質の改善を計り、附添婦

ｾｮ の要なからしむる事 。

( 5 ) 一般開業燈と も協 力 して 凡 て の 忠利ー及ひl l R附

に病床を開放し 、主治l l R を援助して治療を受け

しむ るとと。

( 6 ) 随時講習舎 、講演舎を聞き 、新遣の大委託を将

らざ るものと信ず。院長2士事務長の研究に依る設

計の主旨と して示されたる幾多重要なる諮現中の

一部を摘録すれば。

患者本位、合 理 的 設 計、漫然たる模倣の排除 、

本術院の規模、施 設 。経済化、術生千七l えび美化

財設備、清潔整頓」土び部加、慰 安、 自然に童話し

て、敷地の地勢に腹じたる病院の? e 形、本'I Aj院

の特色等の項あ P 、車t 中

患 者 本 位

l也者を E奇術研究の資料とぜず、管利の目的とせ

ず、 J出、者 自 鐙の幸 前を l凶 るを以って共目的とし 、

共ＧｊＧ ｲ 行にＧＱｬ￬るべき主たる ｾ 者 及 び 一 般従業者の心

の態度と、之『こ伴」、従たる設備の完墜を期すべき

であって 、 特に主たる精神的の人材を符る事 lヰ烹

縦の Ｚ ｊｽ に腐し 、 ｊ 毛Ｑｴめｾ生氏が人間愛の紛糾に Ｚ ￺Ｚ

脚して人格手腕共 に俊越せる子治の訓育 に 十 数 年

を裂 されたと悶〈。此約 制の il!:IJ きこそ即ち本病院

設立の根本義にして 、民に一大美容と主主」、主得べ

し。

本病院の位置及び規模

本 病 院 の位置 l:t 阪念沿線御影勝北方 /) 五: 陵上に

在り て大気清澄、各 ihil. < 、夏涼しく 、眺 望 亦 絶 佳

にして稀に見る他民 地である 。

敷地約 6 千坪往物の延坪 2 千儀対ド. 本 館 l工銭 筋

コ y クリ ート 造 5 階 建、外 装 F イ'L ｾ占り 、 本館 、

して一般欝家の来聴を迎へ 、密術の主主歩 lく主主す j 賀'l; 2  hi.i線 、看護熔宿舎の 3 棟より成り 、地階 は 援

るz)i. o 房汽継室、座 芥 焼 却 雌、冷員長製氷室 、調到¥l 土問E勝

本 病院 は以上 の趣旨に基き 、主と して 院長 岡沼 j 室、洗温室、食堂 、製話題洗J ! J i . 室、浴 室、倉庫 、 宿
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直室、資庖Z立物療7)<治室等

1 階は玄関 、事 務室、 待 合 室、調剤j室 、製聖路室

各 科診祭室、民主置家、手術家、試験室、物療科各

室、暗室、 キプス室、特別待合主主等

2 階 は大手術家、小手術室、日誌隣家、消毒弘司、

密員室 、 材料家 、 ｾｾ 、 浴家 、 各病気 、 休憩車 、

看護郎家 、 民主置家 、 西 ｾ￟ 苦室等

Ｓ 階乃 奈 Ｔ 階 ＱＱ 各 ｉｉｾ 案 、 怒長家 、 研究第 、 合議

袋、岡容室長、際接案、浴袋 、休憩家、汚物民主班繁

盛置察、看護婦家、配膳室等

5 階 は保養室 、 日光浴家 、動物合、動物手術家

洗百Ｇ￬ｬｾ等に充つ 。

本病院の設備上に於ける特色

Ｑ 待合室 総合致診に使な ら しむるｾめ 外 来

診察家 の配 置は外科l J l . . ぴ内科 の 2 系統に大 JJIJ し各

科専属の待合室を践して l ケ所の綜合待合集とし

玄関際問に接綴して之を設〈。患者 は待 合主主に接

して設け＿とる事務ｾに於て受 診の手綴を銭し共催

診 祭順番 の呼出 しを待つ ｉ ｌｾ となる 。

各科事手に専属待合集を設けず して綜合待合P長と

Tょしたる理由。

各科街ーに月IJ筒の待合:本 を設〈る よP も綜合待合

* と銭す方迭に建築面絞を締少し得る こと。外来

f島、者をして狭溢なる個々のf守合集に於て受〈る窮

屈なる感じを除告 、民 i悶IIJ: 殴なる綜合待合主に於

て爽快な る感じを奥」、るを可としたる部。

若し各科に事鴎待合ｾを設〈る ものとし たる場

合 は外来患者を各科の診ま築家附近の手風待合主に

導 ＨＺ［Ａ ｾ に 依って起るべき廊下の喧騒混雑を免れず

綜合待合主主なしたるが銭めに之を避くる耳与を得

て随って各科 診察ｾの静￭Ｚ Ｑｾ を保 ち ＱＡｊ らる ｌ の効果

ある Ili-等である 。

綜合待合主主 は庇飾に流れざる純闘に於て床面 、

壁面、天井等に1l: て色彩兵他泡皮の援飾を施し且

つ花丹、盆栽 . 総w ，等を通常に西Efa し又期 は 「シ

ーリ y グ7 ア Y J 1<: 依って lJ}: ｊｾ 試をなり 、 冬 ｪ 切 に於

ける媛房 、換 気、採光俸 は特に留意し 、以って f島、

者 の慰安に望をする こと L なし た り。

2 隔 離 患 者 事 用 待 合 室 小児 の綴 疹、百日

咳 、 其 他 俸染 性 の患者 の 矯めには特ｉＧ ｱ 早期待合ｾ

を設〈。

3 患 者 呼出 し 装 置 総合待合集正面の壁間

x  7 2  

見易き場所を撚み、各科別に患者呼出しの標示稔

を設け、電気的操作に依 って診祭順番号E を忠者に

知らしむるの援置と銘す o l.ll .o者呼出し装置 は各科

診祭主主に 設けたる繰作盤を操作す ると 同時に待合

ｾに於て「プザー ｊ の音響に依 り 怠者の注意を促

し、標示穏に表 は したる l 乃奈 20:) 番 の数字中何

れかをm般 の盟占滅に依って明瞭なら しめ、以つて

ｦ 島、者 に共呼 Ｑ ＱＺＱし Ｚ 番号ｾｾを明示す。 診 察順序 は 悶 ｬ 骨静

粛に主主行せられ、診療を終りたる患者 は再び元の

符合主主に ｓ 帯型 、 待合ｾに隣接せる調州議よ ｐ 電気

的装置に係る翻列Ilf言械に依 って調剤薬を受くる事

となる。

4 大 手 術 室 と 其 の 設 備 大手術窪は有臨終

菌に臨別したる 2 室とし 、何れも日 光の直射を滋

〈る矯めJ t . 位置を北 向 きに配置し 、北而の仰l壁に

採光窓を設け 、担軽消 L 7il 'J子を用ひ、絞め殺しと録

し、下方 の一部に 1'1非常時に方きける出入を可能な

らしむるｾめ 、 開閉自在 の 豊臣消し硝子 の 引戸を装

置す 。手術室舟j 笠の下部 7 尺沼り は有色、艶消し

の 「マットタイル J を 貼 れ 上 部の壁而及び建具

等 は i ? イノι j の色に制府l したる色彩の主主裟仕上.

げとなす 、i ? イノι 」の 色彩に付ては特に外科目書長

の研究に依 って有I省!!I. 者を取扱」、べ者会長は 「グリ

ー ンJ 系統を 、他 は 「コバル トJ 系統を逃傍す。

繭手術慌の天井に は採光に苦をする銭め 2 :ill I'i 'J子

張り の 「トップライ ト」を取 P 、2 1fI1長り硝子の

下方天井市のー郊を鑓す附子面に案内の潟潤なる

空鉱の水蒸気が凝結して 7)<滴とな P て務下するを

防ヤ矯め特 Ｑ 亡 Ｒ 重 張ｾｬ￭ｬＧｉ子の中聞に包熱装置を施

して冊子而 を滋め之を防 (' とと L なせり 。

雨手術家の中 neに務械消義務室を設け雨手術家

に於 て之を共用 するものと し、本室内には殺磁7 ) <

製造 、 制キ ｴＭ 材料消務 、 熱 ｾ￁ 消毒及ＧＨｦ ｩｬｾ 械消議等 の

袋 E をなす の外務械戸棚( l ij'J 子榔附子m. ) JJ..び 6

lffi lの手洗昔止をも設備し 、手術に闘する鐙療器具告す;

の準備行儀は本室 内に於て之を行ふものとす。

機械百円寝室と雨手術家主 の境は墜 を以て仕切り

其界笠の 1 1¥1¥を聞きてY自主宰器室と爾手術室との 1::]

k 於け る外科 I目器具其他 の受渡し を鎗 し得るもの

とし、 英関孔の 扇面には上げ下げの硝子障子を段

け且つ其の 隊 子 と 障子との問には ｸ ， 折 、 消費 ｾ ｩｬｾ の

装置を 銭す。

爾 手術室内の ｚ 宣伝を ｦ 荷主 ｆ 且 つ適 滋な らしむる ｾ



め、同宗直上の厳階に自働式「マノι チパネル空気

ilw. 治機 J を設け之に附腐せる r7 イ )1. 17 ー」に依

ってｾ焦を泌過済活＿ならしめ 、 無 ｬｦｬＺ 芥のも の と し

て手術祭内に 主主り、 冬期 lユ「エロ 7 イ ンヒータ ーJ

に依り外主主の温度iW氏 ω 皮の時、実内w . 気のiKJ 皮

を90 度内外に t 昇 せしめ 、夏 期 は地階 冷凍* より

導かれたる「プライ; / J  r;:: 依りて「エロ 7 イ ; / C

ー ラーJ を冷却し 、之を iffi 過 する空会L を手車内に皇室

P 、外主主の ia皮 90 皮の時井: 内 ta. 皮 を 80 度 f立に低

下せ しめ、何れ も I換 気 7 ア ン」 に依 P 己主主主す る

ものと す。 J主主主ら れた る空気 は機械換似の装置に

依って之を厳 t K 導 き て 排 気 す る と と " L 、外科

手術 の 官ｾｾ容を増進 せ しむるものとす。

雨手術家に は無影照明燈の設け 有り 、停 泊の場

合を考慮して之に官ii . . s 、る銭め非官1・mｾ ｉω ｬ 蓄電毅置

を ｾｌ 、 瞬 時 も 浴燈に依 る不 使を起さ ｙ るとと ａ

なせり。

雨手術祭及ｾ員 ｴ 全集 、 手術材料集 ＱＱ 日 に は 「プッ

シユポタ/ ' J  ff!ffA会式信披夜泣をなして 、中日:庄の連

絡を使にす。雨手術祭" こ i隣篠してI i ' 叩H室を設け 、

手 術の lit !節行篤として. 也、者を課盟主銭す時冬期に

於て ｪ 品者 の 慢 出 をｻ来たし む る 銭め特に準備基ｾｾこは

1"J 熱の装置を銭 して其目 的を 淫 せ しむ ると と L 然

せり。

5  rナースコー) I ，. . J と 「ドクタ ーペイジイ

ンタ・」 看護を大切にする意味から本病院 に於 て

は附添加を膝 L 、 患者 の版紫食事は悶よ り身 滋 一

切 の111・話は凡て術 院事腐の看護/ l ij} の手に依 って行

ける L 事 となって 居る 、随って忠者と; : j ' i ¥l 安対 との

連絡は級めて密接にして 、頻繁を極める事となる

病材、の各階に配置せ られたる看護婦 詰ffr と各病

第I l nにfG気的に「ナースコ ーノ， J の装泣が施 され

て居る 。 J官、者が右議点，; を必要 とするとき 、接選に

桜臥せる依一皮 枕uj'¥r，こ何l へら れた る紐 を日 1 < 事に

依って廊下ｦｩｉ Ｇｬ 病 ｾ ｦＮＺの入口 に ある ｭ 燈を貼し 、再び

ｾｬｕ 引く事に依 っ て 、 〉 百 ｩｬｬＡｩ ｾ｜日 ｦ ｩ 所 ＱＧ＼Ｚ 設 ｬｾｩｩ せ られた

る「プ ザ一 信紋 」を防らす; t L ) : とな る、看護主，;: は之

をｾｦｊ いて直に廊下 に 出て入口にｬＡｬｴ Ｇｩ 燈せる病集を鼓

見 して其病手: に入り! . l l . 者 の求 むる fyj. ttJを 主主す、而

して本渡世の鍵を元に 復 す る ことに依って 入口上

の勤燈を i成する ζ と L なる 。 若 L 訂後続が病手: に

来る司王の還さ場合奇T; は/1虫、者は何1'11にでも此の 「プ

ザ - J を鳴ら す ととが出来 る、叉何時迄も電燈が

貼 じ て 居 るから 、若護婦は怠け て居る事が 出来 い

な課である。

院内各階廊下の巾 ｦｬｾ 郊に之 Ｏ｝ｆ 電 気的装置 に依 っ

て、「ドクター ペ イジ y グ」の装置がある 。之は院

内に 於 て1 m員を採ず の必要を生じたる時、f記話交

換 家 l亡油話 する時 は各 E芸員毎に定め られたる記械

があ り、交換手は汲め同室 K 設備せられたる? t L * : ¥

的操作盤に依って廊 f K 於ける「ド c l7 - --:' ーシ

y グJ ｦｾ 里山灯して各 ｾｭｬｩ の 記 盟主を標示する事とな

る。之を知りたる E吉良は直に最寄の* 内泡話に 1次

り交換手に J出話し て求めら る ，，[j rfIJ を主主する と と

が出来る 。

6 賄 設 備 及 洗濯 装 置 本病院の特色 として

附 添却 を燦する矯め患者の食事供給の 一切を 病 院

自身が引受けなければならぬ。そこでどの病人に

も同じ料理 を奥へ而も至って不味なものを供給し

て居 るのが現在 の 日本に於ける多くの病院の常態

であるから 、之を改良して食餌療法を銭す事が又

本病院の主要なる治療方針のーっとなって 居 る。

共ｾめに特 別 調理 ｬｾ が完備されて居る ｯ Mt J' 設 備の

ーとして 、食器治義務の脅Hへ有 p 。之は各種の食

務のd t : 湾? と消毒を熱湯 をI噴出 せしめて同時に 機 械

的に行ふの方法である。

附添婦を腹する銭め 「ラシド リー」 をも経管ず

る事 とな り、説: i f [ ，室に kl: 機 械 ilt if[，il 5: . I陀水 器 、 乾

燥室等の設けあり 。 乾燥 室 に 於て「 ベッド J の熱

気 i消主任を も行 ふ と と λ なせり。

フ X線 診 療 及 物療 に 封 す る 設 備 物 迎 療 法

は現 代鐙率の特 色た るが放に本病院に於ては大 股

下記 の設備をなせり

レ Y トゲ y 診 断 及篤民家 、同表面治療室、 同深

部治療室 、同深刻l機械及調節索、間保作家、 同附

属暗室、同 7 イノι ム貯蔵室、7.1<治家。

8 第 2 病 様 に 於 け る 設 備 及 び ー 航 汚 水 虚

分の再消毒 第二r';'j 織は体球性患者を取扱ふを

以って 、 特 ｾ こ ｧｬｫ Ｑｩニ共 他 の 焼却装置 を 然 し Ｕ＼Ｎ ， Ｑ 也者の

排 泌 物は総 て地階に 設け たる 煮沸務に依 り煮 沸 消

議をな したるト一、之 を 深 化槽 に導きてお} 化 し、更

に一方 本 館 の 汚 水 を 湾 化 したるも の を併せ て一 大

消毒械に導き治議液を自 動 的に混和して一定時間

を泣 き充分泊、議の目的 を達 し たる r. ｾｉｬ 助サ イ ホ ｹ

の抜' ' ; f ，' に依って一般下水に放流すること λ なせり

〈以 t )

7 3  x  



京 都

耳 鼻

情園大与さ醤ｾ部附属欝

日 因 喉 科 教 室 新 築 概

院

要

起工 H附月和 7 年 1υ1 J月3  

竣功 H  

建 物 面 積 延均坪¥ 3，9切77.4“ 4 司不えカ方.米

内諜

地階 520.80 卒方米

1 階 1，198. 38  Jf カ 米

2 階 883. 05 7] ; ' 方米

3 階 617. 95 平方米

4 階 605.20 平方米

5 階 117. 86 平方米

主量階 3420
11三方米

建 物高さ

4 階 パ ラ イツ トート焔迄 17. 2 米

同 堵屍上端迄 24.0 米

様式 近 11]: 式

構造 鍛 j世'i i昆凝土訟一部鎖骨m. 凝 士fE

主要各 室ｾｉＡ置

x  7 4  

地 階 汚 索、 倉庫 、小使索、看護古t} 食堂 、隊 員

食堂 、 附添人食堂 、 同 ･ｬｬ 丹袋 、 洗 ｈ 際泊 、 主 ＱＳ 室 、 泊、 ｾ Ｑｦ

索 、洗視察 、乾燥索、電気索 、等

ｾ地 階事 生控室 、 使 ｦｦｲ

Ｑ 階玄 閥 、 待合室 、 治護布 ｩｾ￟Ｎ 直索 、 看護対室

I'i C勝案 、治療家、対i帯 交換室 、純、室、隔 離 ?

炊事: 卒 、洗面所、使所、浴室 、講堂 、秘 堂碍1

倣雪号、カ ル テ室 、 合)ij.1: ()!子、

2 階 密 員室、:f! J ;合家 、診 察 室、看護船室、商E

終案、材料 室 、民主泣室、保護室 、静養室、個

F主 ( 甲f i ' ( 日光裕室付及乙窓) ＱＡ｜ｾ型車室 、 炊事室

浴室 、洗 面 所 、 倶 ｩ ｽｪｊ￭Ｂ 、 ｾＱＧ 議室 、 隔離室 、 ( 総

室 、個室〉日光浴室等 、

3 階 助 教 授 室、合議室 . 待合案、更衣室、裕

室 、器械 索 、患者1m、準備室、手 術室 、標 本

索 、 直 ｊ ま 鋭 室 、ｽＮ 線 室 、 ｾ貝股衣室 、使 ｽｪｊ￭Ｂ Ｎ

物乾場智: 、

4 階 教 授 室、編斡室 、BIR接 室、箭師室、閲覧

主主 、香 節 、イヒ挙研究袋、組織研究室 、生母 研

究室 、細 菌 研究筆 、使 所生字、

5 階 1IiJI 物飼 育 案、7]( 械室等

屋 階 機 械紫

外 部 仕 上 外壁而 F イリ y グコート (i 炎背紋色〉

l J k付けイ 1: 1'.，腰廻 り人主主石塗小叩きイ 1: 1- .， : ;干窓

夜典型テ ラ コツ ｆ 貼 、 ｭ ヒ鼻モザイクタイノｾ 11占、

柱型 - r:t l凝干7塗 j先出しイ|・ 1-. ，: ; 千樋は illi 鉛板製尉

Ｑ はモノ ｾ ?ノL ｾ量 イヒ紘日地切イ Ｑ Ｚ t げ一部 F イノL J!I， 

玄関車寄 ｽ［Ａ ｾ｝Ｇ ｉ ｉ 廻し 木 事 ｉｕ じ 敷込 み 、 絵テラゾー 主主

イ1: Ｑ Ｇ Ｎ ， 手指等は御影 ｾｬ 石ＡＩ、 ｐｄ き ｻＭｉＺ t..，年寄テラ

ゾープ ロ ック化粧目出 、サッシ及 ドア ーは 「メ F

リコン J 仕上とす

内部仕 上 一般 の天井比畿は プラスタ ー2章一部i炎

色71<性 -， y キ塗、一 部 「バル ポイト J fili {J: .1'.、

二重火井の個所は金属米井板 貼、又 は 「テック

スJ l1} i. 浴F在、乾燥窓生手は l凶鉛板貼 とし 、 何れ

もインキ塗{ I : .t. とす 、床 は廊下病1=f . : 今大半 7 ロ

ウ リシグ プ ロ ック貼 一部 テ ラゾ ー塗研 出しとす

病 室 総 室 は各 3々同銀製ス !l 9 - :.- をJi}. てイJ : 切り

各仕切) 3. 8x3. 5 米 2 床を以てー単 伎 とし 、米 l t

ｾＷ ｝Ｈ 性 ペンキ 豊富 、 巾木 Ｒ 士床壁際 は テ ラ ゾー 、 床

は 7 ロウ リング プロック 14' ;、廊下には 「ドリン

キ ングフ ア ウンテ :.- J を殻〈 、 甲主主lユ前; ¥3.8 米

奥 行 7. ) 米 前面に柄 1. 5 米 の f y ラリウム」 を

附 し床は テラ ゾ一 、附添人候* 床は コルク 貼 り

他 は 7 ロ ワリ y グプ ロック 貼 、乙室 は柄、奥 行

共に 3.8 ;)ド:il 甘商に総選を設〈 、火井 、壁 、床 、

の仕ＮＱ Ｍ Ｎ 甲ｾ同様にして 、 各出入口ｷＮ ー に は聖路品 ｌ ｉ ｾ

宇L配達口を殻〈 、陥商住室は 梨県察 、個室共前記病

室主殆 んど同様のイ:J:卜ーに して特に陶磁消議め 設

備を施す。

手 術室 Y付 1: プ ラ ス ? - 塗 、股・(.':j 2 米 まで淡紋色

梨 地「 オパール ラ イト J JI占、床は磁器 タイ凡貼

とし 、外壁而はこ京 「サ ッシ」飲込 む

X 線 室 家 の周間放に 出入口扉は 4 粍 厚鉛板駄 に

して墜而は更にテック スを 貼 o 7]( 性 "y キ滋イJ:

_I -.床 はラパ リウム吸込みとす。 天 井は パルボイ

ト主主にして霊童生室 、ma索 、m，像室及係員集 に

区分す。

無 響 室 f昆凝土床の上 に 「コ ルク」 厚 1 nj をJ l i 込

み其上 に木骨車血組にて盤、天井、下地を な し混



ｩ 疑 ニ ＱＭＮ 壁而Ａ と 木 Ｇ 舟と の ｮｮｾ 震 は 木府を 充ＮｉｊｉＢＢｩ す。 天 井

J1&11. 板 政 り、 ートー に 「テ ックス 」 をニ: i f "¥J! li りな し

更に 「チ ヨグ ν ー ト」厚 1 0，[ をJh
1
i付 け 、5<. 床は

床 板 まで I ジゾダ ー コ ' ./! J Y ート J を打 込 み 床

板 の 卜に 「コル クJ n占な し更 に 「ラバ リウムJ

![ti 込 み音 響 遮 断 及 反容を 極 限す 、

議 堂 天井は「テック スJ J! li 1) 、壁 は 「 バ ノL ポイ

ド ｊ 塗 、 腰 ベ ］ ア板 バ ネ ノ ｾ J! li、完ま は暗 幕i装置 付

床 は 階段差文筆 府 技 付と し、一 部 床 板 張 り一 部 7

ロワ リ y グプ ロック J! li とす。

E存究室 天 井 プ ラス F ー塗 、腰 、床 、何れも白 色

凝 石 塗 研 出イ1: トーとす、 特 に 'E理 研 究 家に は床 而{

縦 横に排 水 併 を 設 〈。

ｬＡ ｾ￸ 書室、 食堂 地 階同en詩集 入口 は防 蝿 廻 特 扉 とし

食 堂、洗鱗 *今: 窓 は 凡 て 網 戸 を )i H しIl"}j t庖j司とな

す 、 何 Ｑ Ｎ Ｒ 階 に はノ ｪ 、ｉＧｩ ｾ￟ 普蜜を設け 地険と ｲ Y  7  

ト」を以て連絡 す 、食 堂 は 関 貝 、者 説 kii r1土附担保

入 用 の 三笠 と し 、目E勝 手: との )11] に 戸制l を設 け食

時 の保 ｩｾｌ 防竣 に世ｉｩＮｳ、 。 天 井はプラス タ ー 諮 り 、

腹は タイ J1. X はテラゾー と し、床 は テ ラゾー lT3

3除外埋 込 み 目地 切 とす 。

便 所 腰 高 180 料ま で 白 色 マッ トd< イ J1. J! lli . スク

ｙＭ ＧＮＯ は 錦 ｾ ￮ 製白色ピ ト ロ ライト 板 飲 込 、 床は

白色凝 石 塗研 Ul {1: 1:". と し、. I.l!、手; 川 使ffr は 男 、女

別 * の 中nnに汚室を 設 〈。

洗濯 物 干 場 西 ; N2 階部分 の屋 上 は 洗 i裂物干場と

し、 鎖 性 滋 に ロー 7 ' を設備 す。但 しパテベ ッ ト

高さ 2.5 米 と し 、 風抜穴 を殻 < c  

電気般傭

1 昇 降機

イ、人 員用ru: 力 「エレ ベ ーター) 1 基

型 式 全自 動 押 釦 式

積 載量 8 )() Iffi 

昇 降速 度 毎 分 25 米

「ケ ー ジ」 寸 法問口 115 糎 x 199 純

電 気方 式 3 相 交 流 20コ「ポノも トJ 60 rサ

イクル 」

ロ、 .IJ). 者後 遺 用 司t1J rヱ レペ - ? t - J 1 基 別 式

積 載 量、 定 力方 式 前 向 断

昇. 降速 度 毎分 20 米

「ケー ジJ 寸 法nn口 150 糖 X J 99 籾

ノ、、 料 理 品 用 電力 r Y  7 トJ

= 、動 物其 他用T4カ r 9  7 トJ

1 兆

l 基

2 照 明町 線 、吉井具

円 ｅ 管 は 「 セ ラチ ュ ープ ｊ の が ＱＡ Ｎ Ｎｬ ｍｩ ｃ Ｑ ｩ 干 と ｌ 、 か ｪｾ 匡

一 般は l プ ラケッ トJ を主 と い 外 に「ス l' y  

Y ラ ンプ」 用者申 込を 設 < 0  Mれ も 22) ポノι トと

す 。

3  ?U: 主主扇 JI]挿込

4 密 療 用関紙l

5 電 熱 配線

6 研 究ffi n験 用 問 線

ｾ ｅ 理 研 究然 、 イヒ，ｊｽ｜研 究 室には直流 ＱＱ Ｐ rグ オル

ト」 三三線 式 、交 流 220 rグオ ル ト」 箪相 三線式

忍 型開凶 器/士「タ ー ミナル 」 を設備す σ

7 各税"ifi}J-JJ 用聞紙l

8  X 線 J日間線

9  I'i E'o1i:盤t土分fE盤

地 情 句 集，V こrmm盤 を 設置 し 、地中「 ケ ープル J

に よ り引込み 、ヲー々 各 附 分?江撚 に主主る 、分 ?正終

は 「ハ・ア ネル ボ ー ドユ = ツ トJ J'< rテミ ネ ー ト

スヰ ツチ j を用 ひ針，x製 「キャ ビネ ット」内に納

む、

10 向励 切換 「 スヰ ツチJ

停 電 の 際 11 内野j 切換 「 ス ヰ ツ チ 」 に よ り訴 fli 池

又 は 向勃 起 "ifyJ 装 置 を 有 す る霊達也機の f S源 に 切 換

へ 制幣 交 換 察 、手 術 祭 、11/. ¥術 家の f江i'i!:に 接織 す 、

111 、'IW分は本部草壁電所 よ り供 給 す る 直 流 l 10r グ

オルト J のfl i 源 に 切 換」、 る袋 i丘と す

11 切換 「ス ヰツ チ」

事車 索 、 甲 車 、 乙 ｾ 、 廊 下 、 ｊ ｩ 官 ｮ 日 々［の氾 燈は各 階

者 談 締 室分 t L盤 の切換「 スヰツ チ」 に よりi ! f ; 脹

に切換 へ夜I I f J i 自宜照度を減 ず る技置 とす。

ＱＲ 遠隔 ｩ ｾ ｌ 度 測定装置

線、室 、講 堂、 甲室、 乙室、静 養 家 、 陶磁 個 家、

手術室 、 ｸ 線 室 、 Ｒ 士教授 家 には 測 地 抵抗 ｾ ｓＺを設

備 し 、 l 階看 護 婦 室 の壁 掛 用 抵 抗式指 示計 に て

随 時遠 隔温 度 測 定 をな す。

13  m気 時計

要 所 に は片岡及 雨 而 の電 然 時計を 設 け、 貌時 計

と して本部 天文 芸E糠 iV'時 計に 接 続 す。

14 各所 専用 危 鈴

15 患者 呼 lI:l}fl 標 示 梓

l 階看 護婦 室 よ り押「 ポ ? y  J に よ り総祭 忠清ー

呼出丹j 表示法を 、 又 2 階: : r1護婦:キ: よ り押「ポ F

γ J  I亡よ り{伊| 重患者呼 出 用 電鈴 を設 置 す、

7 5-



x  76 

物 乾

16 職 員 出 退表示号号、

17 1m信 殺 鮒l

イ ， ｾｾ内佐 官 官 、 Ｕ j問

口 、「イ ｙ ｾ ー アオ［，Ｍ ｊ

場

::f: 内11' 1 f イ ;，- 9' - 7 オ ンJ  23 側 、

ノ、 、 公 衆 氾 話

ｬ 階 ｦ ， ｾｮｬｬ 711. 2 階 廊 下に公衆' i 'tl 諮 慌 を 段 〈 、

18 越 前 針 2  ｾｴ＠

I t i 房鮫傭

f民E区民 主主式系主主暖房装置にして桃内中央汽綿 祭

よ り導者た るp，j Jn耳蒸気を減医 し て 各 祭放 熱器 IC

連 結す 。

給茶、 給 湿 級 備

各 軒li 向寺tf;( &_ ヒ ータ ー、 :. )t 浴 梢 等 に は 南 区 蒸 気

を供 給 u谷 併 に は 無 音 湯 沸 務 を、 1' . 1: 験停: 、 診聖書

然 、 消f'{古来 、 紛 幣 交 換 家 、手 術 街々 に は R7，K混

合 郷 を 設 置 す 。 地 階 ニ ヶ 別 に 「ヒ - '" - J を設

置 し 各ffri ，先 預 揚 ) t K手 洗空宇に j)IJ 系 統 の 問 符 を 以

て ｩｴｩｴ 湯をイ Ｇ ｪ ｾ 給す 。

給 排 水 衛 生 工 事

給 水 は 市上 水 道 及 構 内 巾 央 怒 井71<滋 mの 2 績 に

区 分 L 、 外 に 7 H主君主 、 f %吐 y，/F空宇用と して 厩 階 に

円 ｖ ｊ＼ 槽 ＲＱ ｊＱ＾ Ｑ を設け定ｾを以て供 給 す。

下水I ' : l : 各 宗 よ り地 階 般 に 照外 排 水桝 に 導 入 し 株

内下水主f ( に流 下 せ し め 「ヱ リ ア J の 一 部 は排

水 用 慣 例J ポ ンプ に よ り 揚水 す 。汚 水 は 構 内 主 情

i長に君主き中央汚 水 浮 化 械 に 沈 下せしむ 。

其 他 j，抗フド松 、 殿 内 外 消 火 栓 等 を 設 置 す 。 使sfr は

Ｗ ，ｋ洗式とし大使ｾＯｆには足踏型フラッシユパノレプ

3 階 手 術 祭

小倶i壁 掛 ス ト ー ルは向働I l ll 品ki)t i絡i装 置 と す 。 各

階汚: 毛 内 に I:l: 使 総 務 消 謀、 洗 総 得、 ス ロ ッ プ シ

ンク、 汚物: & 入装泣等 を設け 、 洗百際政に? 自主張 用

に1! t す。

共 他 、病 気 、 官事主主索 、侠U1i 汚 集 其他 各主計: の内外

壁 ｾｊｦｲ には 「レジス ｴｺ - J を取 付 け 各宗 の 向 然

換 気 を な し 、 手 術 家 、各研究r f . : 等には夫 々T12紙

f 7 ア Y J を取付け換主主せしむ。 外 l'こ瓦 斯設 備 、

洗烈乾燥設備j等 各 種 袋 l置を般世ii す

外 に

洗 濯 物 シ ユ ー ト

塵 芥 シ ユ ー ト

汚 物 シ ユ ー ト

工事関係者

設計* - 監督

京初帝関大』34管 終1早

課 長

主任技師

現場主任

f吊

泣 気 工 事等

蒸気: ; ¥1 ; 暖房工事等

給 、排 水 、] 0刑 者 生 工 高 等

jiIJ 話 lili 信 工事等

工事訴: lQ者

建 築 工 事 合 名 合 枇

現場主任

2 ケ所

l ヶIfr

2 ヶ所

大 倉 三 良11

内 l ! f I 忠

吉 岡 忠 夫

今 弁 務

藤 木 f古I

l 俊 一 太 郎

山 間 雄 二 郎

服 部 鶴 男

野 区l 市 次

武 中 伊 豆. 良11

竹 中 工 務 応

主主石邦 比 古



京 都 府 立 墜 科 大 卒 病 合 改 築 工 事 概 要

所 在 地 京 都 市 J -.京 匿 河 原町 油成 小 路 腹 lJt. 床「ボ ーダ ーJ I::: 温 色 人盆石田干出仕上げ術家

建 築 延 面 積 5294.3675 卒 方 米 。 活ー談締結所、休 息 室、彪 置 室 等 の 天 井及壁 は 「

建 築 面 積 。 ....ル コプ ラ ス ? - J 主主 りrt 木枠 等 蓬 檎製主主 全般

1・2 等 病 合延 而[ 鋭 3835.2075 平 方 米 }  ク リーム色 イン キ主主り と し床 1: 1杉板張り 三粍 厚

特等 IJAj 合 延 而i fJ 1  1361. 9600
1
1' - 方米 :  リノリユ ー ム敷告 、洗面I 所、 配膳ネ: 、f近所 、 裕

渡 廊 下 延 耐 ぢt 97. 200)  .'1'- 方 米 宗主宇は膝及床タイ ノ1 ｾ長り Ｏ主 人治石併出 ＨＱＺ 1. げ而i

各 階 高 3.15 米 ( 1. 2階〉 合 目rr 天 井 笠は「テ 7 ウオ ーノ・ J仕 七 げ /えバ ノL ポ イ

各 階 高 3.45 7転 ( 3・4階〉 ・ ド塗り。

構造大要 銭jめ コ ンク リート 迄 段 。 首

仕 上 外 部 腰 l 階 窓 下 に宮 凶 石 援 り上 部 L土 「淡 一般 設備ノコ{也 、 ナ ー スコ ーノL 、特考: か.1'卒:. &百合

制 色モ ノ. ? ノL 塗 り 」 目 地 切 り、
I  浮・ノコ 冷房装也生事あり。

内郊 廊 下床は「オ ー ク製 Ｗ ローリ ｹ グ ｊｾ 長り階段 段 計 者

はアピ ト ｹ 天井 ｬｊｴＮｾ ，主は 「 マノ ｌ コ プラス＿ - J主主り ｨｾ 栴府土 木 ｝Ｇ ［ＱＱ 工公認管繕係

日 本 赤 十 字 枇 京 都 支 部 病 院 工 事 概 要

設 計 者 式 副主1. 一 所 在 京 都 市 東 山 l品来初寺雀ケ森

施工者 合資曾最l: i，!;7Jく組 : 工事概要

構 造 l滋i甘i ｊ ＡＨ｟ 繊 Ｇｾ Ｑ Ｇ ￬Ｎ 昆凝土詑 :  外 部 ク リー ム色 F イノ. . & リソイド (J: 1.. 、内 部

階数 本 ｉ 官官 Ｕｾ 持Ｈ地下院とも〉体染 Ｑ 仏 ｪｗＴ 階Ｈ地 ｪ ノ、井J土壁、大部分マ ノl コ7 ・7 スタ- . & ? イ ルイ1:

下 階 と も ) 上 、床 、 F イノi 、 7 ラワ リユ ー ん ラ パ リユー

建 坪 数 3.762. 65平 方 米 :  ム、フロ ア リy グ ・プロック{ 上上 、外 部 窓/え出

廷坪富士 13，483. 631ji 方 米 。 入口 、建 具筑' 娘、 内 総 往 具 木 梨 、桜 1: 陸 緑 地、

銀工期 昭 和 9 年 10月末日 :  ク リーヵ- 7J f . 奇E ? イ ノL 赤十字寧赤色手I昔話陸掛け界

建 築 費 620. 0J O閥、設 備 、陸 閥 、装 飾、門 塀 築必 ; イノ. Ｑ ケ断 、 外 部壁面 ｩ に ［ｮｾＭ ｉ Ｍ 字ｐ，￭ Ｕ ケｊｪｊ￭利言語 掛

夜空手 は此 内 に合 まず 。 け ｆ イ ノ ι ｾｬｩ り 付‘

日本赤十字枇静岡支部病院新築工事概要

敷 地 面 積 5. 303平 方米 隔両ff ; 病NI

建 築 面 積 本 儲 1.577 fI 
J也 階 56平方米

隔 離 病 械
28 5 ρ  

階 285  fI 

建 築 延 面 積 本 fiir 2  階 285  11 

地 階 1. '720平 方 米 堵: 事量
J  4  fI 

階 1. 577 1/ 言| 640 μ  

2  階 1.564 11 
病 床 書 士 本 倣

3  階 1.564 11 毒事紋 三主数 病床主主

4  
階

477 11 
l 等 13 13  

塔 屋 41 11 
2 等 24 43  

計 6. 943 11 
3 等 10  88 

77 x  



構造大要

隔宵lH';'H車

l 等

2 等

合 計

3  3  

17  19  

67 1.6  

本官'if 病館共倣筋コ ンク リー トfE

外部{ 1 1•. 

正面・側 而 道 路 側 は 腹1fr 1i.石張上部i炎黄 色 9 イ

ル張、其他 心部分は腹人造石洗: . l : l し上部淡主主 色

色モ) t . '7 ) L 塗り 、玄関入口廻 リは テラコ ツF 張

各ｾイ上上概要

玄関踏込床タイル仮及大理石張、膝大理石張、

壁R 井プロケー ド{l : _ 1:.

l 階ー般待合浄・床 7 ロー リング プ ロック ・腰 タ

イル 張

ｾ 、 天井プロケ ー ド仕上

3 階態接家法院長室腰 羽 目張、上部壁紙娠 、高IJ

院長祭壁紙張り 、床は 何 れも リノ リユーム殿、

X 井プ ラスF ー塗仕上、病室は主 と して床 リノ

リユーム敷、附添人室は盤 敷、壁色 プラ スタ ー

塗り 、天井水性ペ y キ塗、 炊事袋 、消毒浮: 廻り

は床、腰人造石研出仕上大手術予告lJt..各科虞 1'l( 室

廻り は床、腰共色 F イノq 長り。

叡 備

各階汚物 ν ュート より 直接連絡する汚物侵却燈

大手術家宝象的燈用とし てノコ蓄氾設備、調剤l表示

燈 、出勤表示俊 、ナ ー ス コ - ) L 苦手の信重量装置、

其他大病院 として必姿 な各種設備あ り、援 房11

1昆71く法 に より 、又 深 さ おO 尺、 内怪 6 n;t 、3，0∞

石の草';l; 1j : を設けて L-. 水 道 と併用し てゐる。

工事工程 HFi 和 7 年 4 月 5 日 起工

"  8 年 9 月30日 竣工

殴 計 監 督 者 置劉建 築事務所

施 工 者 株式合量上大林 組

柏 原 病 院 新 築 工 事 概 要

位 置 大阪市 南極末古橋温3-J - 目5番地 パ

IH也面積

建築面積

416_ 17Zf- 方米

244. 28 11  

線延宋面積 γ8 1. 365 "  

内 葬 地 階 53.43  "  

l 階 244_28 If 

2 階 244.28 "  

3 階 232. 53 "  

塔 屋 6.785 11 

外 に 鈴 肇 11- 75  "  

構 造 銭 筋 コシ タリート

外 部 仕 上 正面タ イル 張り

内部仕上

玄関墜特 製m，? イノι 、床 モザイツク タイル、JI;-

ＰＩＩ 他廊下 Ｑ 士各か ｊｾ 竪汰ベ井はプラ スター中 塗り

仕上、71<性 ，， =--' キ仕 1-_，手術家、分娩室は床昼E

ｾ Ｑ 色タイル張、 天井プラス ｆ ー仕 上

媛 房

各 ｾｩ ｉＡ Ｗ Ｑ＼援房

衛 生

71<洗式汚水湾化装置

換気 装 置

各室自 然換焦とし特 に病手: には 窓 ヒ郊 に無双式

換気孔を設 〈

叡 tt 者

村野建築事務所

施 工 者

岡本工務庖

大 阪 市 立 刀 根 山 病 院 横 張 工 事 概 要

f立
置 大阪府豊能郡脇田村

内諜 在来分
420人B

起
工 昭 和6年 12月20日

減張分 330人

娘 工 昭和9年4 月
建築面積

敷地面積 115，500平方 米 建 主 "
10，461 zf - 方米

収容能力 750人
延 均i 22，604平方米 〈但主 な るも の〉

X .7 8  



内i烈 ( 本年5月盟主本 ; r 参mu

構造 及i ! rr 室

本 館 l士銭筋「 コ Y ク リート J 法 一 部 地 階 附 3 階m

1件j倣は俄筋「コ' . / ? 9 ート J 透 5 階 建 、建 物 外 部

は1' "，色「セメ Y ト」掻 ] 荻仕上、 内1総監天井は「 プ

ラスター J 塗 仕上 、床は 一 般 に板 張 p 、 廊下は

r.". グコル クJ 床仕 上、窓 面 積 を 特 に多〈して

明快 な る 感を奥へ 、 が ｪ 館東端 に は ｮｬｬｭ Ｉ Ｉ ｾ 提 出 休

養 ! キ: を各階 に設け 、総 尚 子iHえとな L ， 日光浴を

然 ね て 遊 歩 、休 養、積書 今の使 に制/i へて ある 。

路 段 備

給水は敷地内 に 設 け たる深さ ＱＵＰ 米 ノ Ｉ ｾ Ｚ ｮ より

供給し 、其 他 給 湯 設 備、蒸気波局 、 J じj折、m主主、

危 熱、電 気 時 計、7立話 、電 鈴、 消火給、f.I降 11!

( 人弁 111 、 f島、者用 〉ノコ諮設備を先日{ j 。

おむ沼l ｾ 手Ｎ に は ｪ 先持軍総ローラ一 、 的、若手釜を設 け 、 炊

市場 に ｉ ｈ ｉＮｾ 以後 Ｘ 、 洗脈問 Ｔ を殻 〈 、 ｴ 史 ｭ は凡

て71<洗式 浮 化 装 i丘を施 し、盤 技 /1 ( 汚物川 「ダス

トシユー トJ 8  ｾふ別 に ＱＡ［Ｇｩｾ 長焼却悩を設〈。

阪 計 者 大阪市 土 木 部 位 築 課

大 阪 市 立 刀 根 山 保 養 所 創 設 工 事 概 要

f立 置 m且山 病院北東隣接地

綬 計 者 大阪市 土 木 部 位 築 課

起 工 昭 和8&同 月 7 日 竣 功 昭 和9 1'ド4 月

収容能力 l∞ 人

敷 地 面 積 2，754卒 方 米

建 築 面 積 建. l i l
i

5 38平 方米

延 坪 1，647 11 

内2事 t，<i 館 建 坪 385
2
p. 方米

延 坪 1，435 11 

附 随 館 建 坪
148  11 

延均i
207 '1  

渡 廊 下 建 主F
5  11 

構造、仕上及置E室

ｊ 件 ｊ ｾｦｲＧｪ 銭 ｩ Ｚｍ コ ン クロート」 法 Ｔ 階建 、 刀娘山 ｨ＼ｩ

!(主北京隣接敷地内山腹を関 isli して建設し前面 に

!炭火 なる民闘 を'Wr へ、窓 は採 光商f貨を特 に大 な

らしめ 之 が ため雨前廊下 一部は i燈tl となる 1滋骨憐

治と な ってゐる。

仕 上 Lt 外 壁 Iニ「セメントモ J t.?l ノι 」仕」ニ・ 内 部は

一般 に漆喰仕上 、腹立Eは布 張り「イ イ y トJ 仕上

床 は板 政 リ。

Ｑ［ ｦＮｊＡ 濁 ￭ｴｾＮ よ 木造石 綿「 ス レ ート ｊ ＳＺ￬ Ｚ 2 階 建 ( 一 部 平

場{ ) ｊＢｩ￭ｴｾ 北Ｈｬ ｉｉｊ に 隣接 し 渡蜘 ｆ を以て中 Ｒ 階よ り

がj 官官 1 階 廊 下 に辿 絡 し、外 部 lよ防腐舟IJ2士「 イ イ

y ト 」 塗 仕 し 内 部 lま概ね「 ペイ y トJ 塗仕 上。

同 仁 病 院 新 築 工 事 概 要

位 置 阪念安塚線3豊中住宅 地

建 坪 56. 14 坪

2 階 50.∞

地 階 7. 00 

宝 章 工 昭和9年6月30日

殴 計 監 督 阪念 Ｇ ［ｭ ｾ 設 地所課

外 観

三子Hi!l: S 観 閲 銭 J L葺告 、外壁は ，:，色 セ メ ン ト粍l

而{ 上 1-.，窓蛇肢は人造石洗出 、窓 枠 は然 倒 色 ペ

シキ仕上。

木 造 2 階 建 地下塗のみ銭筋コ ンクリート遺

内 郁

夫弁 ケ ンテ ツキス 水 位 . ，ン キ仕 上

喰 7 ・テスター 7)<性 ペ ンキイ1: 1-

床 俗緩 7 ロアリ ング

其 他 木 部 ペン キ仕上、

手 術 案、泊、議集は壁2え床 F イノι 張

般 備

ｭ［ ｾｾ Ｈ 妓ｊｉ［装 ｲ｡ 、 浮 化 ｈｖ

本 工 事 は 郊外令 に建 て るノj 、J，'l !t - i : 建築とし ては nJ

成り研究され玉里t! に泣いも の と忠ひます 、小さ

い乍 らも内科外科の総て の設 備 をもちノj、がj 告も

十 ケあ り非常 に 7 アミ リイ ーな感 じを奥 へ まず

それ よ りも坪省り 120 側 位 にて出米得た事も設

計 者の五奇心 もありました 。

7 9'  x  
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5 階 及11霊 階 卒 面 圏

4 階 卒 商 圏
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園 田 園 圃

地 階 卒 面 圏

京都喬園大皐醤車部附層醤院耳鼻咽喉科教室

施 計 京都帝国大患営繕課

設 工 会名曾社竹中工務1苫

1  

8 3  x  



"  8 4  京都帯園大軍醤畢部附属醤院耳鼻咽喉科教室

，¥， .噌 〆

｜ ι Ｎ ｾ＠

4 階 平 面 圏

一一一ー「

3 階 卒 面 圏

一¥ !  

2 階 卒 菌 園

役者十 京都帝国大祭壁繕課

施 工 合名曾社竹中工務庖
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x  8 6  
日 本 赤 十 字 社 京 都 支 部 病 院

1 階 平 面 函

地 階 平 面 図

ｾ＠

設 計 武 田 五 一

施 工 会 資 曾 社 清 水 組



。一

3 階 平 面 画

2 階 平 面 図

日 本 赤 十 字 社 京 都 支 部 病 院
8 7  x  
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@  

2 階 卒 面 薗

x  9 0  日 本 赤 字 十 社 静 岡 支 部 病 院



① 

日
叫

r

」

い

い

目

日

醒 圃

旧

4  ｾ Ｎ皆平面園

隔離病練地階及 1階卒面圏
隔離病棟 2 階及屋上平面薗

日 本 赤 十 字 社 静 岡 支 部 病 院 震空 襲式曾写生大椋喜 91 x  



地 T 笠

t也 階 卒 面 園

x  9 2  柏 原 病 院 ( 大阪)

1よ ュ. ?官

3 階 平 面 園

2 階 平 面 圃

1 階 卒 菌 圃

殴 計 村 野 建 築 事 務 所

施 工 岡 本 工 務 庖



園量配所義保: A . 際病山根刀

締
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平

面

図

大 阪 市 立 万 根 山 病 院

げ 病

.fi 

震空奇阪n昔河建築喜 9 3  x  
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園

病
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喜容
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i  LLIJ-

x  9 4  大 阪 市 立 万 梅 山 病 院

者為

』符

殴 針 大阪市土木部建築課

施 工 池 図 勘 議



病 館 第 1 期 務 2 期 工 事 2 階 平 面 画

病 館 第 1 矧 . 2 期 工 夢 1 階 平 面 圃

大 阪 市 立 桃 山 病 院

設 計 大阪市土木部建築設

施 工 浅 沼 組

9 5  x  



3  

x  9 6  大 阪 市 立 桃 山 病 院

病 館 第 1 期 第 2 期 工 事 5 階 卒 面 圏

病 舘 第 1 期宮古 2 期 工 事 4 階 卒 面 園

病 館 第 1 期 第 2 期 工 事 3 階 平 面 園

政 計 大阪市土木部建築課

施 工 漫 沼 組
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前 究 室 2 階 卒 菌 圏 ‘M 喝氏、，

ーーーー ーーーーーー』ーーーー』 ー』ーー一 一ーー一一一一一一一一一一一一- J J J ・

E時 究 室 地 階 平 面 園

大 阪 市 立 桃 山 病 院
需型 奇阪市土5部建築語 9 7  x  
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大 阪 市 立 桃 山 病 院

. ・、

病 館 第 3 期 工 事 立 商 圏

前 究 室 .4階 平 面 園

椀 究 室 第 3 階 卒 商 圏
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農村の 「ヘルス・ステイシヨン」

新 名 主 主 抄

農村の瞥療施設は現在極めて不完全で 、僅に存在する開業障も信頼す るに 足る人達は全て都合に奪は れ

技何の史ｾに於ても 、 設備に於ても不満足極まるもので半俸することを ｩ 徐ｼ誌な〈されて居る有様である。

:j( の抜率は Rural He alth Stat i on e してレコード誌 7 月抗に /:1: ¥て居? こもので 、回闘に於ける陸出設備

の不完全を救はんf誌の試案として、建築家 Howar d T.  Fi sher の提唱せるものである。

今日農村問題は 1 つの大きな批合問題として、営局をはじめ各方面共その解決 lこ苦心して居る有様であ

るが 、 農村経済の根本である農作物の倒絡の問題 ｬ っすら 、 米 ＱＺＺ 安全なる劃策ｾ見 出し 得ない現献である

から. この提案の如きものが我農村に白現せられるのは果して何時の事であろう。

唯認に注目すべきは、大都市の結核療養所が保護所、診療所等との聯絡に於て大略こ の提案に類似 し?こ

鵠系金作りつ〉あ ると 言ふ こと である。

一診療所〈般症又は待機患者〉

退 院 一 保 養 所 一 療 養 所- 1一方 抱 負

一一般密家

最近放送協合 より 毎年政府に納入す る金額の各府腕への割賞金を結接療養事業費 に使用することにな っ
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てから 、診療所、保養所等の設備は年 k に完備すること〉 な るであらうから 、上の如き系統が上述のJ ヘ

ルス・ス テイシ ヨン」の如 き鰭系になるのもあなが も遠 い将来ではな さそ うで あ る。

「ヘ ルス・ス テイ シヨン」の組織は次の3つの単位か らなって居る。

1. 基 本 単 位

附 近の位宅に看護婦を祇遣 し、健康相談と診察 と及舷急; の蕗世を取 るのを目的と す る。こ れは l 人

の留者が定期的に診察に廻 り得 る範図を 1 医剖 とし、 そこ に 1 箇月J f を置 〈。

2. 中 間 翠 位

基本単位の施設の上に 、入院又は 1よ欺観察の矯に 3 乃至 5 の病床{ t > 有す る。こ れは数個の基本翠位

の中央 に位 し、 各基本皐位 より 自動車 にて容易 に到達し得 る距離に置かれる。中間単位は叉 1 群 の

基本単位に屈 する 留者の本部 とし使 用され る。

3. 中 央 病 院

小規模の病院 として の全ての設備を具備したも の 9 乃至 10 位の病床を備へて居 る。基本軍位及中

間車位のノj 、設 備で 手に齢 るJ忠者は全部 こ〉に遅ら れる。

各 iil 位 は村の 人口 の増加lやその他 のt条件の鑓化に 依 って、将来蛾張叉は移梓等が容易に出来 る様 、極 め

て簡 寧に設 計 さるべきで あ る。

順次 に各車位を研 討す るに一一ー

先つ' 基本車位は大略 次の如き 設備を有すること が必要である。

1. 健康相談 、診 察及際念 手営の設備

2.  看誕婦及産 婆の矯の居 室

3.  患者の待合

試 案に示 されに卒商闘( 第 2 闘) を見 るに 一一

1. 玄関一一気候の温暖な地方では省略さ れてもいい

2.  B ! ! i 接室ー看護婦の居室 と、診察時 ll i J 中は病人の待合室と を粂ねる。続的子は取附けとして もよい 1J. 1; 援の接選

にも車専用出来る様に設計 してお く。

3. 澗斑場 - 8，密接室 が使用出来ない場合に、看護婦が食事が出来る程度の Jf1iーさが必要であ る。 J

4.  浴窓一一浴梢、 シャワ ー、洗而日正、使器及キ ャ ビネッ トを 官ii へる。

5.  宥 ｚ 袋町。隣室 一一 作 り つけの衣袋戸棚を 有 す る中目 ｾにｬｉ￬ｦぃ郊慮 、 必 要ーに Ｖ ＡＡＮｩ じて ζ の祭が浪者の ｦ 局窓に使用せられる

場合には、清J l t<婦は HI.! 接祭の終的子の卜ーに終る。

口

第 4 園
第 5 園

x  1 0 2  農村の 「ヘルス・ステイシヨン」 建築家 Ho war d T .  F isher  



6. 健康相談及診祭主主一一片 隅にカーテ y で仕切 られ る盟主衣揚を取る 。 家具には診祭率、更衣箱、] 反附けの研究主主 〈

流し附〉及書類掃し 、mHm器具及薮品 入 等のある机が必要である 。

7. 廊下に面 して リネ Y 給 及 薬 品 箱、

8. 地階を取らないで小型の正 ｬ 働力日勲袋泣を廊下に取附 ｬ す 、 ｴｾ と暖かいｾ綜とを供給する。Ｈ但 、 χｷｲ や石川ｾｾ事が安〈

得 られな い地方では 、 ζ のプラ y は多少の修正 が 必要である 。〉

9.  自動車 1 ; 哀を容れる J' !I Wが との建物 l亡接 し て 建 てら れると f!li利 であ る。自 動 車 を利用出来ない様な溢境の地 で は

鞍2え飼料装置容のついた厩が必要でもある。

第 3 闘は基本軍位の襲化型で最 も経済的に切詰めら れに盤療施設の例で ある。 第 2 闘の基本E州立は更に

之を切詰め? こもので、この鐙化型に比べて床面積に於て約 2 8 %IJ 、なるものである。

第 4 闘の中間単位は 、前述の如1< . 基本翠位の施設に加ふるに、 3 乃至 5 の病床を備へ? こものである。卒

商を見るに 、基本軍位の廊下を延長 して建物の後部に寝室を建精 しにものに過ぎない。こ の建上舎は必要 に

臨じて後からでも出来るものであって 、こうした駄にこの システ ムの l つの特徴があるのである。

闘の如〈 寝室 を配置すれば 1 つは分娩室と して使用出来る。若誰婦が 2 人必要な場合には( 例へば 1 人

が訪問看護婦の場合の釦1<. ) 、病室の 1 つは訪問看護婦の室 に使用することも可能であるし、叉場合に依つ

ては向室を建 て増すことも出来る 。

第 5 闘は 中間車位[ の費型で基本単位の費型に幾分の襲更 と附げカ11へ を施して多少鎖張した例で ある。

これは普通の中間車位 に比べて 2 つの寝室が増加し? こことになって居る。そ の中の1つは袋菱を2つ置 き

得る庚さを持って居る。五所は胞{接室から分離されて居る。

最後に第 6 園の中央病院であるが、中間車位の設備の上に次の如き方面設を具備する。

1. 9 人乃至 10 人の患者を収容する段侃i

2. X 光 線 隻

3.  i ' 向、議室附手術室

4. 手 洗 揚

5. 調 理 場

6. 看護婦 l 人分の王象台I l i室

7. 勝 手 口

この中央ー病院は最初から中央病院 として建築せられでもよいが、基本単位及中間' i j ' l . 位を蹟張すること に

依っ ても得られる 。前八ば、中間単位 に病室を増築し、調理場を X 光線室に費更すると中央病院となる

わりで ある。

第 6 園

農村の [ へルス・ステイシヨン」
建築家 Howard T. Fi sher 103 x  



病 室 外 翻

x  1 0 4  ( チエヴコスロバキア ) モ ラ バ 保 養 所

全 景

フックスの代表的作品としては、 プ リ

ユンのメ { レン銀行、山麓 にあ るマ サ リ

ツク女皐校。公衆浴場等であるが、此の

療養所も彼の 傾向 をよ 〈表しに もの〉一

つである 。

此の昨養所はチエツコ ・スロパキアの

ロムニツツの近〈 にあ れ 111のよluti 而.

棋高 900 米の高所に位 してゐて 、非常に

景色の好い! v r である。

メーレン土地生命保険含祉は . 加入者

のために共和l問の各所に出養所を設げて

ゐるが 、 「モラパ」療養所はその中の最

新E つ段大の ものであって 、懸賞競技の

結足、フックスカ; 設計する事 となったの

である。

敷地は 1ぜi和地であって 、地下ノk が非常

に多いため 、敷地の四国に排水慌をめぐ

らし . 全建築{ t > 防水餓筋 コンク リー ト板

上に乗せて防水を充分にし1: 。

建物は住居部 と枇交部に分れ、 4 階土J t

の住居官官 には 2 つ叉は 3 つの民事をもっ

室が 90 あっ て その 中には 8 つのアパ ー

トがあ る。眺望及 び 日光浴の目的を以て

建築家 Bohuslav F uchs 



ゲブルベ‘ ソドの病室

各室 には 壁 - (まし、の窓と 、 その外

にバルコニ ーがあって 、之が住居

部の外観の特徴をなしてゐる。枇

交部は 2 階建で 、 その外壁は全部

ガラス壁、而もそのほとんど全部

が完全に 開放出来 る。I止交部は主

館錨筋コンク リート、 位居部はオ

ランダ式構造法、煉瓦壁は内面を?

全部コルク i阪で覆ひ 、保温 、防音

の目的 にはへラク リート 叉はコル

ク板を用ひ? 二 、テラスはアスフア

ルトプロック敷. 市土交官官の床は暗

色オ ー ク及びゴム張 、壁はプラス

ター又は漆唯一部サルプラ張、;暖

房は温水による。

(i¥l oderne Bauformcn 誌 より

本多 I E滋〉

シンゲルベヴドの病室

(チエツコスロバキ 7 ) モ ラ ハ 保 養 所
建 築 家 Bohuslav F uchs  105 x  



断 面 国

図 画 面

x  1 0 6  (チエツコスロバキア ) モ ラ パ 保 養 所

@  

ｾｾロ ・
ｾｾｾ＠
.  ;tg.;tg 

地 階 平 面 園

建築家 Bohusl av F uchs 



外 観

....L...I園

田「

γｅｾ ｾａ ｓｓＧ＠

グレーフエン ベルグ温泉の古い湯治療養所を扱

張して近代的の療養所を設げたものであれ奮館

は将来新館主の調和を? とる fこめ 、 もう 2 階以上に

つぎ足す事になってゐる。

丘の斜面に建 てられて ゐる奮舘の l 階 には各種

の浴柑があり 、新館には l 階 に事・所、共他讃書室

書物室、阪接室 、及び大きなテラス 付の寝室があ

る。

。l oderne Bal l for men 誌よ 宮 本多i E j l l )

ズ ー デ テ ン ホ 7 保 養 所 i曾築

て二二二二: 百二二二て二二二

判ALL'

1 階 平 面 圏

建築家 Dr. ! mil 工ev 107 x  



新館西南隅休息室

x  1 0 8  ズ ー デ テ ン ホ 7 保 養 所 増 築

代 表 的 病 室

:1 7 アも 議誌と

す るおが出来る

内お ・精神科 ・新陳代謝

機能病問密療パス

建築家 Dr. Emi l  Leo 
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1 ・2 及 5 階卒面園

( アメリカ ) カリフオル= ヤ臨床研究所

川 町 叫

一

同一

…一 …

建築家 Wi l l i am C. Hays 109 x  



背 面 外 叡

6 階 歯 科 手 術 室

カリ Ｗ オノ ι］ ヤ大ｩｽｾ病院と聯絡した内科及歯科の臨床研究所である。地上 Ｗ 階建地下 ｬ

階 建 で、各階は夫々カリフオノレ= ヤ 大事 病 院のtl<j ; ; f : に連結して居る。勾介三内科 200.COJ 入 、

抱 科 60. 080 人の外来. ' ，也者が i診聖書を乞ふと ー言』、 、6 階 及 7 階 が 歯 科の研究所で 、北 似IJ の窓は

巾は性から柱まで、 高 さ は 天 井 まで 一杯 に闘かれて居る 。

外部はコ ' / 7 リート の た に 防 水 性 コ ' / 7 リート・ ペ イ y ト塗 、 内部は錦織のI:Uft に ラス

1民プ ラスダー主主エナメノ， '(J: 上、音 響1放牧 の必要ある場合には鐙天井共吸音性プラス F ー塗、

待合% : 及手術集床はゴ ム F イル 、7. 1<使! 日の' f f ;l所は剰l薮 掛 タイル 、仮UfrfIU仕 切 は 大 理 石、

特 殊 な 用 途の官官尾 Zkf弊古IJ 郊 の 令 部 は 腹r1h薮鋳 タイ ル援、屍は 東部産のホワイ ト・ オ ークを

ステイ y 塗ラッカ ー仕 t 、 床の 大部 分 は V 厚 の軍艦用リノリウム敷である 。

ＱＹＳＳ 年 Ｗ 月竣工 、 工授は家具 、 リ ノ リウム 、 照明君器具 を 除者約 ＴＵ ＰＮＰ ∞ ｾｉ Ｚ 。

( Al' chi tect ural  Recorcl 誌より 新名積夫〉

x  1 1 0  ( アメリ力 ) カリフオルエヤ臨床研究所 建 築 家 Wi l l i am C. Hays 
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9  )'] 21 日の車l ' I突企nとして 闘西を製つに民主風は買に思質な もので連日新聞紙によって幸lH1f

され1=るが一如 く大惨符を興へ?このである。 l波利1のみ にでも 死者 2，000 、責傷 25，000 /: fiヰせ

られ損害見積50{む同 t 云はれてゐる。此の悲惨に遭遇して我等業 主? 建築 lこ承り1 = る者は精

車111に共の被害対犬況を明察して従来の建築物の欠陥を見究め、以って 此の災害を |年ぴせざる

様 向後 を指導 する の義務を有するものであるから誠 に研究の絶好機舎を興へられに事を心

私に喜ぶ もので あ る。

被害の賓地調 布に就いては時 を移さ す・各地より 専門大家が溶接に n[異ない程陸績と して来

阪され るあ り. 被害地の府市の建築課 では炊き出しを明りながら夜を日についで涙ぐまし

い附'i年に奔走 される あ り、 叉我が 日本建築官fj 舎でも直ちに常設災害委員を総動員して被告:

地を精細に m見察 して ゐる。之等の研究は遠か らす・夫 k の機闘を通じて程表されるで あら う。

何れも斯る 惨筈 を再び繰 り返させゴる 目的の矯めに極めて傘 いもので あるから夫等が一日

も早〈印刷 lこ附し蹟〈廻附されん 事 を渇望するのである。

被 害の 中心に現住してゐ 1=一委員 として今回の災害の糊l絡を誌さ んに . 先づ風手? と 7k害

-t に阿別して か〉らねばならぬのでi Y，るが、 7k容は股rJ 員によって起る 1/ 高潮1/ に原因し1=

も の Ｎ即 ち策 ｬ｡ｽｾ Ｎ f.j;¥f] 風 中心の移動述ブ J . 風 向 と海岸線との闘係等によ って常水面が急脱し

共の水力; '!，q l 込む被 害で ある力，ら建築的に見れば大分専門外に亘る事項が多 い矯め に主 と

して 風 そのもの= 被害を述べ? こいと思ふ。

2蓄併の気 象 ( 大阪支廷に聞く ) 前 日 琉 球 よ り九 州 南 端 の東 海に主主し た殿)f，¥の rl .1心は其の威力も利

点 へ其 方 向 は ｾ ｾｾｬ 後滋より中関西部 を 抜けると思はれた もの で ある が 夫 が 次 第 ｬ 亡 風向を東寄りに縛じて

土仇南海 に 的ｾ ， 時 11紀 州牛ぬよ P 伊勢 湾 I'C U: i るものと推定された位であっ たが、再 び北向 に締じ

忽ーに紀淡海峡 に入り、而 も極左Ls. rl" 心 街 皮 も 共 の速度も次第に強烈とな っ て大阪務より大阪 に上院 し、

その丙北部を京都北部に走 り岐阜 の山岳地にて大分勢力を殺れつ λ も常 山 を佐 渡I中に進んで行っ た も

のらしい 。大阪に於て は午前七時過 よ り)1，¥次 第 l'こり民 くなり銀座 は 〈・ん〈・ん下りすri め七時間十分のラ ヂ

オ気象油、rf<に中途で停危 の銭 め に 聞 け な か っ た o ｩｊ ｬ ｬｊ候所では八時 三 分に は公 ｾ 715，6 粍 、 風速 2ヲ.6

米 Ｏ 秒を示 ｌ 、 その時間所内の ￦ ＺｴＺ ｴ ｾ 書倒れて ｊ＿Ａ｜ 辺、百 ｊＭｩを政接して ｻｊ 舞ったの で ， ｉｴ の 後 の 風速 は 記録されな

いが大砲 40 米/ 秒と推定さ れて ゐ る。 只 1!{1!N言I'fてよれば最大吉正法 ( 1舛r: n風速 ) ( 油常云」、風速は 20

分l i ¥l卒均の七掛を 採 って ゐ る〕は 60 米/ 秒であ った I].i: は記録されてゐる 。 風向 は最初北1 .0 の* 風に

始まり西?年り の南 )!，¥r.:: 終り西荷風の l時Ij 1;，¥の最も iれ しかった時である o ｧ ｬ ｾ は ｽＡ， ｜ 雲によっ て 甚だ暗＼ ｉ［ｾ＠

は ｝ｌを 飛ばし 耐 子を破壊 す る の で 窓 越 に Ｓ ・ Ｏって居 れない ｦ ｾｌ であっ た がｩＱ ｊＧ j'j: ｬＺｬｊｾ ろ 少かった。

前 記の極 左 ｬ 凡中 心、 修動の 方向 が 車事々 したｾめに ρ 大 阪製 ぅ ＡＨＢ の 断定 が 遅 れ た とと 、 叉 そ の 中心、 が愈々

大阪に向いて紀淡海 峡に 入 った時は午前一時で其 の無宿が 大阪 iJll J候所 に到着 した の は夜 中の二 時で聖子

1  15 x  
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手11が炭〈 市 民に原 かなかった 事 l士、 どの建 物 が 危険 で あ る と か 此 の方 商 が 浸 水 す る と か を 殻知 し な か

ったと同様に遺憾な事て・ある 。

高潮 と 美 の 被 害 高 潮 は殿 風 に 附 隠 す る 事は云 ふ;主 もない が 其 乃高 さ は 今 度 の場合で( 760 ー715. 6)

X 40= 1. 776 米 であ る 事は一般式であるが 、今 回 は令 〈特 殊 的 の も/) で未だ詳で ないが 4 米 近 く7ド誌

を; l s ' したも の と思はれる 。 阪市1" 日] の海 岸 低地 一一 人 工 的 出 立地 J ) 殆 ど金7絡が浸水し之に拠風 の1J が加

はって 約 1，500 の流失家屋 220，∞ 0 の浸 水 家 屋 と 多 数の溺 死者を ll:l し、( 内務省及大阪府後表2ヲ日現

殺〉失ひたる家則 、 田畑 、軌 道 、道 路、橋 梁 の流 失 等は1まに惨慌たるも のである。特に此 の浸 水 地 域

は阪紳問 のm要 工 業 地 幣 で あ っ た おは非 常 な 損 失で今 回 の直接t ! ' l : ; ! f 総額 3 位 闘 と も 云 は れ、又 1: 1] 接 拐

容 を 加 算 す れ ば 50 億回! とも云は るる線級i %の大部分 は 此 の7l<告・に よるも のである の 土 地 合 祉の被 符

は務来 に亘 っ て叉大 きなも のであらう と同情される。 叉 住民 の彼 符 か ら見 て も 産 物 倒 援 に よるも の よ

りも此 の水 害 に 苦 し み た る 事 I j 其 乃限 災民主主か ら見 て もお1失 額 から見 て も亦哀れさから見て も遂 に大

きい の である。落し ｾ 守 来 共虫色 風 乃 望日来 するも の とするならば此 の Ｗ Ｉ＼ 膨 に 針 す る何等か の 施設をなす事

は 最 も 緊 要な1'; であると しみ じみ感ぜ させ られ る。

関 風 に よ る 一 般 被 害 七 時 五 十 分 頃 電吟 が泊、減した ので あ るが此 のI:TU室電線( 高膝線の生 折 、危干t

の倒 れ 、電 線 の切断さ手〕が破撲 され た のであらう 、fiL事 は止 り 電話 は1mせ' ず、海水道も ] L斯も 出で ず

工場 が動 かず 、 人々は ど ｼ と 援 の 市中に ￭ Ａ￭ 役するか月号ｾ、 の 室内に傑ひ 、 総て の Ａ ｕ 匠活動 は 中絶さ れ た の で

ある 、電気文明 i土- 1Wlir: Uの夙によって級抗されるかと思へば都合も情 ないも のかなで あ るが、朝 日 新

聞肩上の 如 く自家周波危機を見 ては 考 へ ざる べか らずで みる o ｾＺｬ ，ＧｬＺ 殺は ｆｦｲ によって翌日 、 遅 くて Ｓ 日自 に

は大分 鮎 鰐 さ れ た けれども 慰111線 の彼恋は旬日 の見込は 立 たなく地に よって はとドヶ 月 を要すると も云

ふ 。 電 銭は 一週 間 にして 会 線の開通を見たが何れも仮工事である 14は云」、まで もな く、要する に夙に

伴 ふ 第 一 重大被弐: は電 力 検主主 の故障 である。走 に よっ て 経 済 界 も 著 し く費動 された事は 日と共に明瞭

になるであ ら う。

農 作 物 の被 -，芹は云ふま で もない本であるが船舶 の被存も亦? と月しいも のである。 山林 は元 よりである

が街 路樹庭問境内 の樹 木の例授 は その仔IJ 壌 に よる建物の石直接も 亦 多 か っ た 事 は 京都方 而 で は 特 1-こ阿武

つ。 11)" 般の倒壌は見苦しい もの で あった o • 

建 築 物 の 風 害 は今後多数 の郭 門家 から綴々焚表さ れ る所であって 、本 誌でも 来 月 特 斡 され る と い

ふ か ら夫等 の貴重な 報特 lこ侠つべきである が、大骨量を 云」、 ならば一般民家 l:t f'1D Lの飛ばざるもの は所

どなく煉り漆喰を mひ針命 lヒめとして上瓦を 別 ひたも のは 無艇である 。精 子は寸 法の大なるも のや 扉

の ガ F ガF するものやパテ止めせ ざ るも の は風で破壊され: j t 他χ 等 の飛 散 物で や ら れ る 。 新 〈窓 が 破

獲 さ れ る と 風 が 建 物 内 に吹き 込 ん で 家 を 浮 かし之 を押 し倒すに至る 。 軒出 の深 い ものは事干 に風 が 字 ん

で 建物を i浮かす。会寝家用t 7，381 、今 唆 15，696 と大阪 府紅舎 課 が 大阪府 下 の 2守日現住を幸運表 した 令

撲は都合地 の 工場 と 朽家及 Ｑｾ 村 一 軒哀が多い事と恩ふ 。 第 三閥 民を容れる小拳校 の例 壌が目下 枇 舎問

題となってゐるが 、 尋 Ｕ 校建築 の倒 壊 Ｑ Ｑ 建築 の 新ｾを問 は ず府ぃ校庭を待ってゐるｾめ風が弧〈而もそ

の 風 の 逃 げ 場 を 遮 る 様 な 校 舎の聞 置 であ る と か、文 部 省 の 規 程 によ るが校 舎 は 一 方廊 下であ る ζ と と

軒 高 が高 いこ とλ か、設 計 が ま づ い とか、施工が慈い とか、工 事 裂 が安過ぎると か新築の際の監 督 が

行 者扇 かぬとか 、 年 々の構 造 検 査 を 怠 っ て ゐ た とか 、木 材の腐 朽 に無 関 心で ゐ たとか・ ・・の論議であ

る。 1!t 際 之 は 我 々に とって は重要な研究短目である 。議 論は別として倒援 現 場 を 見 る に 風 上 に あ る 柱

の 納は折 れ な い で 土 護 か ら抜 けてゐ る。 之 は 桜1J による怨物の篠みと学んだ風の浮力とに図る事を示

してゐる の である 。原級の早〈事IJ ぎ去られた建物は倒れ ず 朽 ちて ゐても柊柱で大事なかった例は多々

倒 れ たものに搾 tt や相 対な1Oi;全イ1: 切の なかった事は勿論 である 。要するにかlれたのは風は強かったの

であり 、む: 拘は弱かったのであ るか ら今後新築する場合は 、 如 何にし て耐風的にもす るか叉現在建物

を如何にして 安 会に維 持 す る か の 方 法 を 鼓 見 す る 事 は問題な のである。 (9. 29日〉



木 材 市 場 品 寸 法 規 格 案

材 料 委 員 舎

材料委員より提出にか冶る本報背蓄 を見るに、此問題は建築闘係者に取りて 、

そ の闘する所甚 Ｑ ｾＧ 大であり 、 向貝一清深〈湾究する の 要あるを認め 、 本 ｬＱｊｨ 舎にて

は、改めて新委員舎を設げ委員を委蝿し、本報告書 を基と して ーの成案を得、夫

k の手績を経て 、協合案なるも のを作製し? こい主恩ふ . 先づ是に共の報学? を掲載

し、関係委員浦氏のタ? を謝 し、併せて合員諸兄の意見を問ふ次第である。

我闘に於げる木材市場品 の材樟名栴と共の寸法は賓に多種多様而も名陪と寸法と の附係

は必す' しも一定せす' 産地及材極によりて異るのみならす' 更に同一名椙の もの にありても年

，，，<;歳 k 寸法に費越ありて千鐙高化其の! とまる威主? 知らぎる有様にして賓に使用者の不便は

鵠ふに及ぱ十桝叉商取引の習慣道徳、 lこも伴るが如き場合も生じ枇合政策 k にも Z均二着過すべ

からさ' るも のあり。

ままに於て木材規格の統 一 Ｎ寸法の Ｍ ｾｔｬ，純化並正量取引 の 必要は夙に識者聞に時・しく叫ぱる

〉も米 ＱｾＧ 理想 笑 の稜表せらる〉も の あるを聞かさＧるは斯界の健全なる李主主主主＿誕ふ吾人に 一

抹の政翼を感ぜしむるものなり。

初11 々木材の名栴と共の寸法、lま古来の名栴を共の僻踏襲せら れ正献なる寸法規絡無〈唯物

慣に依りて保1: れ? こる寸法が甚Tご不安定なる AA態にて保存せられ昭和の今日に及びTこるに

過ぎぎるものなり、然るに i l 1 に日本棋準規格の公布せらる〉に首り木材寸法に萎} しては大

医 15年10月商工省背示第30放を以て寸法の公布あり? こるも質際に市場に採用せらる〉に至

らや 、想、ふに此の寸法は寧に数字的に極めて撃然主統一せられにりとは雌其の寸法は従来

↑ 質問使用せらる〉木材の寸法とは縁遠きものもあり考慮すぺき黙と 思はる、木造家屋等に

賓際使用せらる、寸法は永年使用の経験より洗練せられて途に今日の寸法を生じ夫れが賞

用上最も便利なるものとして残され? こるものなるに依り其の寸法を急: に他の杢〈離れたる

数字的便利のもの〉みに慶更することは不利不便を俳ひ賞用にｾらざること謂ふ迄も無し

斯る問に我聞も数年以前より予j-界不況の風に製はれ木材界の不況は更に 一唐深刻なるもの

めりて勢ひ共の寸法規格は極端に掻飢され日に月に寸法捜せ哀へて其の情勢は停止する底

を知らざるの混胤時代を出現し使用者側の迷惑一方ならざる有様となれり。

認に於て規絡の統一特に寸法の正量取引の必要なること続 k 痛感せられ各地木材業者間

1: 17  x  
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に於ても之が針策として研究を開始せらる〉に亙れり. 而して閥岡地方に於ては昭和 7 年

4 月大阪、京都、兵州、滋賀. 奈良、和歌山、三重及徳向の二 j長f六牒聯合にて木材業者間

に於て寸法規格を定め正量取引の協定をなし大阪府及鳥取臓は昭和 8 年 3 )=] 背示を以て全

闘にｾ先し木材正量検 ｦｴ 規則制定せられ木材の郁呼及寸法Ｈ鳥取燃 に ては品等も規 定 す Ｉ

を定 め大阪府市場は早速其の施行を見? こるも他府燃が同時に施行せき' る翁共の墜辿を袋り

{喜[ k 斗三ヶ年に過ぎき' る同年 9 月lこ木材同業者の陳情に依り再び同規則の一部改訂の止むな

きに 立ち至 れり此の規格寸法は第一表に示す、而して和歌山! 際は本年 8 月より i E最取引佐

賀施し柏めたり他府j院も鋭意研究中の 如き 有様なり。

今第 一表を些細に 511 検するに其の名陪寸は、共の生ひ立ち、木材の商取引の矯に設けら

れたるものと見らる〉首J&.l 1) . 賞際需要家、主として建築業者の欲する賓用寸法 t 習慣的

に) を第一義とせられざりしこと明らかなり此の新吾 k 建築界に従事する者に不満の存す

る鮎とす。

吾人が内地にて建築する家は袈建具の寸法が大慌に於て 一定せられ( 各地方に依りて異

るも其の土地にて は略一定) 叉習慣的に用材寸法が特定せられ居る閥係上夫れぞ先づ第一

に芳香慮せぎる可らす‘ 即我岡にて成〈最も多〈建てらる〉木造家屋は日本家にして夫れを

主として考ふぺ〈叉家屋の他に塀、 或は コンクリート仮* "と用材があることも亦考ふべきな

り。

之 等 ｾ綜合研究し其の寸法を考 ふ る時前記第一表の寸法には禍不便にして賞用的ならさＧ

る分子を稜見するも のな り。

吾人日本建築協合材料委員舎にては: J ; t : の調布研究に鋭意努力を致し今般利々王l H 想的の笑

を得? こり。

即第二表に示すものなり 、然りと雌本案は第一表よりJ ; I ! に将来提楽せらるべき第二ー表へ

の第一階梯としてのi品世期の ものなるこ t を御箇[ り致し度し。

本案の特長とする庇は次の主fIし。

1・ 家屋構造、遺作等一般的に使用せらる〉寸法のものを? 選ぴE 其の統一軍純化を企て

? こること 。

l  栴呼は析来の郁l呼を際止し大いさを表すものを直ちに糾呼に鴬して間違ひを生ぜ ぎ

る様にし民全閥的に 隅11予の統一容易 なる様考慮し fこること。

( 例へば山二寸、大三寸等の隅呼を用ひまること )

1. 寸法は尺貫法を主としメ ートル 法を従 として併用せり現今の主n< メート; 1 . - 化の過y}主

期 iこ於ては此の方が*11 り易〈後日メ ー トル 法を質施する場合 に便なる 様に考 l哲せり。

1. ｮｾ ， 等の出 ＱＰ 則は目下研究中 な るを以て迫而瑳表する橡 定 なるも 今 般は之を切離し＿こる

こと。

正量取引の策運は今や全閥的 に躍り近〈東京に於ても金問的同業者の命令協議行はる〉

模様もあり吾人の大いに意を強ふする鹿なり 、幸に読者諸賢我閣の木材界の健全なる賀意



の詩叉建築界の将来の踊利 の震に吾人の努力 にー肘の御助力と御鞭援の努を賜らん こ t を

切 望する 次 第なり。

( 府令は報告書末尾に添附す〉
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( 九 分 〉

〈 七 分 〉

( 五 分 〉

( 四分五周〉

( 三 分〉

( 二分二鹿〉

〈一寸六分五鹿角〉

( 一寸三分五厘角〉

( 一寸一分五鹿角)

( 三寸五分〉 厚

( 三寸五分〉 同

〈三寸二分〉 同

( 二寸九分〉 同

( 三寸二分〉 同

( 二τj ブL分 〉 悶
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( 三寸五分〉

( 一寸五分〉

( 一 分 〉

( 三寸二分)

( 一寸一分〕

( 一 分 〉

(昭和9年 5 月21 日大阪府令第34披)
大 阪 府 告 示 第 705 鋭

正

2. 70糠

2. 1C糠

1. 5C籾

1. 37;JJ .， 

0.9) 椀

0. 6i 将

5. 00粁 角

Ｔ Ｎ ＰＵｾ ｦｾＱ＠

3.45糎タ1

Ｑｏ ＮｾＰ 糠

10. 50糎

9.70糠

8. 70粧

9.70料

8.70獅

8. 10糠

10. 50糠

4. 50糠

0. 30粧

9. 70帯電

3. 3:) 瀬

0.30糎

厚

問

問

問

問

問

相

刷

問

問

問

同

柄

間

関

鏑

端

柄

鏑

端

r

i

t

-

-

J

、
l

i

t

-

、

，
1

1

0

1

J

B

I

t

t

-

、

呼

板

板

刻

板

板

板

木

木

木

板

憤

般

被

制

例

制

ゃ

1

4
〉

f

t

一

川

分

分

霊

丞

霊

1

特

特

板

中

J甲長

表

特

大

中

橡

内 地 材 l特 、大

( 杉、柚) 1大

中

大

:.¥fe 

特

ノ、

四

第

〈一寸四分〉

( 一 寸〉

4.20糎

3.CO糎

厚

悶

( 九 分 〉

( 七分五厘〉

( 六 分 〕

( 四 分 〉

( 二分ニ厘〕

( 一寸四分角〉

( 三寸五分〉

〈 三 寸 〉

2. 70糎

2. 25糎

1.80糠

1. 20糠

0. 70籾

4.20帯電角

10.50料

9. CO糠

長

寸 板

主 主 一 寸 板

分 板

分 板

分 板

霊 木

例

制

抑大

l¥. 

ハ

四

大

中

並

内 地 材

(私tf)

119 x  

〈 六 分〉

(ヨ王 分〉

〈 四 分 〉

( 三 分〉

( 二分ニ鹿〉

〈二分二厘〉

( 二分ニ座〉

1. 80糎

1. 50籾

1.20粁

0.90栴

0. 67料

0.67腕

0. 67糎

厚

問

問

問

問

問

( 一 寸 角〉

( 一寸五分〉

( 一寸四分〉

( 一寸二分〉

( 一寸二分〉

( 一寸一分五厘〉

〈一 寸〉

幅

引

幅

引

輔

制

帽

判

料

端

科

料

「

ι

ο

0

0

0

5

0

C

5

2

6

6

4

o

 

q

u

λ

守

A
-
a

q

u

n

J

q

u

q

u

制

問

問

同

問

問

北

郡

叫

郁

縁

此

称

棚

川

矧

招

胴

胴

腕

木

木

木

隼

特

大

中

特

大

中

内 土也材



〈一寸 R 分〉

〈一 寸四分〉

(  寸二分忠臣〉

〈一 寸 〉

4.50:jl"， 

4. 20:11世

3. 80料

3. 00料

( 四分五厘〉

( 六 分 五 厘 )

( 四分五庫〕

〔三 分〉

〈一分九厘へ毛〉

〈一寸 四 分角〉

〈一寸一分 五周角〉

( 九 分 角 〕

〈三寸四分〉 厚

( 三寸 四 分 〕 同

( 三寸 四分〉 同

( 三 寸〕 同

( 一寸二分五 j豆角 〉

( 一 寸 角 〉

( 阿分 .1i: 厘〉

( 三分五原〕

( 一 寸〉

〈 八 分 〉

( 六 分 〉

1. 3 料

1. 06料

3.00桝

2.40;jl1i 

1. 80料

厚

問

問

問

( 三 、j )

( ニ寸八分〉

( 三 、1)  

( ニスj 八 分〉

( 二 τ j ' 3: ; 分〕

1. 37桝

1. 97粁

1. 37将

0.90粁

0.60桝

4. 20綿角

3.45料角

2. 70料角

10.30料

10.30料

10.30料

9. ∞料

3.80料角

3.00桝角

9.∞料

Ｘ ＮＴ Ｐ ｪｬ ｾ＠

9. ∞料

8.40料

7.50j.1tti 

厚

同

問

問

問

侭

同

同

同

板

寸 板

. 八 分 板

北 海 松 |

1.六 分 板

紅 桧 〈

l 四 分 板

米 杉 l
E 大 量 木

中 霊 木

主 主 霊 木

/ 米 栂 特大 制

l 米 m大 書IJ

Ｑ 米紙中 ｜ｾｴｬ

相 l

i 米 m :;1le l与IJ

l刈 霊 木

生存 線

ー
叶

吋

米

析

問

問

同

問

T
E-

-‘

H

，

u'

q

 

訓

付

制

作

地

内

a

ゐ

宙

大

中

大

中

放

海

海

海

海

海

レ
U

L

V

U

レし

レ
M

L

V

U

4

4

4

寸

，
イ
叶
寸

引

寸

寸

『

イ

寸コ

A
4
'

 

/

t

t

E
』

1

，
FFf，
，
《

、

1

1

1

t

t

、
、

松

μ

降
、
J

V

4

L

Y

u

 

J

I

「

同

木材市場 品寸法規格案表一・・圃・・第

ι"  

誕卓用

柱 、根 太空宇

同

柱依枠用パＡｩＧｾ

同

問

問

同

同

岡

村: 用

法

( 7.6桝〉

(9. 1糠)

( 9. 7j l u 

(  10.6獅)

(  11. 5:11u  

( 12.1料〕

(  13. 6料)

(  15.1料)

(  17. 6桝〉

( 18.2桝)

-，t  

ニ寸 五分

三寸 二 分

三寸 況 分

三 寸 八分

四 、1・

四寸-:ri. 会〉

五 寸

.1，.寸 五分

ハ j

角

稀 呼

玉子司

寸 角

1fj 

f均

角

角

fl! 

角

千両

角

中

五:

八

寸

五

寸

荒

寸

1. 

四

四

T

I

-

-

用 主主

タルキ根太桟今:

[fl J  

同

タパ キ ' lrI 線 ・筏 空宇

法

( 6. 0'l1u  

Ｈ ＵＮＵ ＺｪＱｾ＠ )  

(4. 8;jl u  

( 4. 2料〉

( 3.6料〉

( 3. 0桝)

同

特縁 其 f也

一寸 八 分

寸 六 分

一 寸 四 分

一 寸 二 分

一 問 、世こ及ニ [i U

角

初 日T

寸- 1f !  

八 1' 1

六 角

四 角

ニ タ1

寸 角

長さ

二

寸

寸

寸

寸

ｾ＠
ノ、

2. 

- 陰 Q



3. 割

手停 呼 寸 法 /IJ 主主

寸 :五 制

- .寸五 分
( l 06料) 敷島ｽ Ｎ ｾ鳥 居 依太 ＯＺＺｊ 杭等

一 寸ヨL分 4.5:M 

寸 二 ;k- IJ

三三寸 二分
( 97114)  I;;J  

一 寸 二 分 3.6机i

寸 制

寸
( 9 0料)

勿J i!!! . て者木 ・7)' 切等

寸 3. ι 府県

長さ - /::J 、1丈J土二 Il iJ とす。

4. 長 .j1p 

手符 日子
法 JIJ 主主

四 寸

( 12 1桝)

四 寸 長 押 一 寸 六 分 4.8:j1!ji 軒 先 長J申告F
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早 強 ボ ノ レ ト ラ ン ド セ メ ン ト に 就 て

浦 倫 史

早強ボルトランドセメントの歴史

西! 怒 1824 年 英凶 リーグ市の土li 充般 人 ジ ョセ 7 ・アス プヂ ン氏に よって ボル トラシ ドセ メ ン トが 、災

IYJ され て以来 、ホワイ ト氏 、ジョ y ソ y 氏 今 に よ り大 工業化 L 、 セメ y ト工 業は 日々 に後 塗 をし つ L あ

っ た が、 19 12 年 頃 か ら以前 よ り仰凶ピ エ一氏、米 国 の スバッ クス マ Y 民によ P 別 々に研究 さ れて居た

r.: iM全土 セメ y トが 倣 凶 のラ 7 アー ヂ 合最上から シ v ，:/ 7 オ y ヂユ な る?': :i*此セ メ Y トと して滋 賀 され た。

メ 一 方 j奥太利 の 娘道 橋梁 ill 築技 111!i スピ y ヂ ノι 氏 が各 種の ボル トラ ン ドセ メ シトに於 て 、 材 料の 化事 成

分 、或 は製 造 工 程 が 同 ーなる に拘 らずそ の 製品 の品 質が 広 々で あ る 引 に疑問 を有 し研究の結来セ メ y

HI世泣 工 程 中不 親切なる j斤があり 、 之をも っ と入念 にすれ ば必 ず 良 質両日足度 の ボ ルト ラ Y ドセメ Y ト

を得 る と硲 信 し 19 13 年 即 ち 欧 洲 大臓 の前 年に 燦 工場士 自 らマ ネー ヂ し て 高 級 ボルト ラ y ドセ メ γ トの

製 品Eに成功し た。 高 祭土 セ メY トも、 高 級 ポ凡ト ラ Y r" セ メ y トも大 械 の録 、 その進 歩に - I¥lfi座 を来

したが、平 和 克復 と同 時 1<こ念 主主な宣主主Eをなし、 1924 年 欧洲 の セ メ y ト百 年祭 が ト レ ス ヂ y に聞 か れ た

時セ メ y ト技 術者 大 舎 に於 け る ゲエ ラ ー教 授 の 高級セ メ Y トの都 演 は セ メ y ト工 業 界 に 一大セ y セイ

シ ヨY を起 し、之により 2. 3 年 にし て 欧洲 の セ メ y ト工場 中 25 % が 高 級 ボル トラ y ドセメ y トの 製 造

を開始 した 。 我 園 に於 ても外図のj Uj紋 セメ y トの惑に 刺 検さ れて ，'ITJ ' P[ 次第に 向 上 しつ L あっ た が 大 i E

12 年 の 関 東 大震 災 に より 吏 に拍車を 如Iへら れ 、大 i E 14. 5 年を 腐 として本声111必ボ ルトラ y ドセ メ y トの

大 ヲ ｾ 照 的 滋 ｬ 震を な し た の である 。 例 凶 で 革主主主し た高 券土 セメ ｙ ト ＱＺＺＺ 我閣に 於 ては 原料 其 他 の 闘 係上製

品在 し得 ないの と、Z主;紋ボル トラン ドセメ y トの製 造 が 比較 的容 易 で あ る 刷 係 上 次 第 に その製 品 が多く

なる Hk態 とだ っ た。 高級セ メ y トとは短期 lill に高 湿 度 を出すセメ Y トの総 務 で 、 然 上 セメ ン ト系 の も

の、例 へ はシマンホ ン ジユ 1コ他 に米 国 のル ムナ イ トセ メ Y ト、淘 泡のアル カセメ y トの如き もの 、ボル

トラ y ド糸 の も の 、 if: j 雌 セ メ y ト系の もの、 y  ｾヂ チ ツ ト 系 の もの戎 ｬ 土 籾訟の ノポ 、 セメ ｹ ト の 如 〈

ｾｽ Ｑ 化 石次を混入せるもの等数 々 あるの で ある ｯ ; 2 同日産の浅野ペ ロセ メy トJ!xは君主業 高級セメ y ト小 野

r. ll 極 微 セメ ン ト子 官官高級セ メY ト俸 は 何 れ もボ ル トラ Y r" セメ y ト系であ って 、 浅 野 祉 は 西 多 自主工場

で祭: t i i . 上 は大 阪木 津川 で 共 にt.f!りたにより製品主して居る 、 ii 可浅野 セ メ ント大阪工場で は ペ ロセメ y ト製

品!ょ の大 工 場 を 目下m設 中で あ る 。 高 級 ボルト ラン ドセ メ y トに対する土l . ¥絡 は 本 年 4 月開催 のtii 22 凶セ

メ Y ト技 術舎 例 舎 に 於 て そ の 成 案 を 旬 、不 1'- - - ----， 

1)変 形 後 の 日 数 I 3 日

11 去J l 村? と して宝章表 され る事にな っ て 居 る 事

7 日 23 日

I H巨おーが本 誌 6 月披にそ の?目印? をして泣い

たIffi りであ るが 、御 参考主主 lこN 記 す れ ば 右

耐底力 kg f cm' I  408 以 上 1 500 以 上 1 608 以 上

の如l くで ある 。

耐仲力 kgf c 111
2

3) 以 上 34 以 上 I 38 以 上

ｦ ，Ｇ， ｪｾｭ も級 金 研究乃幸古巣 「早 ｾｭ ボルトラン ドセ メ ン ト Ａと な る 絞 で ある 。

早強ポ) L . トランドセメントの性能待長

前( ｾＺｦｩｬｩ［ベ Ｑ こ如 〈こ のセ メント は原料 製造方法 等 は 普 通 ポル ト ラ ン ド セメン Ａと 始 と同

でめるが 、只原料の粘: 撰から製造工程の終り 迄易保理に忠世に従っ て製 せ られに所話完全 な

るボル トラン ドセ メン トでめ る。縄問' セ メン ト祉の中川博 氏の言葉 を借 りて云へば セメン

トのエッセンスで ある。 セメント の製滋i血税 中石次 と粘土 とを混合 して焼成したj計調 クリ

'123 ｾ＠
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ンカ ーを顕微鏡で見ると 、アリツト 、セリ ツ ト、 ペ リツ ト、グラス等 5 種 の 鏑物 がある が

其中 7k 1: 早 〈作閉し . 且いつ迄 も硬い性質を有する「ア リツ ト」が最も必要なの である、

一般 に早強 セメン ト中にはこの「ア リツ トJ が多 〈含んで居る諜で 、普通セメン トよ り初

期 強度も終期張度も大である d 今与L強セメントと普通セメントの強度全比較して見ると次

の如 し。

時 ，ｲ ｬｬｬｾ Ｗ ｊ (  1  :  3 モ ル タ ル ) kて/CIIl "  抗 強 力 ( I  :  3 モ ル タ ル ) kg-f cm'  

1  ｂ 三｟｟ｉＡ｟ ｉ ｾ 江 ｅｪ 斗 Z|「i l

7 日 28 日

浅 野 普 iili
154 I  258  I  34コ 4丘5 I  584 I  22.2 I  27.2  I  2ヲ1 32.4 38.0  

セメ y ト

2  
fを野ベロ

323 I  469 I  562 I  668  I  741 I  3 : .7 I  35.3  I  39 0  42.1 44. 3 

セメ y ト

一3  

ヨ ー ヰf ヨ ー

389  I  475  I  572  I  I  I  29.3  34.4 

エ司

宅号 ii!i 

4  

ヨ ー ギ ヨ ー

湖 町 例 7o9 I  29 I  32 ち 34. 5 38.0  

高 級

上 表 中 1 ［ま浅野 ｪ 祉の稜表 Ｒ は鹿野市 ｴ 昭和 Ｘ 年安平 均 Ｓ ｾＴ は 窯業枇の設表 で ある 、 イド ｉ

れにしても 普通セメント の 3 日の強支は早強セ メント の 1 日の7民主に . 又普通 セメント の

28 日の強度ーが早強では 3 日で出る犠である。向浅野枇稜表による昭和 7 年度のベロ コンク

リー トの強度並 に本年 5 月13 日大阪楽業セメン ト舎祉にて同祉高級セメン トに よるコン ク

リート 強度は次の主I1< で ある。

即ち 普通 の許 容強度 45 k g j c m ' 主すれば 4 週でその3係 135 k g / c m あれば よい のであ

るが 、3 日で 140 k g j c m' も出 るの であ るから非常に強〈、法規により許容強度を70k gf c m '

迄収り得るの であ るから之 に射しでも充分の徐俗がある事になる 。 勿論上の強度は官験室

で入念 に供試簡を作製しての話で あ るから 、現場コンクリ ートは少 しは強度が落ち るとし

ても米七 充分であらう。斯の如〈 短 期日に 急: 速に i炭化して相営な強度を 同し得る事は建築

現場としても非常に有利で あ る、即ち型枠の除去期日 が早 くなるから工朋を短縮し得. 且

叉型枠の皮君主使用の同教を増す 事 も同来る諜で あ る、我が園では未fご早強セメン トに到す

る型枠j会去明日の15! 準がH' ，来て居ないが試みに明. Ｑ 奥、伊の分ｾ見ると表の如〈その期間

換 闘 狐 主主 伊 大 剃| 建 築 製 舎

普iffi セメ y ト|高級セメ Y ト普通セメント 高級セメ Y ト高級セメ y ト普J血セメ y ト

笠l J t 材側 4 日 2 日 3 日 2 日 2 - 3 日 7 日

版 ー下 10  5  8  4  4 - 6  14 

梁 下 28 14 24 8  8 - 6  28 



ｾ 約字 減 し得る 事 にな っ て 居 る。更 に 早 強 ボル ト ラ ンド セ メン ト 使用 の コンク リ ー ト が 高

強度であ る事 に よ れ 強度計 算 の時のコンクリ ー トの許容gJ !度を培大すればそ れ丈断面が

桁i少 され、材 料の節約のみなら す、室 として の使用商積の府大 となり各方面に有利である 。

然る に セメ ン ト製迅業界の進歩大なる に比 し建築工事方面、必kにコン ク リー トに劃して は

最近相首理解 され? こが米-r:: 充分の進歩 とは云ひ得 ない 、即 もこの早世i ボル トラン ドセメン

トの利用が極めて少純 問であ り、 之 もその早強U: る全能力 を殻illiさせ ないで 、部 に工期が

遅れ fこから とか、早 < ｾＮｭ 度を＿得 Ｑ Ｚ いとかの ＿こ め に 、 普通セ メン ト で間 に 合ふべ き 工事 に 強

いて早強セ メ ン ト 制定って居 る所が多 い犠である 、之 を史 に進 んで コンク リート の許容強

ｬＱｩ の橋大 に 迄及ぼし設計方面と問場方面 とに 平 ｾ￟ｬ セメントの全能 力 を強制 Ｗ せしむる 様 に し

Ｗ こ ら 、 そ して 長後 に 普通セメントの ｲ ｉ ＷＱ 質狽度が現在のＡｦ ｬ ｾ ￟ ｜ セメ ン トの夫迄向上 して 来 ｔ こら

目下全 ¥1り早を通じてのセメン トの 日産 制約 140 高神 コンク リー ト1立昨 にセメント約 10 栂

使用 す るもの として 、全世界に1 日に繰ら れ るコンク リート は l 4 高立坪であるから 、さを鴨

と ｬ て その 利 ｾ莫大なるもの と 考へる次第であ る 。

史に叉早狽 セメン トはii11rt が高 L、から使へ ないと云ふ人もあるが 、之 に到 しては コンク

リート の調合をｾｾｾにすれば判 ｝ って Ｑ 立坪のコンク Ｑ Ｉ ー トの車 ｻ 貨は安〈なりはせぬか口艮 ｛ｊ

t， IliJ ー什材を使用して コ ンク リー トを練る時 に強度を同一にする震には早弧セ メン ト使用

の場合は普通セメン トより少設ですむ事になり 、前主] i ; の如〈にして音[ 材断面の減少 により

コンクリ ー トの総長も減じて来るから 会開としてのセメント使用荒が減じて結局安い工貨

で仕上 る事になるのである。更に /J ¥来たりコンクリ ート に就て出111かい事を漣ぺるならば、

早強セメントによるコンクリ{ トの容積は普通セメントによるよりも大となる。練つ Tこ直

径のペ ーストの容詰はその水量に比例するが 、 セットしに時の森お!i は11次練の場合は滋離水

分ある ｾ ｉ こ前よりも減する詩である、之 ｬ こ劃して普通セメントと早強セメント金比較する

と水セメント比 70 の時の容積の減少は普通は平強の約二倍である。従ってコンクリート

に し? こ場合も 出来高が多〈なり之も経梢的 になる所以である 。チくに現場に於て] 事をなす

場合に好都合な事は一般に早野、セメント iこよるコンク リー トは普通セメン トに よるものよ

り水に劃して鈍感である o 12il ち少 k 7 Kが増減しでも強度に犬なる影響がな い事である。施

工上ウォ ーカ ピ リティ ーをよ〈する? こめ水を精してコンクリー トを軟か 〈する事が強度に

悪影響ある事は明かな31宜であるが、之が幾らでも綬手11される事は工事拾賞者にとっては

有利な事 と思ふ。

q 引斥F

水 セ メン ト比と弧度 t の開係式は普通セメントに到しては、出国博士の K = ヲF Lであ

U J λ "  

るが 、浅野'粧の彦坂氏はベロセメン トに射 して K = τU
IV

の式を求められ仁、後式は前

式より 7kセ メント比 に劃 して絞1t f i斜の直糾と して表はされるのでめる 、f，¥"J早強セ メン トに

l . l Kn 

劃 しては. 演田博士の K =  ｾＢ［ ｉ ｾＺ 二の式もあ る 。
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x  1 2 6  

叉早強セメントは一般にアリツトを多量に含有する。従って 、ペーストにしに場合にア

リツ トの特質? こる水とよ〈 化令するにめ掛離水が少なしセット後のコンク リート には水

の君主張 による 茅隙が少なし、から水軟性の コンクリ{ トが出来るのである。之 に反してアリ

ツトの含有量の少ない普通セメントで特に水量の多い場介は蹄隊水の蒸鷲により多孔質の

ヨンク リ { トとなり易いのである 。瀧II号祉の報告によると j手さ J Oc m の供試樟に 3 策 墜に

等し い Ｗ Ｎｫｾをカ ＱＱ へるとき Ｑ 時間後 の透惨を調 べると Ｗ Ｎｫ比 ＷＰ の時 ＱＺＲ ・ Ｔ のベロ コ ンク リー

トでは 4 週間後 lこ於ても少しも 透接しな い。併し 1: 3  :  6 のベロコンクリ ー トでは水比100

の時に 18c.c. 1: t1透量きする 月J f が之が普通セメン トで あると 1 ・2 : 4 の時 24c. c. 1 ・3 ・6 の

時7. k比 90 で 2910 c.c. も透主きする。勿論普通セメン トに防水聞を混入しにものは或程度そ

の能力を護者Ji して居るが寧ろ ベ ロコンクリ ー トの方が防水力が強い様に凡え る。満鍛沿線

の水槽は今迄普迅セメン トを使月j して失敗して居? こ が今後は早強 セメン トで施工されると

IIFI し、て居る 、叉早弧セメン トは7 . k に鋭敏に作刑するにめに目前結時の張熱量が大である 、注

7. k より約 9 時間にして最高出i皮に還するが、普通セメントでは 35 ' C 位であるが 、或早強

セメントでは 60
0

C も上折ーする、この性質は宗中工事に有利に[ 車問出来 るもので 少な 〈と

も限界温度を ＲＰＭＳ ｾ ｃ 低下する事が ｾｉＧ ，来る ｯ 或方而予は零下 Ｘ Ｐ ｃ 位ならば普通の通りの

工事で早弧 セメント を使 川しでも充分施工 出来ると 云ふて居る。勿論史に低温度の場合は

火を吹いて IFj' 材を温めるとか 、11];( 枠を二J f i にする t か*"i5J IJ の3室生を要するのである。松花

tl: の橋辛は先年皇室中に 夜間' ペロセメン トを使用して柿築されTこのであ るが完全に使用され

つ〉ある o

11' ，)-般に早強セメン トによるコンクリートは粘澗度が比較的高十円・料の分潟lHf 防止する

事力; /-1 - ' . 来る事も特長のーであらう。併しこの早明、セメントは持遇セメン卜に比して粉末度

が細かし、関係上注水後 15 時間以内に於げる牧縮が比較的多いと云ふ事がある 、 即ち急: 硬

化である 1: めにその硬化期の養生が充分でな いとき水分の不足の影響が普通セメン トの場

令より大であっＭｲ￡ｩｉＺＡ裂を生じ易いのである、之に ｾＱ しでは砂を砂利に比して多〈入れると

か、砂の創1 I 粒を多〈するとか、充分なる養生をするとかして防ぐ必要があるのは勿論であ

る砂はウォーカピリテー l二割しては組い方がよいのであるが、 1枚綜の問題も相営考慮に入

れてコンク リ{ ト調合をなすべきである 。要するに早弧セメントを使用するコンク リート

に於ては普通セメン トの場合より U、上に 入念な調合設計と可略な施工を必要 とし、セメン

トの貯菰等にも充分なる 注意を要する事になるのである。

早強ボルトランドセメントに劃する試験結 果

上越の如〈早強セメントは臨 k 有利な特長を具備して居るのであ るから 、今後主主 k その

需要が地加するものと考へる 、官際に使用される時はその都度強度試験をなされるであら

うが 、今一般の目安として者11島工業事校建築科材料試験室に於て今春氷施行 しに結果を殻



表して需要者諸チの御参考に供し「こいと思ふ。但し私共の宮殿室は勿論完備せる設備もな

〈試験技術も除りよ( 1.μ 、かも 9，11れぬのであるから 、之が会〈 ωt h準となってはセメント

合枇の御迷惑となる引を民れるのである。此の史tJ 御含みの上御高覧願ひ度し 、。術本箇験の

資料を御提供下さつに浅野セメント舎前士大阪工場、大阪窯業セメン ト合祉に深甚の説J怠を

表し 、且種 k 御指導賜つ? こ浅野市tの中川博氏、がI1
1谷筋一氏 、窯業前t の橋本太郎氏 lこ厚〈謝

立を表する次第である。

更に本質勝に! 倒しては建築科長柄山新平氏の符J1 J.享: むと貨験室員 、山 口儀三郎氏並に岡奈

良松氏 、稲井義久氏、東本修氏の御助力に依る所が甚大である 、認に記して深甚の敬意を

表す。

セメント規格強度試験成績

使用セメン ト 、浅ｾＧｴベロ セメント 、 窯業高級セメント

百十 川 市 ｫｾＯ｣ｬｬ ， Ｒ＠

股 瑚 | 三E f 2 5 i Lは L 己主L

Ａｪ ｕ ￎｴ ｾｾｬ ヒメ ｹ ト

::nrHJJ414 i号ド去に:円l !f ! ｾｉｕ セメント

乙早弧セメント 1 24時間後 I 318 I  427 498 I  638 I  711 

卜円1削 七 メ ン ト 「 百 ー に 了 に 了 円;γ 口; 「パi f

j段

抗 張 力 k !l /Clll'

ｾｾ＠ 1  

1旦ーし三且」一三_ l : ! _ _ 1 -/  B 己主旦ー

ql 早弧七メント| 即 時 I 32. 1 34 1  37.6  43 1  50.1 

可 ｬ 守 ｾｾｩｦｦｩ セメ ｹ ト 悶 3:l 37. 5  1  41 

n父型は 24 時間後行ふべきものであるが試み lこ供訊偲作製後直ちに股型してその強度の差を

調べて見 f: 大憾に於て約2 0 %の減少を来 して居る 。去る 6 月 2 2 - 2 3 日大阪中央公舎堂に

於て開催されfニセメン ト試験係合誌に於ては型に入れ更に型台をつりで締め付り Tこ;ま' >. 24 

時間総集Hi に入れる事を秩父セメント舎吐から提案されて委員附託で研究中であるが 、本

校のは111に型に入れ? このみで台は外しであるのであるから念のにめ申添へて置 く。

向昭和 R 年 5 月銑迫ー大臣官房研ヲt )!川報告による早強及普通 セメント強度は次の如〈であ

る. ( 但し之はグラフから摘出し f: 数字であるから疋俄なものでない)

単 5itl セメ y ト 而I Il民 カ !f !. 蹴セメン ト 抗 11土 11 

ｴｾ 針 ベ ロ 祭主 ［ｮｾ 】紋 同ヨ ［Ｑｓ ｉＺｾｾ 小 野 111徽キrr. f整担i. ベ u ＿主 ｾｕ Ｚｪ 級 守二昔刊日*ik 小里i. 阿 4設:期1.

28 日 621 577 558 534 428 40.4 43  44 

一 一
一 ー ー

一一一 ーー一一一 一 一 一

7 日 592 522 512 544 41. 8 36 3  36. 3 42. 6 

一 一一

3 口 540  496 484 504  
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普 油 セ メ ン 卜 m l 医 J )  普 油 セ メ y 卜 抗 張 力

1斐 盟u ｾ ，片 き長 午 小 型i' 111 f斐 IDt 雪三 また 干潟 小 野 悶

23 日 632  59J  512 622 42. 1  35 35.5 42. 5  

7 日 490 

一
440 558 38. 5 32 3 1. 5  

ｾ＠3 日 43つ 418 41C  382  

コンクリート強度試験成績

ｫｧ ｬ 叩 ｾ ｉ 二百二｟Ｚ］｟ ｛ ｟Ｚ工 Ａ ユ ｉ ｾ
水セメント比 65. 調 合 、 標 準

語司令にて 1  :  2.2  :  2.4 砂利は

ql早 強 セ メ y ト I 45.25  I  88.3  I  112 I  2 11  I  

乙 早 狽 セ メ Y 卜 I 26.6  げ 8.8 I  97. 6 I  209 I  

ｾ ＱＯ ｾＴ＠ｾ＠ 25 の比に 混合す。叉

I H ~: ff を 50 ｽ ｉＯｾ ｾ ｉＯ伝 部

乾 燥'円材使用に付そ の吸水景を布n11 す。 コンクリート の軟度測定の平均は次の如l しD

I  Iス ラ y フト ロー |レヲゴイトy グ

同 Ｇｉｕセメｾ r  ¥. 20.l cnこ巳百二7 正二

I  2EO I  14 川

就に紹介且賞防報告をなして置い

たが、 その一大01持は望号民 1 及 2 の如l

<. : 1/  dr op のフロ ーテ{ ブゾL 上に

レモルデイングテストｲＮｾ具を置き

スランプコーンによ り頃充され仁

コンクリートが フロ ーテーブルの

上下動により平均する迄の同教に

よって 、 その Wor kabi l i ty を測定

するのであるが 、著者の今回のテ

潟 反 2 It c moldi r: g  l e，t .  1' T主主

x '  1' 2 8  

表* レモルデイングテス トと あ る

のは J ournal (l f  the  A. C. I. F eb 

1  D32 に P o wers ヵ: 褒表し1=方法で

詳細は著者がセメント界最報 305

ストは Po¥Vers のは徐 り園練コン

クリートにのみ君主を置き過ぎて

出るのを楠 iEする意味で内愉の間

ｼ伎 を Ｒ ｾ ＱＯ に縮め 、 且 ､ｲ ｯ ｰ も ｩ ｈ

にし仁のでその何放が比較的大と

なっ fこも のであ る。

ｦ お大田ｦＭ ｾ Ｇ民研究所の報告を記す

と次の如〈でめる 。



早 強 セ メ y ト 1  2 ・4 I  普 ii I I セメ y ト 1  2 ・4

浅 野 | 築 業 何 主 部 | 小 野 田 | 浅 野 れ禦 業| 宇 部 | 小 野 回

28 日 347 I  3 19 302  I  352  I  238 I  :;_92 I  232  I  252 

7 日 I 272 I  220  I  185  I  285 I  190  I  180  I  120 132  

3 司つ7 円「 川τ 汁- 1 0 ト1パつ寸 59  

前記コンクリート の Workabi lity に倒しては更に各種の' Cf 験 全して、 三種或は吉回博士

のドロップ テストを入れて四極の試強法の淵係、. f:公劣共{ 也を?調 1f し又一般に平強セメント

の Workabilit y は普通セ メント の夫より よい様で あるからその正雌なるデータ 共他 を取

りたいと思って居る。更に最近滝野枇から新設定された 「湾問・マスコン セメント」はこの

早強セメントが接待時の温度上昇大なるに比して . 殻熱少な〈 コンクリ ー トの温度上昇少

ないも ので特 に Mass C っncrele 工事で容積愛化又は不均粛底力の費生を厭ふ重 }J 擁埜や

橋脚等に大いに利用され得るものである 。

向こ のセメン トは比重大ー従っ てコンク リー トの特度大で之に よるコン クリ { ト は¥Vor-

kabi l i ty も大である等の特長がある。之 に闘しては更に普通セメン ト. 平温セメン ト共他

と充分比較研究の上御紹介し? こ いと考へ て居る 次第である。

以上甚fご駄交を呼 して申諾な い事であっ たが. 我薗コンク リ{ ト 界に封して更によさ コ

ンクリートを得る上に、施工者各位に釣し何等かの御参考にな り得れば全 〈望外の光栄 と

する所であ る。 ( 1934，7. 13)

都 市 武 装 促 進 委 員 曾 報 告 曾 ( 仰 は仰の餓〉

本合 に於け る都市武装i足溢迎瑚の報告舎を 9 月17日午後 5 時 ) c li以ピル食堂 で闘 いた、月間 合:長の侠拶、

竹腰厳密部長の 経 過報告あ り出席者は 80名で あ っ た。

1:2 9  x  



建 材
札

1

・

叫

有築

- 東津陶器株式曾壮大阪出張所

大 阪 市 西 区 江 戸 射 北 通

電 話 土 佐 原j 4 5 1 7  4 5 1 8  

何と云」‘ ても同枇 の鷲 印 衛 生 陶 日正は飲米品に似

るのみな らず国産最優の品と して 自他 共 に許さ れ

て居る 。事 ｾ ｩ 主 雄掃 に諾っ て 居 る。 我凶代表的建

築にして同局上製品を使用して居なド所はない。

総 入 に仰 がね ばな らな か っ た 術 生 陶 器 を 他 か2J

年に満 たずして金〈是を 「ノッ クアウ トJ した事 Id

元 よ り 其 製経 開 始 の 「バイオ ユアー」として更に

同 祉 の 技 術 の分 散 から衛生陶 総工 場 の設 立 が 促 進

きれて今 日の主主主Eを成 きしめ た同m上乃功 Ui は大な

• 130 

陳 列 場 記

進月 1告を努め る結 果 と し過 去 10 数年| 切 に泌 氏 l均

株 よ ロ熔 化素地1土化粧素地に完成護法せしめ敵米

品 ｬ 亡 俊れたる￟Ｚｬ Ｇｾｊ を作出し令〈 協 入品を防Ｚ｟ｨｬし 江 主

んで 検 出にも ｉｾ じて賠る。

設 備 と し て は 斯 界 。最 新 式 た る あ らゆる純設を

]反 入 れ て 居 る 。 其 結 果 と して同祉の製品が小工場

のもの と Ｑｪｾ なり数 ｦ 立の婚 すに従ひ主主々品質品 ｻ 立に

均整を五盗事ｪｉし大慾築 ｬ 亡採 ｪ 日せ ら れ愈々其良債が ｦ ｊｾ

はれる。

最 近 に 於 て は 東 京 の 明 治生命保険株 式 合j祉 の 本

肩上新主tt 築に使 用 せ られ た悶剥製品は光ってゐる。

日本 ill 築 協 合材 料陳列易の陳列品は同局上の干y (10 

Jf t : 締役最上 長

Ｑ ［ ｾＧ ・務取締役

Jl _( f. ii ｾ文

段 ヨ主 役

同

相 談 役. ! J -J 岱

取 締 役 聖子業 部長

工 業 部 長

術 陶 版 夜間l 主任

大 阪 出1民)yj 主 任

ｊｒｨｾ 出張所主任

名古E量出 E長所主任

ノミ fT 利1 ｾＩ ｾ＠

を知 らしめる 出品 に す ぎ な い が大 阪 市西区江戸 川 .

るもの であ るc

北 iili fj)f 在の同証l : 大阪出政lfr に は各 種 類 の I;JE3i IJ 伊 (l1!

建築設備の器具として欧米品にきち、らざる俊秀品

用 紙 態 の 陳 列 が あ る し 近 距 離 だ か ら同 所 の 一 見 止

を使月J し得 られる今日 迄 に 同 祉 の怖 っ た犠牲は相 ・

。勤める。

前 大 な る も の で あ るが我々を して 柳 D 不' j ; ; な く幽 。

同瓦l: の幹 部 は 手 墜 v<1:1手で はlTr ! J I . に務え られて fu

ｾ衛生陶器を桁要し得る ｩ ｦ［Ｎ にしたる所以 ｬ 土 凶庄司 王 Ｚ
る下記の 人 々 に よ り 駿 々 と して 其 経 営 が 巡 ば れ‘て

公の同最上告1)立 精 神 と 其 粉刑l' ある故 l亡生る L 設 備 の

完岳? と技術に闘 す る 不 断の努力である o 向 ，pl の1: ; : 居 る。

j 日f.t 同長l : の尚採たる鷲印を凡て u'i に市嬰者を安上布

せ しむ 。 同 制 を視 察 した者 l i 同市{ の予] らぎるな き

細心と J: t 設備とを賞品、する 、前 L<: ( ; 証券uJ1 の生れ ー

るのl飲あ る事をl i ' Iii 認 せしめら れ るノJ で 必る。

ｼ司祉 の 沿革 ｬ エ 我凶 Ｇ ｉ ｾＢ 出 陶磁 持 界 ノコ Ｕ ＱＧ［佐野で み っ

た 故抑留森村市左術門 、 放 ｋｦ Ｎ￬ 孫 兵 ｬｲｬｦ ｲＮ ｾｪ 翁が 明治

3  7 年初J めて底抗式製掬設備 を日本 へ 修 L 、 名古民

に 日本陶' * 株式含J I i 1 を設立 し幾 多 の 困 難 を 忽 て 洋

食 総 製 造 に成功せ しめ た後、総 入衛 生 陶 総の防 沿

を更 に 着 恨 し 明 治 45 年間証l: 内 に製 陶 研 究 所 を 設

け て 製 造 の 併究を 1!J J め たのが -I k凶 衛 生 陶 器 製 造 の

溢飽であった。

後 六 正 6 年 此 研 究 の結泉を診し 、小 倉 に 来 洋 陶

器 株 式 合 祉 の設 立 を見たの である 。

此移車専 に 際 し 同 所 の 研 究 技 術 が 分 飲 し てfET述 に

同 業 数 工 場 の 設 立 を 見 る に至 り現庄 のE主主主を主主し

た の で あ る。

同此 に は :811政者 の精 紳が般{ t : する から 例 究 に 日

百 木 ?  1( 1¥ 

森 村 茂 樹

)i 古 市[ 1・f うた

ｩｉｴ ｾ＠ H  議 行

［ｪｊ ｾ村市 左 衛門

高01 木 '}i; 絡

J平J t- ｾ 盟 「

/ 、ぬi J E 

総 谷 経 久

背 木 筒
、，ｾ

信 宏[JJ 



曾 報

一、 本協舎ハ恨豆研究ノ結* 都市ノ武装 = 閥 シ防火防空建築物ノ普及促進 = 付具閥的項 目

ヲ下ノ通営路 ニ建 議 シグリ

昭和九年九月十八日

祉関法 人 日 本 建 築 協 合 合 長 工 事 博 士 片 岡 安

内閣総理大臣 岡田喜子介閣下

内 務 大 臣 後 藤 文 夫 閣 下 各 通

大 騒 大 臣 藤 井 県 信 | 組 下

手手瞥 時下愈 k 御清穆奉賀{ 炭

陳者ＴｳＺ協舎ニ於テハ現下ノ非常時局 ］ 鑑ミ義 ］ 都市武猿促進 、 運助ヲ提唱仕リ候虚幸 ニ ｼ 持 ｾ 1マ

ヲ始 メ多クノ ;愛国先覚ノ 士 ノ御質問ヲ賜リシハ本協合ノ光祭トスル鹿 = 御座候蕊ニ 於 テ本

協合ハ日頃唱導セル防火防空建築物ノ持及促進 ｊ 開シ別祇ノカ百建議仕リ ｦｾ ￺ 前向学 一 府ノ御

策カヲ賜 1) 度此段悲願上候 敬 具

建 議 書

現下ノ非常時j品ニ鑑ミ本協舎 ニ於テハ慎重研究ノ結栄都市ノ武装 ニ闘シ防火防室長J ) ; 築物ノ

行及促進上左記具閥的項目 ヲ賞地セ ラルルコト極メテ緊要ナ リト 確信スルモノ ニシ テ辿 ニ

機 宜 ノ:方策ヲ樹立セ ラレムコト ヲタJ主主ス

-;{ i 及娃 議f侯也

記

、現行防火地区ヲ 鎖大スルコト

大都市ハ我凶産業経済機構ノ中幅 ユ シテ保安J 二ハ勿論閥防上ノ叢要性ニ錐ミ防火防空

的見地 ヨ リ現行防火地区 ヲ蹟張スルノ 急務ヲ認 ム

二 、防火地 区ニ 於 ケルl耐火建築促進ノ潟左記 方法ヲ宜規ス ノL コト

( イ| 耐火佳築物 二割ス ルキII i 助金ノ交付

( ロ) 1耐火 建築物 = 封 スJl. 低 利資金 ノ融通

( ハ ) 1耐火建築物 ニ針 スル家屋舵ノ減免

( ニ) 耐火建築物ニ劃スル不動産牧得役ノ減兎

三、防火地区完成ヲ都市計蓋事業= 依 リ促進スルコト

防火地区ノ完備ヲ計 J 1.- 潟之ヲ都市計壷事業 トシ防火地区中重要部分 ヨリ 年次的ニ木i主

建築物ノ撤去ヲ命スルト共ニ特別補助金ヲ交付シ耐火緯築物ノ賞現ヲ期ス

13 1  ｾ＠



理 由

都 市 計 壷 防火地区 カ都 市 ノ 火 災 特 ニ袋火災ノ防備 トシテ重要ナル施設タルハ言ヲ侠タス而

シテ今日ノ非常時局ユ営リ防杢均見地ヨ リスルモソノ必要切質ナ リト 謂フ ヘシ 、然 ル ニ 今

日ニ於ケル防火地直ハ米タソノ効用ヲ朋スル;成= 主主セス今{ 材木治家屋ア以テ充満スルノ} j k

i J t ' . ハ防火地区ノ重要性 = 鑑 ミ甚タ 寒 心ニ耐ヘサル所ナリ

主主］帝部復興 Ｑ 営 リ テハ防火地区建築 ｾｭ 功金ノ交付並］低利資金ノ融通ニ ヨリ テｼ耐火建築

ノ促進= 費スル庭ア リタル エ拘ラス i民投建築防ノ除却期限ハ1草川延長セラレ今日向共ノ効

果ノ j明待 スヘカラサル欣態 = ア リ

大都市ニ於ケル防火地区ノ完成ハ都市ノ災害防縮ノ線本策ニシテ惹イテ園土ノ防衛上長モ

念ヲ要スルモノタルニ. j : I リラス従来何等之ヲ助成促進スルノ方策ノ講セラレサ リシハ誠ユ遺

憾トスル所ナ リ、 今 ニ シ テ 速 エ之カ質抱完成ヲ期スルニ非サレハ悔ヲ千五立エ胎ササルヤヲ

恐ル宜シク時期ヲ定メ木造建築防ヲ撤去改築セシムルト共 = 耐火建築吻ノ質地= 嘗リ閤家

叉ハ公共圏惇ノ、之テ補助助成シ以ツテl耐火建築物ノ造成ヲシテ容易ナラシメ且之ヲ奨蹴ス

ルノ途ニ出ツルノ要特= 今日ニ於テ切質 ナリトス

昭和九年九月十八日

大 阪 府 知 事 腕

大 阪 市 長 闘

必 閣 下

一 殿

奔 臨 時下愈 k 御清診奉賀| 侯

祉 関 法 人 日 本 建 築 協 合 舎 長 工 芸 裂 博 士 片 岡 安

各i盈

! 神: 者本協 合 ユ 於 テ ハ 現 下 ノ 非 常 時 局 ニ 鑑 ミ設 = 都 市 武 装 促 進 運 劫 テ 提 1昌仕リ候虎司会ニ

l制 下 仏

貴下プ古n メ多クノ 愛問 先先ノ士ノ律p賛同ヲ賜リシハ本協合ノ光栄トスル彪ニ御 j主 l良法ユ 於

テ本協合ハ日頃 !I品等セ ル防火防空建築物ノ 普 及 促 進 ニ附 シ別紙ノ通鐙議仕 リ候(際何卒 - ) ぜ

ノf旬l藍カヲ賜リ 度 tl t 段拳w: n上岐 敬 具

建 議 書

現 ｆ ノ非常時 ｪ 吋ニ鑑ミ本協合 二 於テハ慎重緋究ノ結果 ｾＱＱ 市ノ式［民ニｼ捕シ防火防 Ｇ 主 ｩｬｬ 築 ｦ ｩｉｊノ

普 及 促 進 k 左記具開的 J 長円ヲ変地セ ラル 、コト極メ テ淡要・ナ リト雌信スル モノ ニ シテi J J l ｾ ﾭ

経常究ノ方}Xt ヲ樹立ヒラレムコトヲ切常ス

右及建議( 1; ; ; : 也

記

一 . 現行防火地良ヲ術大スル コト

x  132 

大 l波市 ，、我閥産業経掛機構ノ中梱 エシテ保安 l二ハ勿論園防上ノ A要 性 ニ鑑 ミ防火防主主

的見地ヨリ現行防火地直ヲ繍張スルノ; 急務ヲ認ム



二、防火地区ニ於ケ) J . . 耐火建築促進ノ震左記方法ヲ賞現スルコト

( イ) 耐火建築物 ニ針スル補助金 ノ交付

( ロ〕耐火建築物 ニ劃スル低利資金ノ融通

( ハ〕耐 火建築物 = 封スル家屋税ノ滅菟

(;=. ) 耐火建築物 ニ劉ス ル不動産牧得税ノ減菟

三、防火地匡完成テ都市計霊事業= 依リ促進スルコ ト

防火地区ノ完備 ヲ計ル 矯之ヲ都市計霊事業 トシ防火地直中重要部分 ョリ年次的ニ木造

建築物ノ撤去ヲ命スルト共= 特別補助金ヲ交付シ耐火建築物ノ賓現ヲ期ス

理 由

都市計費防火地直 カ都市ノ火災特ニ震火災ノ防備トシ テ重要ナル施設タルハ 言 テ侠グス而

シテ今日ノ非常時局= 蛍リ防空的見地ヨリスルモソノ必要切質ナリト謂フヘシ. 然ルユ今

日ニ於 ケ ｊｊＮＮ 防火地 区ハ未 タソノ Ｚ効用ヲ期 スル域 ］ 主主 セス 今向 木 治家屋 ヲ以テ 充満スルノ ｾ た

況ハ防火地区ノ重要性 ニ鑑 ミ甚グ寒心 = 耐 ヘサル所ナリ

ｾｾニ干ｩＧ￭都復興］営リテハ防火地区建築補助金ノ交付並ニ低利費金ノ融通 ニ ヨリ テ耐火建築

ノ促進 = 費ス) J . . 底アリグル = 拘ラス仮設建築物ノ除却期限ハ在 f1i 延長セラレ今 日向共ノ ;効

果ノ期待スヘカラサ) J . . - } 伏態エアリ

大阪市ニ於ケ) J . . 防火地直ノ完成ハ都市ノ災害防備ノ根本策 = シテ惹イテ園土ノ防衛上最モ

念ヲ要スルモノ タル エ拘ラス従来何等之ヲ助成促進スルノ方策ノ講セラレサリシハ誠 ェ遺

憾トスル所ナリ . 今= シテ速 = 之カ質施完成ヲ期スル ニ非サ レハ悔ヲ 千歳 エ始サ 、ルヤヲ

恐ル主シク時期ヲ定メ木治建築物ヲ撤去改築セシムルト共 ニ耐火建築物 ノ貰施 工営リ閤家

叉ハ公共関陣ハ之 ヲtl l助助成 シ以ツ テ耐火建築物ノ造成ヲシテ容易 ナラシメ且之 ヲ奨励ス

ルノ途ニ出ツルノ要特= 今日 ニ於テ切賓ナリ トス

昭和j l 年九月十八日

最 土 国 法 人 日 本 建 築 協 合 合 長 工 事 博 士 片 岡 安

東 京 府 知 事 香 坂 昌 康 問 下

各週

東 京 市 長 牛塚虎太郎殿

奔信事 時下愈々御清穆奉賀! 民

陳者本協合エ於テハ現下ノ非常時局= 鑑ミ韓ニ者i1¥市武抜促進運動ヲ提唱仕リ{ 廃虚幸ニ

閣下ヲ始メ多クノ 霊園先史 ノ士ノ絢l賛同ヲ賜 リシハ本協合ノ光栄 トスル庭ニ御座候認 = 於

貴下

テ本協舎ハ日頃 ｐ ｾ ｉ 導セＩ ｊＮＮ防 火防安建築物ノ普及促進 ］ 闘シ別紙ノ通建議十ｼて リ ｩ 良｛傑 何 卒 ー 屠

ノ御壷カヲ賜 リ度此段奉願上候 敬 具

建 議 書

現下ノ非常時局= 鑑ミ本協合ニ於テハ慎重研究ノ結果都市ノ武装 = 刷シ防火防空建築物
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ノ普及促進上左記具程的項目ヲ質施セラル、コト板メテ緊要ナリト敵信 スルモノニシテ速

ニ機宜ノ :方策ヲ 樹立セラレム コト ヲ切自宅ス

右及建議候也

記

一 、現行防火地直ヲ鏑大 スルコト

東京市ハ我閥ノ首都 エシテ新般機構ノ中継ナルヲ以テ保笈"J 二ハタJ論際防上ノ軍要性 ニ

鑑ミ防火防空的見地ヨリ現行防火地直子被張スルノ急務 ヲ認ム

二 、防火地区ニ於ケ) ! - 耐火建築ー促進ノ篤左記方法ヲ質現スルコト

( イ〕耐火建築物= 劃スル柿助金ノ交付

(ロ ) 耐火建築物 ニ針ス )!- 低利資金ノ融通

( ハ ) 耐火建築物 = 釘ス ) L 家 照税 ノ減 莞

( ニ〉耐火建築物= 劉スル不動産牧得税ノ減完

三 、防 火地ｾ 完成 ヲ 都 ｲ ｬ ￯ 計費 ［Ｚ ＡＡ ｬｩ 業ニ 依 リ 促進ス ル コト

防火地区ノ 完備 ヲ計) ! - f:t 之ヲ 都市計霊事業ト シ防火士山眠中. TI i : 安部分 ヨリ年次的ニ 木造

建築物ノ撤去ヲ命スル ト共 ニ特別有IJ 助金テ交付・シ| 耐火建築物ノ貨現 守期ス

理 由

都市計霊防火地匹カ都市ノ火災特ニ長火口、ノ防備トシ テ重要ナ A 施設タル ハ言ヲ侠タス而

シテ今 日ノ非常時局= 営 リ防空的見地 ヨリスルモソノ必要切在ナ リト 前フヘシ 、然ル ニ今

日ニ於ケ) ! - 防火地区ハ米タソノ効用ヲ期ス I!- 域ニ遥 セス今向木造家屋 ヲ.I;1、テ充満スノL ノ)U;

iJ eハ防火地区ノ重要性= 鑑ミ茜タ主主心 = 耐 へサ Jl Nr ナリ

主主ニ 帝都復興 ニ賞 リテハ防火地区建築柿助金ノ 交付並 z 低利資金ノ融通ニヨリテ |耐火建築

ノ促進ニ費ス A 鹿ア リタ ル ニ拘ラス似設建築物ノ 11;'[; 却期限ハ在荷延長 セラレ今 日向共ノ :刻J

- w : ノ期待スヘカラサル飲態 エアリ

大都市ニ於ケ ) l 防火地区ノ! 完成ハ都市ノ災害 防備 ノ棋本策 = シテ悲イテ国土ノ防衛上最モ

念ヲ要ス) ! - モノタ ) l エ拘ラス従来何等之ヲ助成促進スルノ方策ノ講セラレサーリシハ誠 二遺

憾 トス A 所ナリ. 今ニシテ辿= 之 カ質施完成 ヲ期スル ニ非サレハ悔ヲ千放 = 胎り 、ルヤ ヲ

恐ＩＡＭ宜シク時期ヲ定メ木ｾ ー 建築物ヲ撤去改築セシムルト共 ］ 耐火建築物ノ官施 ］ 営 リ 岡 家

父ハ公共闘位ハ之ヲ宇 ｉｉｊ ｄＮ カ 助成シ以ツテｼ耐火建築物ノ ｩｩＡ［ 成ヲシテ森易ナラシメ ｅ 之 ヲ 奨 ｗｾｊ ス

ルノ詮ニ向ツルノ要特 ニ今 日= 於テ切笹 ナリト ス

昭和九年九月 十八日

J社側法人日本建築協合合長 ユ : 皐 I専士 片 岡 安

京 都 府 知 事 粛 ] 総米 j 'l・出l下

神奈 川燃 知 事 横 山 助 成岡下



兵 庫 臓 知 事 白 線 竹 介 閣 下

愛知! 際知事篠原英太郎閣下

各通

京 都 市 長 大 森 吉 五 郎殿

般 演 市 長 大 西 一 郎 殿

紳 戸 市 長 勝 田 銀 次 郎 殿

名 古 屋 市 長 大 岩 勇 夫 殿

奔幹 時下愈々御清穆奉賀候

陳者本協合 ニ於テハ現下ノ 非常時局 ニ鑑 ミ義 = 都市武装促 進運動 ヲ 提唱仕 リ候庭幸ニ

罫 ヲ 始 メ 多 ク ノ愛園先賢ノ士ノ御賛同 ヲ賜ハリ シハ本協舎ノ光策 トスル 鹿 = 御座{賊 =

於テ本協含ハ日頃唱導セル防火防空建築物ノ普及促進ニ闘シ別紙ノ通建議仕 リ候保何卒一

府ノ御盤カヲ賜 リ度此段奉願上候 敬 具

建 議 書

現下ノ非常時局= 鑑ミ本協合ニ於テハ慎重研究ノ結果都市ノ武装= 闘シ防火防空建築物ノ

普及促進上左記具程的項目ヲ賓施セラルルコト極メテ緊要ナリト確信スルモノニシテ速エ

機宜ノ方策ヲ樹立セラレムコ トヲ切望ス

右及建議候也

記

一、現行防火地直ヲ 鏑大スルコ ト

大都市ハ我閤産業経済機構ノ中植エシ テ保安上ハ勿論閑防上ノ 重要性ニ鑑ミ防火防空

的見地ヨリ現行防火地区ヲ蹟張スルノ急務ヲ認、ム

二、防火地区ニ於ケル耐火建築促進ノ篤左記方法ヲ賓現スルコ ト

( イ) 耐火建築物= 封スル補助金ノ交付

( ロ) 耐火建築物= 封スル低利費金 ノ融通

( ハ ) 耐火建築物 = 封 スル家屋税ノ減免

(ニ ) 耐火建築物= 封スル不動産牧得税ノ減菟

三 、防火地区完成ヲ都市計霊事業ニ依 リ促進スルコト

防火地区ノ完備ヲ 計ル矯之ヲ都市計聾事業トシテ防火地直中重要部分ヨリ年女的 = 木

造建築物ノ撤去ヲ命スル ト共 = 特別補助金ヲ交付シ耐火建築物ノ賞現 ヲ期ス

理 由

都市計聾防火地匡カ都市ノ火災特ェ震火災ノ防備 トシテ重要ナル施設タルハ言 ヲ侠タス而

シテ今 日ノ非常時局ニ首 リ防空的見地ョリスルモソノ必要切賞ナリト 謂 フヘシ、然ルニ今

日= 於ケル防火地匡ハ未 グソノ効用 ヲ期ス )1.-域 = 主主セス今向木造家屋ヲ 以 テ充満スルノ獄

況ハ防火地区ノ重要性ニ 鑑 ミ甚タ 寒心ニ堪へサル所ナリ
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事五= 帝都復興= 営リテハ防火地直建築有n助金ノ交付並ニ低利重罰金 ノ融通= ョリテ耐火建築

ノ促進ニ 費スル庭ア リタ ;L- '" 拘ラス恨設建築物ノ除却期限ハ荏11] 延長セ ラレ今日 向共ノ効

果ノ期待スヘカラサル献態 = ア リ

大都市 エ於ケノL 防火地直ノ 完成ハ都市ノ 災害防備ノ 仮本策 = シテ惹 イテ同土ノ防衛上最モ

急: テ要スルモノタ; L - ; : . 拘ラス従来何等之ヲ助成促進スルノ方策ノ 講 セ ラレサリ シハ誠 ニー遺

憾トスル所ナリ、今= シテ速ニ之カ賓施完成テ期スルニ非サ レハ悔 ヲ千歳 ニ) ! 台ササル ヤヲ

恐ル宜シク時期ヲ定メ木造建築物 ヲ撤去改築セシムルト共 = 耐火建築物 ノ宜施= 営 リ園家

叉ハ公共園開ハ之ヲ楠助助成シ以ツテ耐火建築物ノ造成 ヲシ テ容易ナラシメ 且之ヲ 奨帥ス

ルノ詮 = 出ツルノ 要特= 今日= 於テ切宜ナリトス

二、 倫下記ノ :方k 線、計 ( 2200) ;:. 本建議書 ノ: 篤ヲ添へ賓現ニ闘シ援助方下記文楽ノ illl 依頼

シタリ

内閣各大臣( 営該大陀ハ除ク)

各省次官、参輿官

内務省次 官 Ｎ 参興 官 Ｎ 局 、 言ｾ長

大蔵省次官 、参奥官、局、課長

貴 族院議員

衆議院議員

営該府、服、市合議員

同 都 市 計整委員、課長

同 建 築 、 保 安 課 長

同 商 工 合議所合頭

建築関係ノ各舎合長

共 他

奔 魯 時 下 愈 々 御 清 穆奉賀候

陳者本協合 ニ於テハ防火防昼建築物ノ 普及促進ニ闘ス ; 1 イ牛ニ 付今回別紙ノ如ク建議書ア首

路へ提出史詩j致候= 就テハ本協合ノ 建議趣旨=付御賢察 ノ上之カ箇;現= 闘シ何分ノ御援助

ヲ切望致候此段御依頼労得貴意候 敬 具

昭和九年九月 日

祉問法人日 本建築協合舎長 工 皐 博 士 片 岡 安

三、 今回ノ近畿地方ニ於ケ} L - 大風水害ノ 建築物倒壊 ノ惨禍= 徴シ特殊建築物ニ付下記ノ通

大阪、京都、兵} ! i ( 府jf係知事ニ建議書; ヲ提出セリ

昭和九年九月二十九日

刑法闇人日本建築協舎合長 工原博士 片 岡 安
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大 阪 府 知 事 腕 忍閣下

京都府知事掛藤宜宗| 鍋下各通

兵庫l際知事 白根竹介閣下

奔 臨 時 下 愈 k 御清挫奉賀{ 民

ｾｊｕ 者今回の大災 害の 結必［に似し建築上の見地より緊要と ＵＲ むる案件に封 し別 紙の通建議仕

b候僚何卒共賞施に闘しー居の御藍ブJ t ' 蹴り度此段奉脚上候 敬 兵

建 議 書

近畿地方に於げる風水符の建築物倒壊の惨禍に徴し齢〈とも特殊建築物 に就ては斯る被害

を根絶せしむるが矯左記の方策を至急: 賓施せらる〉は極めて適切l必要なりと信す・

右及建議候也

記

製校. 寺院、数合、公合堂、集合場等現在の建築物に就ては! 監督官臆に於 て常 に之が構

遁設備に惚意じ共の必要を認めたる場合には直ちにril 地 し 修 持、改造t ' 命や るの機酬を

設置すること

殊に市街地建築物法施行前の施工に係 る建築物にありでは其の急: 要を認、む

:t 'li 81 

都市村落を聞はす・一朝天災、地質、戦 ｦｲｬ｜Ｇｬｾ 等の非常時に際し一般民衆の避難、保護 に 営つべ

きは事校、寺院、公合堂 、集舎場等の公共建築物 fこるは論t ' 1突Tこす. 然 るlこ近畿一帯に亙

れる暴風水害の結果に翻るに勝校の多〈は直ちに倒泌して多数の犠牲者を生十るの惨状を

呈し共の 他 の公共建築物亦多〈は一般民家と閉じく仰 ｉ ｊ ｾ 主流失 し ｈｩｬ 災 者の保護牧容 に 供され

? こるものあるを聞かす・吾人の頗る遺憾とする庭なり

我協舎は常に者11市災害防止の重大なるを説き耐民耐火建築の撰fiil J助成を提唱し共の促進を

計れり防火i耐長建築は自11 ち耐J!t 建築に他ならす・故に鼎歩1 < : 建築さるべき皐校其の他の公J宅地

築物に劃し速に耐援| 耐火の口的を達成せしむるの方法を討与するは勿論殊に現存せる此の随

建築物につき補強、修繕 . 改浩t ' 急速に賞行し再ぴ此の極の災害 を繰返さざるの方策を樹

つる は特に今日 にあ りて駁嬰切寅なりと信す・
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編 輯 後 記

口 9 月21 日の朝 、突如!と して大級摘が近畿

の地 を製つ ?こ 。 250 ;00;の大者1¥. 日本の心臓

の上空 に阿修羅の如〈 荒 れ狂ふ 1: 。家 k の

屋根は飛ぶ . 幼き 者は梁の下に j立がれる、

五重の塔は大地に 敵きつけら れ る、電棋は

糸j百の様 lこ切れ飛ぶ 、定策なき大都は太古

の7? に謹らさ' るを得な〈なつに。

仁而 して風魔はその後 に恐ろしき7k11i l : rt' 'J  1  

き具 し亡、 j武帆から7 k 耐に 、一瞬に して街

から ｴｬ 引 二、 Ｍｾの泥海 ｍ じ し に。数千噸 の

大門舶は陸に打上げら れ る、小舟は木の葉

の様に流れヲIltl く、殻多の生命は流さ れる。

僅か数時間にして、 猛威を遅う して幾多の

惨酬を播い? こ風躍は去っ仁、 そして 白日が

野の朝 の様に員11いに。

口静考の時は来 f: 。此の惨害の l吟1床は我々

の義務であらねばならぬ。自然は慈む . 而

も戒 u を忘れない。脆弱なものは皆打映さ

口泥から立ち上っ た我 々は自然の示しに跡

を見直 さなげ れば なら ぬ。 吾が協合は災害

後直 ちにE 費 を支出して委員 にその制在を

依頓 し、且っ その割膝策を世に示 さうとし

てゐる巳 「サ イレンは鳴っ た。進め . 正 し

き復興の道へ」

口本合雑誌来月特輯は室内装飾の議定で泊

k と進行 中で あるが之を更め て風水害蹴と

し、前記委員の報告を 中心と して各氏の針

策に闘す る意見を載せること 〉しに。

日本月は病院披 として内容は言を倹 fこ今 、

特 に最近の質例を多数網縦し?こ貼は設計者

に好材料を提呈するも の と信子 る。

口此夏の防空演習の際の調術報告書: は大間

出揃って今取纏中の様子、諸兄の机上に呈

する日は近いこ とで あらう。

口最後に。本合員中 に も種々被害を袋られ

た方 も多からう と思ふ 、紙上にて謹んで御

れに。営然めるべき備へを怠こにつにもの 見舞 rj 1上げる。

にその弱結は完全に示 されにのであ る。

建 築 と 社 曾

第 17 斡鈴 10} t

毎 月 l 幽 l 日賛 行 定 債 l 加 ・50側( 到l .t危 2 銭 )

12加 6 ∞ 刷( 同 24 銭〉

昭利 Ｙ 年 Ｙ 月 ＲＵ 日 印刷昭和 Ｙ 年 Ｑ Ｐ 月Ａ 日 ｾ 行

強行・ 編 輯

印 刷 人
鷹 取 陽

西宮市今棒町搾 門字費 湾605番地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大 阪 市 東 区 内 決 路 町 l 丁目 7番 地

強 行 所 間 日 本 建 築 協 舎

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピ凡

電話長本局( 23) 4500苦手( 6)

績 替 口 座 央 阪39.975番

特 約 飯 夜 庖 柳 々 堂 書 底

大 阪 市 西 区京町郷軍理子板情酉

電 話 土 佐 沼 2440番

指轡口座ヲミ阪 2凶4苦手

禁 輔 載

本誌に錫殺せるものは、 一切 とれを無断にて

鱒載し又は皐行本に上梓その他の複製行震を

なすととを祭ず。

( 高橋栄治)

鹿 告 掲 載 料 金
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振替貯金又 は ｾ替で御扮込を願ひます 。 重官舎
代用は 一首PJ 省 、代金引 換はお自前! l } j i : します。
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